
講演：	未来を大切に、これからの暮らしの考え方
	 （㈱リバースプロジェクト共同代表 龜

かめいし

石太
た か ま さ

夏匡さん）

16日

16日 13:30 ～ 14:30

17日

17日 11:00 ～ 11:30
13:30 ～ 14:00

10:30 ～ 農林産物品評会表彰式
12:30 ～ 福引き
14:00～ 農林産物品評会出品物即売会

マジックショー（エコマジシャン ミヤモさん）

両日 ●	販売コーナー
	 生鮮野菜 /新米 /果実 /地酒 /加工品 /	
	 木工製品 /市内名産品　など
●	各種相談コーナー（営農・農地・園芸）
●	里山センターコーナー
●ポン菓子の無料配付　など

農業祭
中央公園南グラウンドほか

問合先　農とみどり推進課 ☎ 620・1622

都市と農村のふれあいを求めて

センターホールイベント 10:00 ～ 16:00  クリエイトセンターほか

問合先　環境政策課  ☎ 620・1644

明日をかえる。かえていく。

環境フ
ェ
ア

省エネ相談会
おもちゃの修理
フリーマーケット
自然工作教室　など

さまざまなコーナーでいばらき環
エ コ

境ポイントを１～５ポ
イント付与。詳細は市 HP（下図読取り）をご覧ください。

ミヤモさん

龜石太夏匡さん

11月16日㈯17日㈰同日開催！
エコイベントにご協力を！
市では環境に配慮したイベントの実施を
推進しています。エコバッグをご持参く
ださい。ご来場は、徒歩・自転車・公
共交通機関をご利用ください。

入
場
無
料

スタンプラリー開催　①環境フェア、②環境フェア・農業祭共同
①環境フェア専用スタンプ用紙に全スタンプを集めた人に粗品プレゼント ………各先着 500 人
②共通スタンプ用紙に全スタンプを集めた人に粗品プレゼント ……………………各先着 250 人

環
農

COOL　CHOICE

中央公園北グラウンドの催しは 
9:30 ～ 16:00（17 日は 15:00 まで）

両日

ビンゴゲーム・福引きはカードがなくなり次第、
受付を終了します。

  9:00 ～ 開会式
10:30 ～ ビンゴゲーム
12:30 ～ 江州音頭（よし乃家）	
15:00 ～ 和太鼓の演奏	
	 　　　（関西大倉中学校・高等学校「雷

いかずち

」）　
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　市内には認知症やその疑いのある人が 2
万人弱いると推計されます。しかし、初期
の段階で相談している人は多くありません。
今月の特集では、認知症に関する不安や悩
みを気軽に相談できる場をご案内します。

問合先　相談支援課☎ 655・2758

あれ、鍵はどこ
に置いたっけ？

もしかして
認知症？

特集
今日は何月何日
だったかな？

認
知
症
と
は

参
照
）。

　
認
知
症
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
65
歳
以
上
の
４
人
に
1
人
が
認
知
症
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
今
、
自
分
自
身
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
や
周
り
の
人
、
み

ん
な
が
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
も

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
大
切

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
や
適
度
な
運

動
を
行
い
、
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
等
の
持
病

を
し
っ
か
り
と
治
療
す
る
こ
と
で
、
認
知
症

の
発
症
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
初
期
の
段
階
で
気
づ
き
、
専
門

機
関
に
相
談
す
る
な
ど
、
早
め
に
対
応
す
る

こ
と
で
、
本
人
も
家
族
も
今
ま
で
ど
お
り
の

生
活
が
で
き
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く
知
り
、「
自
分
は

認
知
症
に
な
ん
か
な
ら
な
い
」「
き
っ
と
こ

れ
は
老
化
の
せ
い
だ
」
と
決
め
つ
け
な
い
こ

と
で
す
。
ま
た
、日
常
生
活
の
言
動
な
ど
で
、

少
し
で
も
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
身
近

な
人
が
意
識
し
て
見
守
る
こ
と
も
重
要
で

す
。

も
し
か
し
て
？
と
思
っ
た
ら

　
認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
か
ど
う
か
、
左
上

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
少
し
で

も
「
も
し
か
し
て
？
」
と
思
う
こ
と
が
あ
れ

ば
、
た
め
ら
わ
ず
に
か
か
り
つ
け
医
や
相
談

窓
口
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る

　
今
日
の
日
付
が
わ
か
ら
な
い
、
人
や
物
の

名
前
が
思
い
出
せ
な
い
、
5
分
前
に
話
し
た

こ
と
、
ご
飯
を
食
べ
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
る

…
。
ど
れ
か
思
い
当
た
れ
ば
、
認
知
症
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
認
知
症
と
は
、
脳
の
働
き
が
低
下
し
、
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
支
障
が
出
て
く
る

状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
の

65
歳
以
上
の
人
口
約
6
万
８
千
人
の
う
ち
、

認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
予
備
群
は
、
合
計
で

2
万
人
弱
い
る
と
推
計
さ
れ
、
こ
れ
は
65
歳

以
上
人
口
の
約
28
％
に
当
た
り
ま
す
（
左
図

茨木市の認知症高齢者数の推計

（今年 8 月末現在の市の 65 歳以上人口と
平成 24 年内閣府認知症高齢者推計値より算出）

認知症高齢者
約 10,200 人（15％）

認知症予備群
約 8,800 人（13％）

約 48,800 人
認知症の疑いのない人
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確認してみましょう！□

チェックがつく、不安を感じる場合は、相談窓口（５ページ）にまずご相談を！

今日は、何年何月何日何曜日ですか？
　時　　　分現在、何時何分ですか？

□財布や鍵など、物を置いた場所がわからなくなる
□5 分前に聞いた話を思い出せない
一日の計画を自分で立てることができない□

□貯金の出し入れ、家賃や公共料金の支払いを一人でできない
□自分で、薬を決まった時間に決まった分量を飲むことができない

今いる場所はどこですか？ 　（　　　　　　　　　　　　　　）

　年　　月　　日　　曜日
◎記入してみましょう！

◎チェックしてみましょう！

※ MMSE（ミニメンタルステート検査）、地域包括ケアシステムにおける認知症アセスメント (DASC-21) を参考

認知症地域支援推進員（医療系）

田窪美由記さん

　

市
に
は
、
現
在
二
人
の
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
が
い
ま
す
。
私
た
ち
推
進
員
は
、

認
知
症
の
人
や
家
族
か
ら
認
知
症
に
関
す

る
相
談
を
受
け
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
状
況

や
悩
み
等
に
応
じ
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
認
知
症
の
診
断
が
可
能
な
病
院
へ

の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
は
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。
早
く

気
づ
く
こ
と
で
本
人
と
家
族
の
悩
み
や
介

護
の
負
担
が
軽
く
な
る
ほ
か
、
治
療
の
選

択
肢
が
広
が
っ
た
り
、
暮
ら
し
方
を
見
直
す

こ
と
が
で
き
た
り
、
今
後
の
生
活
設
計
が

し
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
本
人
が
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
認
め

た
く
な
か
っ
た
り
、
家
族
や
周
り
の
人
も
、

「
も
う
少
し
様
子
を
見
よ
う
」
と
相
談
を
た

め
ら
っ
た
り
し
た
た
め
、
気
に
な
り
始
め
て

か
ら
相
談
す
る
ま
で
に
約
1
年
か
か
っ
た
と

い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
認
知
症

の
相
談
に
は
不
安
や
迷
い
が
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
私
が
対
応
し
て
い
る
「
認
知
症
オ

レ
ン
ジ
ダ
イ
ヤ
ル
」・「
認
知
症
オ
レ
ン
ジ

メ
ー
ル
」
は
、
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
相
談
は
本
人
だ
け

で
な
く
、
周
り
の
人
で
も
可
能
で
す
。

　
認
知
症
を
予
防
す
る
、
ま
た
、
進
行
を
遅

ら
せ
る
た
め
に
は
早
め
早
め
の
対
応
が
重
要

で
す
。
ご
自
身
や
周
り
の
人
に
「
も
し
か
し

て
認
知
症
？
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

進
行
を
遅
ら
せ
る

た
め
に
早
期
対
応
を

InterviewInterview
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永露 曻さん

認知症家族教室の様子

詳細は認知症地域支援相談員（介護系）
☎ 657・7717

　認知症の人や
そ の 家 族、 地 域
住民等誰もが気
軽 に 集 い、 交 流
や情報交換がで
きる憩いの場で
す。

いばらきオレンジかふぇ

流できる場所

　
私
の
妻
が
認
知
症
を
発
症
し
た
の
は
、
7

年
程
前
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
近
所
の
ス
ー

パ
ー
へ
の
道
が
突
然
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

り
、
電
話
の
相
手
が
誰
だ
っ
た
か
思
い
出
せ

な
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

の
が
最
初
の
違
和
感
で
し
た
。
不
安
に
思
っ

た
私
は
「
医
者
に
診
て
も
ら
っ
た
ら
」
と
言

い
ま
し
た
が
、
最
初
は
「
認
め
た
く
な
い
」

と
か
た
く
な
に
拒
み
、「
じ
ゃ
あ
、
2
人
で

一
緒
に
診
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
条
件
で
説

得
し
、
な
ん
と
か
診
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
診
断
結
果
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
」。
も
し
か
し
て
と
は
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
シ
ョ
ッ
ク
で
ど
う
し
て
い
い
か

わ
か
ら
ず
、落
ち
込
む
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

認知症家族教室に参加した

そ
ん
な
時
、
病
院
を
通
じ
て
「
認
知
症
家
族

教
室
」
を
知
り
ま
し
た
。
認
知
症
の
介
護
に

つ
い
て
学
べ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

何
よ
り
同
じ
境
遇
の
参
加
者
と
交
流
す
る
こ

と
で
前
向
き
な
気
分
に
な
っ
た
り
、
認
知
症

に
対
す
る
知
識
が
増
え
て
考
え
方
が
変
わ
っ

た
り
し
て
、
徐
々
に
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
4
年
間
ず
っ
と

こ
の
教
室
に
通
い
続
け
て
い
ま
す
。　

　
認
知
症
の
疑
い
が
あ
っ
て
も
、
本
人
だ
け

で
気
づ
く
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
身
近

に
い
る
人
が
日
頃
か
ら
気
に
か
け
、
少
し
で

も
不
安
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
か
か
り
つ
け
医

や
「
交
流
で
き
る
場
所
」
に
相
談
・
打
ち
明

け
る
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

「認知症家族介護教室」
（社福）慶徳会地域相談支援室
☎ 657・7717

「認知症家族教室」
（医）藍野病院地域医療連携室
☎ 621・1321

　認知症に関する情報を得る講座と認
知症の家族が交流する機会を設けてい
ます。

家族教室

話すことで
楽になる

InterviewInterview

交
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　同センターは、地域で暮らす高齢者やその家族を支
える、健康・医療・介護・福祉等の「高齢者の総合相
談窓口」です。担当小学校区については右図読み取り。

地域包括支援センター

センター名 住所 電話番号

北
清溪・忍頂寺・山手台 山手台 3-30-16-1 ☎ 649・1808
天兆園 安威 2-10-11 ☎ 640・3960
常清の里 清水 1-28-22 ☎ 641・3164

東 エルダー 庄 2-7-38 ☎ 631・5200
東・白川 鮎川 1-6-4 ☎ 636・8686

西 春日・郡・畑田 上穂積 1-2-27 ☎ 646・5685
春日丘荘 南春日丘 7-11-48 ☎ 625・6575

中
央
市社会福祉協議会 駅前 4-7-55、４階 ☎ 627・0114
大池・中津 園田町 8-17、1 階 ☎ 697・8067

南 玉櫛・水尾 玉櫛 1-2-1、1 階 ☎ 652・5810
葦原 真砂 2-16-15、1 階 ☎ 636・8000

　「病院に行くのはちょっと」「少し気になるだけ」、そ
んな時は、認知症地域支援推進員にお電話ください。
フリーダイヤル 0120・5

ココロ
56・8

晴れる
06

（平日、午前 9時～午後 5時）

認知症オレンジダイヤル

　気軽にメールで相談できるように専用
フォームで受け付けています。「認知症オ
レンジメール」で検索または右図読み取り。

認知症オレンジメール

思
い
当
た
れ
ば
す
ぐ
に
相
談

　
自
分
や
身
近
な
人
の
行
動
な
ど
に
違
和
感

を
感
じ
、
認
知
症
か
な
と
思
っ
て
も
、「
勘

違
い
だ
っ
た
ら
悪
い
か
な
」「
ま
だ
ま
だ
大

丈
夫
」
と
、
そ
の
ま
ま
何
も
行
動
を
起
こ
さ

な
い
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

大
切
な
の
は
「
早
め
に
相
談
す
る
」
こ
と
。

相
談
す
る
の
に
早
す
ぎ
る
こ
と
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
た
つ

い
で
に
相
談
し
て
み
る
、
市
役
所
に
行
く
つ

い
で
に
相
談
し
て
み
る
な
ど
、
何
か
の
つ
い

で
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
思
い
当
た
る
こ
と

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
に
は
認
知
症
オ
レ
ン
ジ
ダ
イ
ヤ
ル
や

チ
ー
ム
・
オ
レ
ン
ジ
い
ば
ら
き
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
等
認
知
症
の
相
談
が
で
き
る

場
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し

て
、
不
安
の
解
消
・
早
期
発
見
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

認
知
症
を
理
解
す
る

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
家
族
や
周
り
の
人
だ
け
で
な
く
、
ま
ち

全
体
で
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
当
事
者

や
家
族
に
寄
り
添
い
支
え
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
他
人
事
で
は
な
く
、「
自

分
事
」
と
し
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

（
下
記
参
照
）。

気
軽
に
相
談

認知症？
もしかして

●茨木童子見守りシール
　行方不明になる心配のある、おお
むね 65 歳以上の人の早期発見や事
故防止を図るために見守りシールを
配付しています。衣服やかばん等に
貼り付けることができます。詳細は
本人がお住まいの地域を担当する地
域包括支援センターにお問い合わせください。

見本

地域のみんなで支えよう
●認知症サポーター養成講座
　同サポーターは認知症を正しく理解し、本人
やその家族を温かく見守る応援者で、本市には
今年８月末時点で約 2 万人のサポーターがいま
す。友人や家族に学んだ知識を伝えたり、認知
症で困っている人に声をかけたり、寄り添いの
輪を広げるために養成講座を開催しています。
　講座の申込・問い合わせ等は慶徳会地域相談
支援室 (4 ページ参照）までご連絡ください。

　認知症の早期発見・早期対応のために、保健師・社
会福祉士等が家庭訪問を行い相談に応じます。認知機
能のチェックや生活の様子から適切な医療・介護サー
ビスを受けられるようサポートします。

チーム・オレンジいばらき

チーム専用ダイヤル☎ 622・0655（相談支援課内）
（平日、午前 9時～午後 5時）

と思ったら
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行事名 とき（11月） ところ 問合先

小学校
連合音楽会

8㈮、9:20 ～ 11:35・
12:50 ～ 15:05

立命館いばらき
フューチャー
プラザ

7
市立幼稚園・
認定こども園・
小学校・中学校
総合展

9 ㈯～ 11 ㈪、
9:30 ～ 16:30

（11 日は 12:00 まで）
市役所南館
8・10 階

茶華道展

9 ㈯・10㈰、
10:30 ～ 16:00＝茶席

（10日は15:30 まで）
10:30 ～ 17:00＝華展

（10日は16:00まで）

生涯学習
センター
きらめきホール

3

行事名 とき（11月） ところ 問合先
公民館区対抗
3 点バレー
ボール大会

10 ㈰・17 ㈰、
9:15 から 市民体育館

5市民グラウンド・
ゴルフ大会

12 ㈫、9:00から、
雨天時20日

中央公園南・北
グラウンド

市民ゲートボー
ル大会

16 ㈯、8:40から、
雨天時23日

西河原公園南グ
ラウンド

市吹奏楽団
オータム
コンサート

17 ㈰、16:00 ～ 18:30 立命館いばらき
フューチャー
プラザ

3

市立幼稚園・
認定こども園
こどものつどい

20 ㈬、10:30 ～ 12:00 8

時11/24 ㈰、10:00 ～ 16:00、所福祉文化会館文化ホール、
内能楽を謡や仕舞等の形式で発表、中条小学校児童と関西学院
大学・立命館大学能楽部員による演技、問3

市民謡曲大会

時① 11/9 ㈯・② 10 ㈰、所クリエイトセンター、【表彰・発表】
時① 10:00 から、内市内在住・在学の小・中学生が作成した自
由研究の表彰・発表、【展示】時① 11:00 ～ 16:00、② 10:00
～ 15:00、内自由研究の展示、【実験ブース】時① 11:00 ～
15:00、② 10:00 ～ 15:00、内科学に親しむ実験、問2

相馬芳枝科学賞

時11/10 ㈰、13:00 ～ 17:00、所福祉文化会館文化ホール、
内中学生は指定暗唱文の暗唱、高校生は自由テーマで 3 分以内
の弁論、問市国際親善都市協会事務局（3）

英語スピーチ大会

時11/23 ㈷、9:45 ～ 16:10、所立命館いばらきフューチャー
プラザ、内市合唱連盟 33 団体参加、35 ステージ、問3

市民音楽会～合唱のつどい～

時11/22 ㈮～ 24 ㈰、9:00 ～ 17:00（24 日は 15:00 まで）、
所文化財資料館２階研修室、内茨木の寺社縁起、問4

郷土民俗資料展

記号の見方：時とき、所ところ、対対象、定定員、内内容、￥費用・報酬など、持持ち物、備備考、申申込、　　　　　　　　　　　　　問問合先、メールアドレス、HP ホームページ、保一時保育あり（原則有料、詳細は事前にお問い合わせを）、
　　　　　　70市制施行 70 周年関連イベント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。

市民スポーツフェスティバル
時11/23 ㈷、所①市民体育館、②東市民体育館、③西河原公園
北グラウンド・屋内運動場、④南市民体育館、⑤水尾公園グラ
ウンド、問5

【大会観戦】時・内9:00 ～ 12:00 ＝①ディスコン、デカスポ
テニス、12:30 ～ 14:30 ＝①ファミリーバドミントン、スロー
イングビンゴ、9:00 ～ 17:00 ＝④フットサル、9:00 ～ 12:00
＝⑤ペタンク

【ニュースポーツ等体験】時・内9:00 ～ 15:00 ＝①ボッチャ、
10:00 ～ 12:00 ＝②ボッチャ、ラダーゲッター、バドミント
ン、ファミリーバドミントン、スローイングビンゴ、13:00 ～
16:00 ＝②卓球、トランポリン、ウエルネスダーツ、9:30 ～
12:00 ＝③ボッチャ等

5スポーツ推進課☎ 620･1608
6生涯学習センター☎ 624・8182
7学校教育推進課☎ 620･1683
8保育幼稚園総務課☎ 655･2753

申込・問合先　
1教育政策課☎ 620･1680
2教育センター☎ 626・4400
3文化振興課☎ 620･1810
4文化財資料館☎ 634･3433

茨木 TAIKO ビエンナーレ 保
時11/24㈰、13:00～16:00、所生涯学習センターきらめきホー
ル、定当日先着 450 人、内市内和太鼓 12 グループによる発表、
ゲスト演奏（山木屋太鼓）、備一時保育は 11/16 までに要申込、
問6

スポーツと文化の秋

その他 11 月の教育文化月間行事一覧

時11/3 ㈷、10:00 ～ 12:00、所立命館いばらきフューチャー
プラザ、内教育功労者等への表彰、記念講演（画家 井上直久さ
ん）、問1

教育文化月間表彰式
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定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。
記号の見方：時とき、所ところ、対対象、定定員、内内容、￥費用・報酬など、持持ち物、備備考、申申込、　　　　　　　　　　　　　問問合先、 メールアドレス、HP ホームページ、保一時保育あり（原則有料、詳細は事前にお問い合わせを）

市財政情報発信キャラクター「いばら騎士」と
平成 30年度決算の概要を見よう

問財政課☎ 620・1612
1TOPICS

トピックス

①福祉の充実　　　　　　　　 143,500 円
②教育の推進　　　　　　　　　39,200 円
③道路・公園等の整備　　　　　30,200 円
④ごみ処理や医療の充実等　　　25,500 円

⑤庁舎管理、戸籍・住民票の管理等　23,100 円
⑥借金の返済（借換債除く）　　　　　 17,900 円
⑦その他　　　　　　　　　　　　　26,800 円

※歳出決算総額を市の人口で割った金額の内訳

平成30年度歳出決算額の内訳（市民一人当たり）

会計 一般
会計

特別会計
財産区 国民健康保険事業

後期高齢者
医療事業

介護保険
事業

歳入 882.0 50.7 281.7 39.3 178.0
歳出 862.4 1.0 272.3 37.9 174.6
繰越 10.7
差引 8.9 49.7 9.4 1.4 3.4
差引＝歳入－歳出－繰越（繰越＝翌年度に繰り越す財源）

表1　一般・特別会計別決算（億円）
ブルーレッドグリーンオレンジ

　平成 30 年度決算が９月市議会で認定されました。平成 30
年度は、大阪北部地震等の被害に対し「きめ細かな生活再建
支援」や「安全・安心なまちづくりの推進」を図るとともに、
厳しい財政状況の中、「財政の健全性」の確保のもと、市民サー
ビスの充実
を図り、全
会計で黒字
になりまし
た。

1　一般・特別会計の決算状況
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グラフ 3　経常収支比率の推移

H26

(%)

( 年度 )
H30

94.4

96.0 97.3

府内都市平均（政令市除く、H30 年
度の値は茨木市試算による暫定値 )
茨木市
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94.4

88.8

97.0

92.0
93.8

97.1

　グラフ 3 は財政の余裕度を表
す「経常収支比率」の推移を示し
ています。数値が低いほうが余
裕があることを示しており、茨
木市は府内平均値よりも低い状
態を保っています。しかし、比
率は近年、上昇傾向にあるため、
今後もサービスの充実（ビルド）
と既存サービスの見直し（スク
ラップ）を適切に進めていく必
要があります。

3　経常収支比率・ビルド＆スクラップ
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グラフ 2　基金残高
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72

111

183
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（億円）　市債（借金）残高は近年の市債発行
抑制等の健全化の取組みによって減っ
ています（グラフ 1）。
　また、昨年の大阪北部地震の被害に
対する、「住宅改修支援金の支給」や「公
共施設等の補修」、「災害廃棄物の処理」
等の経費は、法令で義務付けられてい
る市の貯金（財政調整基金）を取り崩
し、対応しました（グラフ 2）。

2　市債（借金）残高・基金残高の推移

0
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グラフ 1　市債（借金）残高
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（年度）

（億円）

厳しい財政状況の中、茨木市はビル
ド＆スクラップに取り組んでやり
くりしているんだね！これからも

“次なる茨木”に向かっていこう！
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主に税金を使って福祉・教育等の
市民サービスを行うのが「一般会
計」、保険料等の特定の収入で特定
の事業を行うのが「特別会計」です。

赤字補てん債
（臨時財政対策債等）建設債 財政調整基金特定目的基金

昨年の地震対応では、不測
の事態に備えてきた基金（貯
金）を活用したんだね！
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トピックス大切なお知らせ

記号の見方：時とき、所ところ、対対象、定定員、内内容、￥費用・報酬など、持持ち物、備備考、申申込、　　　　　　　　　　　　　問問合先、 メールアドレス、HP ホームページ、保一時保育あり（原則有料、詳細は事前にお問い合わせを）

　将来にわたって安定的に水道・下水道事業を継続していくために「経営戦略」を
策定しました。今後も戦略的な水道・下水道事業の運営を推進し、環境の変化や課
題に対応していきます。決算内容の詳細は市 HP をご覧ください。問水道部総務課☎
620・1690、下水道総務課☎ 620・1665

平成30年度水道事業・下水道等事業会計決算の概要2TOPICS
トピックス

３大学連携企画子ども向けワークショップ　
時12 月８日㈰、午前 10 時～午後５時、所ソシオ茨
木ビル２階（永代町 5）、対３歳～小学生以下、内大学
生が教える、本イベントをさらに楽しむためのワーク
ショップ

スマホで撮影！女性向けイルミネーション写真講座　
時12 月８日㈰、午後５時～７時、所玉屋月心庵（元町
6-34）、対市内在住・在勤・在学の女性、定先着 20 人、
内プロカメラマンが、スマホでイルミネーションを撮影す
るコツやポイントを伝授、￥1,000 円、備お茶菓子つき

いばらきイルミフェスタ灯 (AKARI) を開催
ところ　JR茨木駅前、阪急茨木市駅前、元茨木川緑地（高橋付近）、
　　　　市役所前街路樹、阪急南茨木駅前（サン・チャイルド）、
　　　　市内の一部商店街・飲食店等

と　き　11月29日㈮～来年1月26日㈰、
　　　　午後 5 時～午前０時

　メイン会場となる JR 茨木駅と阪急茨木市駅前を音と光できらびやかな空間に演出す
るほか、元茨木川緑地・阪急南茨木駅前・商店街・飲食店等でもイルミネーションを点
灯し、茨木の冬のまちを彩ります。また期間中は、市内のイルミスポット
を楽しくまち歩きできるスタンプラリーやワークショップ等（下記参照）
も実施します。申込等詳細は HP（右図読み取り）をご覧ください。問同フェ
スタ実行委員会事務局☎ 646・9761 イメージ

4TOPICS
トピックス

収益的収支
（使用後の水を適切に処理するための財源と経費）
　収入額 68 億 1,375 万円に対し、支出額 58 億 4,496
万円となり、9 億 6,879 万円の黒字決算になりました。
資本的収支
（下水道施設の建設や更新等のための財源と支出）
　収入額 26 億 9,438 万円に対し、支出額 50 億 7,911
万円となり、収支不足額 23 億 8,473 万円を内部留保
資金等で補てんしました。

下水道等事業会計決算水道事業会計決算
収益的収支
（水をつくり、家庭に水を届けるための財源と経費）
　収入額 56 億 1,218 万円に対し、支出額 48 億 9,962
万円となり、7 億 1,256 万円の黒字決算になりました。
資本的収支
（水道施設の建設や更新等のための財源と支出）
　収入額 8 億 5,761 万円に対し、支出額 36 億 5,579
万円となり、収支不足額 27 億 9,818 万円を内部留保
資金等で補てんしました。

時12 月８日㈰、①午前 10 時 30 分～正午・②午後１時～２時 30 分、受付は各 30 分前から、
雨天時 15 日、所桑原ふれあい運動広場、対市内在住・在学の①小学生の初心者、②小学４年
～中学生の経験者、定各先着100人、内元ガンバ大阪の加地さんによる指導、【①初心者コース】
ボールを使って楽しく遊ぼう、【②技術向上コース】プロの技術を学ぼう、備持ち物等詳細は
市 HP 参照、申11 月 25 日までに、市 HP から電子申込、問スポーツ推進課☎ 620・1608

3TOPICS
トピックス

ガンバ大阪ＯＢ加地さんがやってくる！
トップアスリートサッカー教室

加地 亮さん
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定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。
記号の見方：時とき、所ところ、対対象、定定員、内内容、￥費用・報酬など、持持ち物、備備考、申申込、　　　　　　　　　　　　　問問合先、 メールアドレス、HP ホームページ、保一時保育あり（原則有料、詳細は事前にお問い合わせを）

5TOPICS
トピックス いばらき市民活動応援フェスタ 問市民活動センター☎ 623・8820

【センターホール（10:00 ～ 11:00）】大道芸（Mr. オクチさん）、マジック（SEIYA さん）
【団体紹介（11:00 から）】約 40 団体の活動紹介
【キッズコーナー】手づくりおもちゃ、バルーン、紙芝居、折り紙、パネルシアター等
【健康コーナー】筋肉量測定、AED 体験、姿勢チェック等
【手づくり作品展】リメイク品、手芸小物、木工品等
【演芸コーナー】マジック、南京玉すだれ、歌体操、オカリナ、新舞踊等
【フリーマーケット】雑貨、衣類等
【フードコーナー】肉巻きおにぎり、フランクフルト、クッキー、パン、ジュース等
【ワークショップ】グラスアート、パステルアート、ハーバリウム、曼

ま ん だ ら

荼羅 Key 等

と　き　12月 1日㈰、10:00 ～ 15:30　ところ　クリエイトセンター

6TOPICS
トピックス 虐待・暴力のない社会を！

■　11月 12日～ 25日は
　「女性に対する暴力をなくす運動」
　暴力は決して許されるものではありません。特に配偶
者等からの女性に対する暴力・性犯罪等は、女性の人権
を著しく侵害し、大きな社会問題となっています。女性
に対する暴力をなくすため、皆さんのご理解とご協力を
お願いします。問人権・男女共生課☎ 620・1640

女性の人権ホットライン強化週間　
　全国一斉相談日を設置し、専門の相談員（法務局職員、
人権擁護委員）が相談を受け付けます。相談は無料で、
秘密は厳守します。1 人で悩まずに気軽にお電話くださ
い。
時11 月 18 日㈪～ 22 日㈮、午前８時 30 分～午後 7 時、
23 日㈷・24 日㈰、午前 10 時～午後 5 時、内夫・パー
トナーからの暴力、職場等におけるセクシュアル・ハラ
スメント、ストーカー行為等、女性をめぐるさまざまな
人権問題、ホットライン☎ 0570・070・810、問大阪
法務局人権擁護部☎ 06・6942・9496

相談・通告先 とき
児童相談所全国共通ダイヤル
☎ 189（一部 IP 電話不可） 終日
子育て支援総合センター

（こども相談室）☎ 624・8951
平日

午前 9 時～
午後 5 時

児童虐待 110 番
（府吹田子ども家庭センター）
☎ 06・6389・2099

午前 9 時～
午後 5 時 45 分

府夜間休日虐待通告専用電話
☎ 072・295・8737

月～金曜日、午後 5 時 45
分～翌日午前 9 時
土・日曜日、祝日＝終日

子どもの虐待ホットライン
☎ 06・6762・0088

平日、
午前 11 時～午後 5 時

■　11 月は児童虐待防止推進月間
　虐待かな…？と思ったら、ためらわ
ず連絡してください。間違っていても
大丈夫です。連絡した人の秘密は守ら
れます。あなたが連絡することで子ど
もの命も保護者も救われます。問子育
て支援総合センター☎ 624・9301

　市では、虐待とその通告に対する理解を深め、虐待の早期発見・対応を図り、深刻化を防ぐため各種キャンペー
ン等を実施します。問①②③子育て支援総合センター☎ 624・9301、④人権・男女共生課☎ 620・1640
【①オレンジリボンキャンペーン】
時11 月 30 日㈯まで、所市役所本館・南館・合同庁
舎、生涯学習センター、ローズ WAM、内児童虐待
の根絶を願い、各施設のツリーをオレンジリボン（児
童虐待防止のシンボル）で飾る
【②児童・女性・障害者・高齢者虐待防止街頭啓発キャ
ンペーン】
時11 月 1 日㈮、午後 5 時 45 分～ 6 時 45 分、所阪
急茨木市駅前、JR 茨木駅前

【③児童虐待防止啓発キャンペーン】
時・所11 月 8 日㈮＝茨木阪急本通商店街、12 日㈫
＝イオンモール茨木ジョイプラザ、午前 11 時～正午
【④「ウィズユー・クローバー」ピンバッジを販売】
市オリジナルの DV・児童虐待防止シンボルデザイ
ン「ウィズユー・クローバー」ピンバッジを１個
300 円で、同課とローズ WAM で販売しています。
ぜひ、啓発にご活用ください。収益金は、市の DV・
児童虐待防止のための取組みに活用されます。

Mr. オクチさん
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介
護
従
事
者
等
を
支
援
し
、
支
え
合
い
や
交

流
を
促
進
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
一
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
介
護
を
身
近

な
も
の
と
し
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。【
い
ば

ら
き
孫ま

ご

・
子こ

・
老ろ

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ
】
時
11

月
13
日
㈬
～
15
日
㈮
、
午
前
10
時
～
午
後

６
時
、
所 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
茨
木
ジ
ョ
イ
プ
ラ

ザ
、
内 

市
内
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
利
用

者
の
作
品
展
示
等
、
問 

長
寿
介
護
課
☎
620
・

１
６
３
９

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成

　
市
で
は
災
害
発
生
時
に
避
難
の
支
援
が
特

に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
人
に
つ
い
て
、
市
が

保
有
す
る
デ
ー
タ
か
ら
名
簿
を
作
成
し
、
消

防
機
関
、
警
察
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
自
主
防
災
組
織
に
提
供

し
ま
す
。
対
象
者
で
名
簿
へ
の
記
載
を
希
望

し
な
い
人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１・
２
級
で
単
身
世
帯
、

療
育
手
帳
Ａ
、
要
介
護
認
定
３
以
上
、
申
11

月
29
日
ま
で
に
、
申
請
書
（
地
域
福
祉
課
で

配
付
、
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
直

接
、
同
課
窓
口
☎
620
・
１
６
３
４

事
件
・
事
故
に
あ
っ
た
人
の
相
談
・

付
き
添
い
を
支
援

　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
被
害
者
支
援
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
件
・
事
故
の

被
害
に
あ
っ
た
人
へ
の
相
談
、
付
き
添
い
等

の
支
援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
問 

同
セ
ン
タ
ー
☎
06
・

市
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

利
用
者
の
家
賃
を
一
部
補
助

対
次
の
全
て
に
該
当
し
、市
が
認
定
し
た
人
、

①
市
内
在
住
で
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
利
用
し
て
い
る
、
②
市
民
税
非
課

税
世
帯
、
③
別
世
帯
の
配
偶
者
が
市
民
税
非

課
税
、
④
生
活
保
護
ま
た
は
中
国
残
留
邦
人

等
に
対
す
る
支
援
給
付
を
受
け
て
い
な
い
、

⑤
本
人
の
預
貯
金
等
が
1
千
万
円
ま
た
は
夫

婦
で
２
千
万
円
以
下
、
申
申
請
書
（
市
HP
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）、
事
業
者
と
の
利
用
契

約
書
・
重
要
事
項
説
明
書
（
写
）、
預
貯
金

の
通
帳
（
写
）
を
直
接
、
長
寿
介
護
課
窓
口

☎
620
・
１
６
３
９

要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
に
ご
注
意
を

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
人
は
、
有
効
期
間
内
に
更
新

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
保
険
給
付
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
更
新
手
続
き
は
有
効
期
間
満
了

60
日
前
か
ら
可
能
で
す
の
で
、
引
き
続
き

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず

有
効
期
間
内
（
で
き
れ
ば
有
効
期
間
満
了
１

か
月
前
ま
で
）
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
問 

長
寿
介
護
課
☎
620
・
１
６
３
７

介
護
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
介
護
相
談
員
を
市
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・
認
知
症

対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
介
護
付
き
有
料

老
人
ホ
ー
ム
に
派
遣
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

や
そ
の
家
族
の
日
常
的
な
不
満
や
疑
問
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。相
談
を
受
け
た
相
談
員
は
、

利
用
者
の
声
を
施
設
に
伝
え
、
よ
り
よ
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
施
設
と
協

議
し
な
が
ら
問
題
点
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

問 

長
寿
介
護
課
☎
620
・
１
６
３
９

介
護
保
険
利
用
に
よ
る
住
宅
改
修
と

福
祉
用
具
の
購
入
を
補
助

　
要
介
護
認
定
等
を
受
け
て
い
る
人
は
、
住

宅
改
修
や
福
祉
用
具
の
購
入
に
か
か
る
費
用

の
一
部
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
住
宅
改
修
は
事

前
に
必
ず
相
談・申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、

市
が
特
定
の
事
業
者
を
紹
介
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
不
審
な
こ
と
が
あ
れ
ば
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
市
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
住
宅
改
修
】
対
手
す
り
の
取
付
け
、
段
差

解
消
、滑
り
防
止
等
の
た
め
の
床
材
の
変
更
、

扉
の
取
替
え
、洋
式
便
器
等
へ
の
取
替
え
等
、

￥ 

上
限
20
万
円
、
備 

障
害
者
を
対
象
に
介
護

保
険
外
の
住
宅
改
造
等
助
成
も
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
障
害
福
祉
課
☎
620
・
１
６
３
６

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。【
福
祉
用
具

購
入
】
対
腰
掛
便
座
、
自
動
排
泄
処
理
装
置

の
交
換
可
能
部
品
、
入
浴
補
助
用
具
、
簡
易

浴
槽
、
移
動
用
リ
フ
ト
の
吊
り
具
の
部
分
、

￥ 

各
年
度
上
限
10
万
円
、
問 

長
寿
介
護
課
☎

620
・
１
６
３
９

11
月

い
い

11
日

い
い

は

ひ

「

ひ

介
護
の
日
」

　
介
護
の
日
は
、
介
護
の
理
解
と
認
識
を
深

め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
そ
の
家
族
、

６
７
７
４・
６
３
６
５

11
月
は
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」 

府
民
運
動
推
進
月
間

　
同
運
動
は
、
府
民
一
人
ひ
と
り
が
「
生
命

を
大
切
に
す
る
」「
思
い
や
る
」「
感
謝
す

る
」「
努
力
す
る
」「
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

る
」
等
、
時
代
や
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
も
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

「
５
つ
の
こ
こ
ろ
」
を
見
つ
め
直
し
、「
あ
い

福
祉
・
人
権

　介護保険法に基づく指定居宅サービス事業者等の指定・更新申請について、
来年４月１日から手数料を徴収します。
対居宅サービス、介護予防サービス、居宅介護支援、地域密着型サービス、地
域密着型介護予防サービス、介護予防支援、介護予防・日
常生活支援総合事業（訪問型サービス A 含む）、￥指定申
請＝ 1 件３万円（同時申請は３万５千円）、更新申請＝１
件1万円（同時申請も１万円）、備同時申請とは、複数のサー
ビスを同一の事業者において一体的に提供し、申請を同時
に行うこと、問福祉指導監査課☎ 620・1809

指定居宅サービス事業者等の指定・
更新申請の際は手数料が必要に



暮らしのガイド 生活に役立つ情報

11 2019.11 
広報いばらき

特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り

定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。
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健
康
保
険
・
年
金

年金
手帳

保険証

る
出
張
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

時
11
月
５
日
㈫
、
午
前
10
時
～
正
午
・
午
後

１
時
～
４
時
、
１
人
15
分
程
度
、
所 

保
険
年

金
課
、
定 

先
着
15
人
、
内 

国
民
年
金
、
厚
生

年
金
等
、
持 

年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
、厚
生
年
金
被
保
険
者
証
、年
金
証
書
、

職
歴
メ
モ
等
（
本
人
以
外
の
場
合
は
委
任

状
）、
申
11
月
1
日
、
午
前
９
時
か
ら
、
電

話
で
同
課
（
年
金
）
☎
620
・
１
６
３
２

障
害
年
金
相
談
の
ご
利
用
を

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金

専
門
の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
窓

口
で
の
待
ち
時
間
な
く
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
11
月
11
日
㈪
・
20
日
㈬
・
29
日
㈮
、
午
前

９
時
10
分
～
正
午・午
後
１
時
10
分
～
４
時
、

所 

保
険
年
金
課
、
定 
各
先
着
６
人
、
内 

障
害

基
礎
年
金
受
給
手
続
に
関
す
る
相
談
（
障
害

厚
生
年
金
除
く
）、
持 
年
金
手
帳
、
基
礎
年

金
番
号
通
知
書
、
厚
生
年
金
被
保
険
者
証
、

年
金
証
書
、
医
療
機
関
受
診
等
に
関
す
る
メ

モ
等
（
本
人
以
外
の
場
合
は
委
任
状
）、
申

同
課
（
年
金
）
☎
620
・
１
６
３
２

国
民
年
金
保
険
料
の 

控
除
証
明
書
を
送
付

　
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

所
得
税
等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

る
た
め
、社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
、
11
月
上
旬
～
中
旬
に
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
（
10
月

1
日
～
12
月
31
日
に
今
年
初
め
て
納
付
し

さ
つ
す
る
」
等
の
身
近
な
取
組
み
で
す
。
11

月
２
日
・
４
日
に
は
万
博
記
念
公
園
で
、
３

日
に
は
大
阪
ガ
ス
ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
を
開
催
し
ま

す
。
問 

府
教
育
庁
教
育
総
務
企
画
課
☎
06
・

６
９
４
４・
８
０
４
２

人
権
週
間
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

12
月
４
日
～
10
日
の
人
権
週
間
を
前
に
、

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

時
12
月
２
日
㈪
、
午
前
８
時
か
ら
、
所 
阪
急

茨
木
市
駅
前
・
JR
茨
木
駅
前
、
問 

人
権
・
男

女
共
生
課
☎
620
・
１
６
４
０

11
月
25
日
～
12
月
１
日
は 

犯
罪
被
害
者
週
間

　
同
週
間
は
、
犯
罪
被
害
者
等
に
関
す
る
問
題

を
社
会
全
体
で
考
え
、
と
も
に
支
え
合
い
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
警
察
で
は
、
各
種

相
談
窓
口
を
設
け
、
被
害
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
問 

茨
木
警
察
署
☎
622
・
１
２
３
４

税
　
　 

金

た
人
は
、
来
年
２
月
上
旬
）。
証
明
書
が
届

か
な
い
人
は
、
吹
田
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問 

同
事
務
所
☎
06
・

６
８
２
１・
２
４
０
１

　適正な受診をすることは医療費の適正化にもつながります。正
しくご理解いただき、ご協力をお願いします。問保険年金課（国
保）☎ 620･1631、同課（高齢）☎ 620･1630

次のような場合は健康保険が使えません
▶肩こり・筋肉疲労等に対する施術、▶疲労回復・慰安・疾
病予防のためのマッサージ、▶保険医療機関（病院、診療所等）
で治療中の負傷や疾患等に対する施術

柔道整復、はり・灸、あんま・マッサージを受ける人へ
健康保険の適用が受けられる施術は限られています

①柔道整復師の施術　骨折、脱臼、打撲、捻挫（肉ばなれ含む）。
※骨折・脱臼は、緊急の場合を除き、事前に医師の同意が必要です。
②医師が必要と認めた、はり・灸、あんま・マッサージ等　

【はり・灸】神経痛、リウマチ、頸
け い わ ん

腕症候群、五十肩、腰痛症、
頸
け い つ い

椎捻挫後遺症、その他慢性的な疼
と う つ う

痛を主症とする疾患
【あんま・マッサージ】筋麻痺、関節拘

こうしゅく

縮等で医療上マッサージ
を必要とする症例。
※はり・灸、あんま・マッサージは、事前
に医師の発行した同意書または診断書要

【注意】施術を受けたときは「療養費支
給申請書」の内容（日数、金額等）を確
認し、自筆で署名押印をしてください。

健康保険が使える場合

家
屋
の
年
内
新
築
は 

住
宅
用
地
適
用
申
告
を

　
土
地
所
有
者
が
、
今
年
中
に
居
住
用
の
家

屋
を
新
築
し
た
場
合
、
住
宅
用
地
適
用
申
告

書
を
提
出
す
れ
ば
、
来
年
度
以
降
、
そ
の
土

地
の
固
定
資
産
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
申
告
が
ま
だ
の
人
は
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
問 

資
産
税
課
☎
620･

１
６
１
５

家
屋
の
取
り
壊
し
・
新
築
・
増
築
・

用
途
変
更
を
し
た
際
は
ご
連
絡
を

　

市
で
は
、
固
定
資
産
税
等
の
算
出
の
た

め
、
家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
に

年
金
相
談
の
ご
利
用
を

　

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、
30
日
は
「
年

金
の
日
」
で
す
。
日
本
年
金
機
構
で
は
、
公
的

年
金
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
で
は
、
毎
月
吹
田
年
金
事
務
所
相
談
員
に
よ

個
人
事
業
税
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　
個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
期
限
は
12
月

２
日
で
す
。
８
月
に
送
付
し
た
納
付
書
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
破
損
・
紛
失
し

た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
問 

三
島
府
税

事
務
所
☎
627
・
１
１
２
１
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教
育
・
子
ど
も

夜間・休日窓口を開設 ～市税・清掃手数料、国民健康保険料～

　市税・清掃手数料、国民健康保険料を納めていない人は、至急、最寄り
の金融機関で納めてください。また、平日に銀行へ行くことができない人
や納税相談がある人のために、夜間・休日窓口を開設しますのでご利用く
ださい。
時【夜間】11 月 11 日㈪・25 日㈪、午後 8 時まで、【休日】24 日㈰、午
前 9 時～午後 5 時、所①市税・清掃手数料＝市役所本館 2 階 13 番窓口、
②国民健康保険料＝市役所本館１階 7 番窓口、備夜間・休日 ( 午前中除く )
は、本館東玄関横の地下通用口から入り、守衛室に声をかけてください。
問①収納課☎ 620・1616、②保険年金課（徴収）☎ 620・1631 本館東玄関横

623
・
３
９
９
９

教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴
を

時
11
月
18
日
㈪
、
午
後
2
時
か
ら
、
所 

市
役

所
南
館
６
階
会
議
室
、
備 

定
員
・
内
容
等
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
部
非

公
開
の
場
合
あ
り
、
問 

教
育
政
策
課
☎
620
・

１
６
８
０

11
月
は
子
ど
も
・ 

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
の
充
実
や
定
着

を
図
る
た
め
、
11
月
を
同
月
間
と
定
め
て
い

ま
す
。
悩
ん
だ
り
困
っ
て
い
る
子
ど
も
・
若

者
や
保
護
者
が
身
近
に
い
れ
ば
、
ユ
ー
ス
プ

ラ
ザ
等
の
居
場
所
や
相
談
先
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
相
談
先
は
相

談
機
関
へ
の
道
し
る
べ（
図
書
館
等
で
配
付
、

市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
問 

こ
ど
も
政
策
課
☎
620
・
１
６
２
５

児
童
扶
養
手
当
の
支
払
回
数
が
変
更

　
制
度
改
正
に
よ
り
、
新
年
度
の
開
始
が
８

月
か
ら
11
月
に
、
支
払
回
数
が
年
３
回
か
ら

年
６
回
に
変
わ
り
ま
す
。
11
月
に
８
月
～
10

月
分
の
３
か
月
分
が
支
払
わ
れ
、
こ
れ
以
降

は
、
奇
数
月
に
、
前
月
ま
で
の
２
か
月
分
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
問 

こ
ど
も
政
策
課
☎
620
・

１
６
２
５

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
・ 

重
度
障
害
者
医
療
証
は
届
き
ま
し
た
か

　
対
象
者
に
①
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
（
水

今
月
の
納
付（
12
月
2
日
㈪
ま
で
）

●
介
護
保
険
料
普
通
徴
収
第
８
期
分

●
国
民
健
康
保
険
料
普
通
徴
収
第
６
期
分

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
普
通
徴
収 

　
第
５
期
分

●
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金・分
担
金
、

　
公
設
浄
化
槽
分
担
金
第
３
期
分

忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

は
、
所
有
者
の
協
力
が
必
要
で
す
。
家
屋
を

取
り
壊
し
た
場
合
（
一
部
・
全
部
）
や
、
未

登
記
で
の
新
築
、
増
築
を
し
た
場
合
、
事
務

所
か
ら
居
宅
へ
用
途
変
更
し
た
場
合
等
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
問 

資
産
税
課
☎
620･

１
６
１
５

非
課
税
該
当
物
件
所
有
者
は 

非
課
税
適
用
申
告
を

　
非
課
税
に
該
当
す
る
物
件
（
公
共
の
用
に

供
す
る
道
路
等
）
所
有
者
が
、
固
定
資
産
税

等
の
非
課
税
適
用
を
受
け
る
に
は
申
告
が

必
要
で
す
（
要
件
あ
り
）。
問 

資
産
税
課
☎

620･

１
６
１
５

11
月
11
日
～
17
日
は
税
を
考
え
る
週
間

　
「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
に
、
国

税
庁
の
取
組
み
等
の
紹
介
や
、
税
務
署
の
仕

事
を
同
庁
の
HP
で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
展

示
コ
ー
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

時
①
11
月
12
日
㈫
～
14
日
㈭
、
②
11
月
12
日

㈫
、
正
午
～
午
後
３
時
、
所 

①
市
役
所
本
館

東
玄
関
ロ
ビ
ー
、
②
イ
オ
ン
モ
ー
ル
茨
木
1

階
、内 

①
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

市
内
受
賞
作
品
展
示
、
税
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
設
置
、
②
税

金
ク
イ
ズ
、
パ
ネ
ル
展
示
等
、
問 

①
茨
木
税

務
署
☎
623
・
１
１
３
１
、
②
三
島
府
税
事
務

所
☎
627
・
１
１
２
１

税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
に

ご
注
意
を

　
国
税
局
や
税
務
職
員
を
名
乗
り
、
電
話
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金
受

給
調
査
と
称
し
て
、
年
齢
や
家
族
構
成
、
年

金
の
受
給
状
況
、
預
金
残
高
や
口
座
情
報
等

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
税
務
職
員
が
ア
ン
ケ
ー
ト
等
と
称
し

て
電
話
を
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不

審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
即
答
を
避
け
、
相

手
の
所
属
部
署
、
氏
名
、
電
話
番
号
等
を
確

認
し
た
上
で
い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、
税
務

署
ま
た
は
警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問 

茨
木
税
務
署
☎
623
・
１
１
３
１

中
学
校
給
食
審
議
会
の
傍
聴
を　
保 

時
11
月
29
日
㈮
、
午
後
２
時
か
ら
、
所 

市
役

所
南
館
10
階
大
会
議
室
、
定 

先
着
20
人
（
当

日
空
き
が
あ
れ
ば
傍
聴
可
）、
備 

一
時
保
育

は
11
月
15
日
ま
で
に
要
申
込
、
申
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
）
で
、
学
務
課
☎
620
・
１
６
８
１
、
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特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り

定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。
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色
）、②
重
度
障
害
者
医
療
証（
う
ぐ
い
す
色
）

を
送
付
し
ま
し
た
。
11
月
１
日
以
降
は
、
新

し
い
医
療
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
問 

①

こ
ど
も
政
策
課
☎
620
・
１
６
２
５
、
②
障
害

福
祉
課
☎
620
・
１
６
３
６　

11
月
は
市
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
心
豊
か
で
健
や
か

に
成
長
で
き
る
よ
う
、
市
青
少
年
問
題
協
議

会
で
は
重
点
目
標
を
「
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ほ
っ
と
く
ん
？
～
大
人
が
気
づ
い
て
声
を
か

け
あ
う
関
係
づ
く
り
～
」
と
し
、
各
中
学
校

区
で
の
青
少
年
健
全
育
成
大
会
や
教
育
問
題

懇
談
会
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
青
少
年

健
全
育
成
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問 

社
会
教
育
振
興

課
☎
622
・
５
１
８
０

来
年
度
市
立
認
定
こ
ど
も
園
・ 

幼
稚
園
園
児
随
時
入
園
等
の
受
付

時
11
月
24
日
㈰
、
午
前
10
時
～
正
午
（
午

前
９
時
30
分
か
ら
整
理
券
配
布
）、
内 

定
員

に
空
き
の
あ
る
園
の
入
園
申
込
、
持 

印
鑑
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
、
備 

定
員
に
達
し
て
い
る
園
は
入
園
の
順
番
待

ち
の
受
付
、
25
日
以
降
は
保
育
幼
稚
園
事

業
課
の
窓
口
で
受
付
、
各
市
立
幼
稚
園
等

の
空
き
状
況
は
市
HP
参
照
、
ま
た
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
入
園
願
書
、
順

番
待
ち
の
申
込
は
入
園
申
込
書
（
い
ず
れ

も
同
課
、
ま
た
は
当
日
会
場
で
配
付
）
を

直
接
、
市
役
所
南
館
10
階
大
会
議
室
、
問 

同
課
☎
620
・
１
６
３
８

来
年
度
保
育
所
等
入
所
児
童
受
付

内 

来
年
度
中
の
保
育
所・認
定
こ
ど
も
園（
保

育
所
部
分
）・
小
規
模
保
育
事
業
所
・
事
業

所
内
保
育
事
業
所
（
以
下
、
保
育
所
等
）
の

入
所
申
込
、
備 

申
込
書
は
各
保
育
所
等
、
保

育
幼
稚
園
事
業
課
で
配
付
（
市
HP
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）、
必
ず
保
護
者
が
児
童
と
同

伴
し
、
直
接
、
第
１
希
望
の
保
育
所
等
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
期
間
中
に
申
込
が
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
保
護
者
が
保
育
で
き

な
い
状
況
を
考
慮
し
て
順
次
選
考
し
ま
す
。

入
所
中
の
児
童
が
転
所
を
希
望
す
る
場
合

は
、
継
続
申
請
と
は
別
に
、
転
所
（
園
）
希

望
申
請
書
と
問
診
票
の
提
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
保
育
所
等
の
申
込
を
し
た

入
所
・
転
所
待
ち
の
人
も
、
来
年
４
月
か
ら

の
入
所
・
転
所
を
希
望
す
る
場
合
は
改
め
て

申
込
が
必
要
で
す
。
受
付
の
日
程
は
広
報
い

ば
ら
き
10
月
号
ま
た
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
問 

同
課
☎
620
・
１
６
３
８

来
年
度
学
童
保
育
室
の 

入
室
申
請
書
類
を
配
付

【
申
請
書
類
配
付
】
時
11
月
8
日
㈮
か
ら
、

所 

各
小
学
校
の
学
童
保
育
室
（
日
曜
日
・
祝

日
除
く
午
後
１
時
～
6
時
、
土
曜
日
は
午
前

８
時
15
分
か
ら
）、
市
内
の
市
立
・
私
立
保

育
所
（
園
）、認
定
こ
ど
も
園
、学
童
保
育
課
、

市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
、【
一
斉
受
付
】

時
12
月
6
日
㈮
～
12
日
㈭
（
日
曜
日
除
く
）、

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時
（
12
日
は
午
後

５
時
15
分
ま
で
）、
所 

市
役
所
南
館
８
階
中

会
議
室
、
問 

同
課
☎
620
・
１
８
０
１

環
課
で
配
付
、
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
〒
567
―

0838 

東
野
々
宮
町
14
―
1
、
環
境
事
業
課
☎
634
・

０
３
５
１（
資
源
循
環
課
で
は
持
参
の
み
可
）

粗
大
ご
み
は
、
小
型
・
大
型
に
分
別
を

　
ご
み
の
一
番
長
い
と
こ
ろ
を
測
っ
て
、
30

㎝
以
上
１
ｍ
未
満
の
も
の
は
粗
大
ご
み
（
小

型
）、
１
ｍ
以
上
の
も
の
は
粗
大
ご
み
（
大

型
）
で
す
。
大
掃
除
・
家
の
整
理
等
、
一
度

に
多
量
の
ご
み
が
出
る
場
合
は
、
臨
時
ご
み

収
集
（
有
料
）
の
申
込
が
必
要
で
す
。
問 

分

別
＝
資
源
循
環
課
☎
620
・
１
８
１
４
、
収
集

＝
環
境
事
業
課
☎
634
・
０
３
５
１

対次の両方を満たす人、①来年２月１日時点で、小学校就学
予定者（以下新小１）、または市立小学校６年生（以下新中
１）の保護者、②昨年中の世帯あたりの所得が基準額（右下
表）以下の人（生活保護世帯除く）、または家計の急変等特別
な事情があり、市教育委員会が認めた人、￥新小１＝１人につ
き 50,600 円、新中 1 ＝ 1 人につき 57,400 円、備来年３月
下旬頃支給、現在就学援助支給決定者（新中１）は再申請不要、
市外からの転入等で所得が不明な人は所得証明等、借家世帯の
所得基準額の適用を希望する人は賃貸契
約書（写）または借家に居住しているこ
とが証明できる書類（家賃支払証明書等）
が必要、申11 月１日～来年 2 月 29 日

（必着）、申込が 2 月中の場合、支給は
４月以降、新小１＝申請書（就学時健康
診断の案内に同封、市 HP
からダウンロード可）を、
郵送または直接、〒 567-
8505 学務課窓口または
兄姉が通学中の市立小学
校、新中１＝申請書（通
学中の市立小学校で配付）
を、通学中の市立小学校、
問同課☎ 620・1684

世帯の人数 借家世帯（円）持家世帯（円）
2 人 2,130,400 1,951,000
3 人 2,597,200 2,417,800
4 人 3,227,500 3,048,100
5 人 3,549,700 3,370,300

6 人以上 1 人増すごとに5 人世帯の
金額に455,400 円を加算

就学援助費の所得基準額

小・中学校入学準備金を支給

環
　
　
境

ス
マ
イ
ル
収
集
の
ご
利
用
を

　
ご
み
集
積
場
所
ま
で
排
出
困
難
な
高
齢
者

や
障
害
者
の
世
帯
に
ご
み
の
戸
別
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
全
て
の
世
帯
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯
、
①
65
歳
以
上
で
要
介
護
３
以

上
、
②
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
、
③
療

育
手
帳
Ａ
、
④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
、
申
申
込
書
（
環
境
事
業
課
・
資
源
循
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え
え
こ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施

　
市
で
は
、
地
球
に
と
っ
て
温
暖
化
の
防
止

に
、
家
計
に
と
っ
て
節
約
に
な
る
、
え
え
こ

と
カ
レ
ン
ダ
ー
「
い
ば
ら
き
環
境
家
計
簿
」

の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

内 

①
１
か
月
分
の
環
境
家
計
簿
、
②
暮
ら
し

の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
③
え
え
こ
と
川
柳
、

備 

５
い
ば
ら
き
環エ

コ境
ポ
イ
ン
ト
付
与
、
③
選

考
し
、
入
賞
作
品
に
え
え
こ
と
賞
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
申
12
月
16
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
申

込
用
紙
（
環
境
政
策
課
で
配
付
、
市
HP
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
郵
送
ま
た
は
直
接
、

〒
567
―

8505　

同
課
、
問 

環
境
を
考
え
る
市

ま 

ち 

づ 
く 
り

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
い
ば
ら
き
佐
名
川
☎
624
・

５
２
７
４

11
月
は
府
産
業
廃
棄
物
不
適
正
処
理

防
止
推
進
強
化
月
間

　
廃
棄
物
の
野
積
み
、
野
焼
き
、
不
法
投
棄

は
犯
罪
で
す
。
土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
が

管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
安

易
に
賃
貸
し
た
結
果
、
廃
棄
物
が
不
法
投
棄

さ
れ
た
り
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
し
て
、
周

り
の
生
活
環
境
に
も
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
土
地
所
有
者
等
が
多
額
の
費
用

を
負
担
し
て
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
土
地
の
状
況
を

定
期
的
に
監
視
す
る
な
ど
、
管
理
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
土
地
を
賃
貸
す
る
と
き

は
使
途
を
十
分
確
認
し
、
書
面
で
契
約
を
結

び
ま
し
ょ
う
。
問 
府
産
業
廃
棄
物
指
導
課
☎

06
・
６
２
１
０・
９
５
７
２

ibaraki.lg.jp

総
合
計
画
審
議
会
の
傍
聴
を　
保 

時
①
11
月
15
日
㈮
・
②
22
日
㈮
、
午
後
６
時

30
分
か
ら
、
所 

市
役
所
南
館
10
階
大
会
議

室
、
定 

先
着
10
人
（
当
日
空
き
が
あ
れ
ば
傍

聴
可
）、
内 

後
期
基
本
計
画
の
審
議
等
、
備 

一
時
保
育
は
①
11
月
８
日
・
②
15
日
ま
で
に

要
申
込
、
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
）
で
、
政
策
企
画
課

☎
620
・
１
６
０
５
、

623
・
３
０
２
５

建
築
物
の
耐
震
診
断
・
改
修
補
助
・

除
却
補
助
制
度

対
平
成
12
年（
非
木
造
と
除
却
は
昭
和
56
年
）

５
月
31
日
以
前
に
建
築
確
認
を
受
け
て
建
築

し
た
市
内
の
建
築
物
、
内 

下
表
の
と
お
り
、

備 

今
年
度
か
ら
耐
震
改
修
設
計
が
追
加
、
10

月
か
ら
補
助
金
の
代
理
受
領
制
度
を
実
施
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問 

居
住

政
策
課
☎
655
・
２
７
５
５

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
の
緊
急
地
震
速
報
訓
練
の
実
施

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
等
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
瞬
時
に
伝

え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
今
回
、
同
シ
ス
テ
ム

を
用
い
た
緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。

時
11
月
５
日
㈫
、
午
前
10
時
頃
、
内 

市
内
80

か
所
に
設
置
し
て
い
る
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

に
よ
る
試
験
放
送
、
問 
危
機
管
理
課
☎
620
・

１
６
１
７

11
月
９
日
～
15
日
は 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
同
運
動
を
全
国
一
斉
に
行
い
ま
す
。わ
が
家
、

わ
が
町
か
ら
火
災
を
な
く
す
た
め
に
、
次
の
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
▼
寝
た
ば
こ
は
し
な

い
、
▼
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を

消
す
、
▼
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
、
▼
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
、
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
い

維
持
管
理
す
る
、
▼
消
火
器
を
設
置
す
る
、
▼

高
齢
者
等
支
援
を
必
要
と
す
る
人
を
守
る
た
め ※ 1 耐震改修工事を行う場合に限る、※ 2 府の間接補助含む、※ 3 国の直接補助含む

建物用途 補助割合 限度額
耐
震
診
断

補
助

木造住宅 耐震診断費用の 90％ 45,000 円 / 戸
共同住宅・長屋等
（木造住宅除く）

定額（戸数分） 25,000 円 / 戸
耐震診断費用の 50％ 1,250,000 円 / 棟※ 2特定建築物（一定規模以上）

耐
震
改
修

設
計
※
１

木造住宅 耐震設計費用の 70％ 100,000 円 / 棟

耐
震
改
修

除
去
補
助

木造住宅 400,000 円 / 棟（定額）
（一定所得以下の世帯は 600,000 円 / 棟）

賃貸共同住宅 ①②のいずれか少額な方
① 49,300 円 /㎡
②工事費用の 23％

10,000,000 円 / 棟
分譲共同住宅 25,000,000 円 / 棟※ 2

市指定緊急交通路沿道建築物 50,000,000 円 / 棟※ 3

市
防
災
会
議
の
傍
聴
を　
保 

時
11
月
25
日
㈪
、 

午
後
２
時
～
４
時
、
所 
市

役
所
南
館
８
階
中
会
議
室
、
定 

先
着
10
人

(

当
日
空
き
が
あ
れ
ば
傍
聴
可)

、
内 

地
域

防
災
計
画
の
修
正
、
備 

一
時
保
育
・
手
話
通

訳
は
11
月
11
日
ま
で
に
要
申
込
、
申
11
月
１

日
、
午
前
９
時
か
ら
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
メ
ー
ル(

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記

入)

で
危
機
管
理
課
、
☎
620･

１
６
１
７
、

 

624･

９
２
４
９
、
kikikanri@

city.

これらの廃棄物は、市で収集できません
～ごみの分け方のご確認を～

　下図の廃棄物は、一般のごみ集積場所に出すことはで
きません。問資源循環課☎ 620・1814

危険なもの 処理困難物

専門の処理業者に依頼

汚物

トイレ等で処理
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特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り

定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。
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に
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
、
問 

予
防
課

☎
622
・
６
９
５
０

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
設
置
に
補
助

対
新
た
に
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
購
入
す
る
次

の
全
て
に
該
当
す
る
人
、
①
現
在
、
下
水
道
が

使
用
で
き
る
区
域
内
に
設
置
す
る
、
②
過
去
に

同
制
度
に
よ
る
助
成
を
受
け
て
い
な
い
、
③
貯

留
容
量
が
80
ℓ
以
上
あ
る
市
販
の
雨
水
貯
留
タ

ン
ク
を
設
置
、
￥ 

購
入
費
の
３
分
の
２
（
上
限

３
万
円
、
本
体
と
雨
と
い
か
ら
の
分
水
器
具
・

雨
と
い
と
本
体
の
接
続
部
品
・
本
体
の
架
台
等

の
専
用
製
品
・
消
費
税
含
む
、
設
置
工
事
費
除

く
）、
備 

戸
建
て
＝
1
建
築
物
に
つ
き
１
基
、

集
合
住
宅
＝
屋
根
面
積
100
㎡
に
つ
き
１
基
、
申

請
前
の
購
入
は
補
助
対
象
外
、
予
算
の
範
囲
以

内
で
先
着
順
、
申
申
請
書
（
下
水
道
施
設
課

で
配
付
、ま
た
は
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

を
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
〒
567
ー

8505　
同
課
☎

620
・
１
６
６
７

き
れ
い
な
ま
ち
で
新
年
を 

市
内
一
斉
清
掃

時
12
月
１
日
㈰
、
午
前
９
時
～
正
午
、
所 

市

内
全
域
、
備 

実
施
要
領
は
自
治
会
長
ほ
か
各

関
係
団
体
に
送
付
、
問 

市
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
事
務
局（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

☎
620
・
１
６
０
４

高
機
能
消
防
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
を

更
新
整
備

　
同
シ
ス
テ
ム
は
緊
急
通
報
の
受
信
や
緊
急

車
両
の
出
動
指
令
等
の
消
防
活
動
の
中
枢
を

担
う
も
の
で
す
。
今
回
の
更
新
整
備
で
、
聴

覚
や
発
語
に
障
害
の
あ
る
人
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
簡
単
な
操
作
で
素
早
く
通
報
が

で
き
る
Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
通
報
シ
ス
テ
ム
、
日
本
語

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
人
か
ら

の
通
報
に
対
し
て
、
通
訳
を
行
う
多
言
語
通

訳
シ
ス
テ
ム
等
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
問 

警
備
課
☎
622
・
６
９
５
７

地
図
作
成
の
お
知
ら
せ
を 

受
け
取
っ
て
な
い
人
は
ご
連
絡
を

　

大
阪
法
務
局
で
は
、
大
住
町
、
上
泉
町
、

上
中
条
一・
二
丁
目
、
末
広
町
、
東
宮
町
、

戸
伏
町
で
新
た
に
地
図
を
作
成
し
ま
す
。
こ

の
地
域
の
土
地
所
有
者
（
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

区
分
所
有
者
除
く
）
で
、「
地
図
作
成
に
関

商
工
・
消
費
生
活

市民会館跡地エリア整備事業設計・
施工業務プロポーザル公開プレゼンの傍聴を 保
時来年１月 18 日㈯、午前 10 時から、所ローズＷＡＭワ
ムホール、定先着 120 人（当日空きがあれば傍聴可）、内
市民会館跡地エリア整備に関する事業者提案、備質疑不
可、申11 月 5 日～ 12 月 28 日、午前９時～午後５時に、
メール（住所、氏名、電話番号、人数、
一時保育の有無・希望者は子どもの氏
名・年齢を記入）または電話で、市民
会館跡地活用推進課☎ 655・2757、
atochi@city.ibaraki.lg.jp

す
る
お
知
ら
せ
」
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
問 

同
局
地
図
作
成
現
地

事
務
所
☎
622
・
８
８
７
８

入
は
不
可
）、
②
市
外
の
事
業
所
・
商
店
に
従

業
員
と
し
て
勤
務
す
る
市
民
、
内 

各
種
共
済

給
付
金
（
右
表
）、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
補

助
、
宿
泊
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
優
待
等
、
￥ 

加
入
時
1
人
100
円
（
脱
会
時
返
金
）、
１
人
月

500
円
（
①
会
費
の
２
分
の
１
以
上
は
事
業
主
負

担
、
事
業
主
が
負
担
し
た
会
費
は
損
金
ま
た
は

必
要
経
費
と
し
て
処
理
可
）、
備 

パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
も
加
入
可
（
①
原
則
、
事
業
所
・
商
店
単

位
で
加
入
）、
問 

同
会
（
茨
木
商
工
会
議
所
内
）

☎
622
・
６
６
３
１

府
最
低
賃
金
が
964
円
に

　

府
最
低
賃
金
の
金
額
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
て
、
時
間
額

964
円
以
上
の
賃
金
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
府
最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

共済事由 共済金給付額 ( 円 )
　結婚祝金　 40,000

　　子の出生祝金　　 16,000
　       子の小・中学校入学祝金      　                   各 12,000

死
亡
弔
慰
金

会
員

交通事故死亡 560,000 
交通事故死亡以外の

不慮の事故死亡 160,000 
その他の死亡 120,000 

配偶者 200,000 
子 40,000
親 12,000

障害
見舞金

交通事故 16,000 ～ 520,000
その他 120,000 

傷
病
見
舞
金

休業 14 日以上 12,000
休業 30 日以上 28,000
休業 90 日以上 48,000
休業 120 日以上 68,000

住
宅
災
害
見
舞
金

火災、航空機の
墜落等

全焼・全壊 400,000 
半焼・半壊 360,000 以内
一部焼・
一部損壊 120,000 以内

自
然
災
害

風水害

全壊・流失 120,000 
半壊 60,000

床上浸水 4,000 ～ 60,000
一部壊 4,000 または 12,000

地震
全壊 40,000
半壊 20,000

一部壊 4,000
同居親族の死亡 ( 一人当たり） 40,000

勤労者互助会給付金一覧表

市
勤
労
者
互
助
会
へ
ご
加
入
を

　
個
々
の
事
業
所
で
は
充
分
な
福
利
厚
生
が

困
難
で
も
、
互
助
会
に
加
入
す
れ
ば
、
事
業

所
の
事
務
負
担
を
増
や
さ
ず
低
コ
ス
ト
で
従

業
員
の
福
利
厚
生
の
充
実
が
図
れ
ま
す
。
ま

た
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
や
定
着
も
期
待
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
15
歳
以
上
71
歳
未
満
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
、
①
市
内
の
事
業
所
・
商
店
に
勤

務
す
る
従
業
員
や
事
業
主
（
事
業
主
の
み
の
加
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ト
等
を
含
む
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
特
定
の
産
業
の
労
働
者
は
、
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問 

労
働
基
準
監
督
署
☎
604
・
５
３
０
８

特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
利
用
を

　
退
職
金
制
度
の
な
い
、
ま
た
は
単
独
で
実

施
で
き
な
い
事
業
所
の
た
め
の
制
度
で
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含
め
た
従
業
員
の

労
働
条
件
の
向
上
の
た
め
に
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

￥ 

１
人
月
額
千
円
（
１
口
）
か
ら
３
万
円
（
30

口
）
の
範
囲
で
選
択
加
入
、全
額
事
業
主
負
担
、

給
付
金
＝
①
退
職
一
時
金
、
②
加
入
期
間
10
年

以
上
で
退
職
時
に
、
希
望
に
よ
り
加
入
期
間
に

応
じ
て
の
退
職
年
金
、
③
死
亡
時
の
遺
族
一
時

金
、
問 

茨
木
商
工
会
議
所
☎
622
・
６
６
３
１

11
月
は
計
量
強
調
月
間

　
計
量
器
は
、
電
気
・
水
道
の
使
用
や
食
料

品
の
売
買
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
法
律
で
精
米
や
食
肉
等
29
種
類

の
商
品
が
「
特
定
商
品
」
と
さ
れ
て
お
り
、

量
目
公
差
（
許
容
誤
差
）
を
超
え
て
不
足
し

て
は
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
暮

ら
し
を
安
全
・
快
適
に
保
つ
た
め
、
取
引
・

証
明
を
す
る
事
業
者
は
、必
ず
「
検
定
証
印
」

ま
た
は
「
基
準
適
合
証
印
」
の
あ
る
計
量
器

を
使
用
し
、
正
し
く
計
量
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
計
量
器
を
引
き
続
き
使
用
す
る
場
合

は
市
が
実
施
す
る
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査

を
忘
れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。
問 

消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
☎
624
・
０
７
９
９

保
育
所
・
幼
稚
園
の
臨
時
職
員

所 

①
保
育
所
、
②
幼
稚
園
、
対
①
保
育
士
（
資

格
要
）、
保
育
補
助
（
保
育
士
優
先
）、
②
担

任
・
担
任
外
・
介
助
員
（
幼
稚
園
教
諭
資
格

要
）、
預
か
り
保
育
（
介
助
員
の
一
部
と
預
か

り
保
育
は
保
育
士
資
格
の
み
で
も
可
）、
￥ 

時

給
１
０
１
０
～
１
４
９
０
円
（
職
種
・
時
間

帯
に
よ
り
異
な
る
）、
備 

詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
市
HP
か
ら

電
子
申
込
（
下
図
読
み
取
り
）

ま
た
は
電
話
で
、
人
事
課
☎

620
・
１
６
０
１

主
任
介
護
支
援
専
門
員 

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

時
来
年
１
月
１
日
㈷
～
３
月
31
日
㈫
（
更
新

の
可
能
性
あ
り
）、
勤
務
は
１
月
６
日
か
ら
、

午
前
９
時
15
分
～
午
後
５
時
15
分
、
所 

長
寿

介
護
課
、
対
介
護
予
防
支
援
業
務
の
従
事
経

験
が
あ
り
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
規
定

に
該
当
し
な
い
主
任
介
護
支
援
専
門
員
有
資

格
者
、
内 

高
齢
者
の
生
活
支
援
や
医
療
連
携

に
関
す
る
業
務
、
￥ 

26
万
３
２
０
０
円
（
賞

与
な
し
、
残
業
・
通
勤
手
当
・
各
種
保
険
制

度
あ
り
）、
備 

書
類
選
考
、
面
接
、
論
文
審

査
あ
り
、
申
11
月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

申
込
書
（
長
寿
介
護
課
で
配
付
、
市
HP
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）・
履
歴
書
（
Ａ
４
）・
介

護
支
援
専
門
員
証
（
写
）・
主
任
介
護
支
援

専
門
員
（
更
新
）
研
修
修
了
証
明
書
（
写
）、

求
　
　
人

Vol.15

問商工労政課☎ 620・1620

いろどり中華たけ
　平成 29 年（2017 年）に、JR 茨木駅西口前から徒歩 1 分のところ
にオープンした中華料理店です。店名の「たけ（竹）」にちなんで、
店内の壁紙やインテリアは緑で統一し、自然でリラックスできる空間
を演出しています。女性が気軽に入れるさわやかな雰囲気で、女子会
にもぴったりです。
　店の自慢は、豆乳ときのこで作った「白麻婆豆腐」や 3 種類の醤

ジャン

や
油を使った「黒麻婆豆腐」（右写真）など、白・黒・赤・黄の 4 種類
の麻婆豆腐。「市内にある伏見屋の豆腐を使ったこだわりの一品です。
赤や黄など、どの種類の麻婆豆腐もそれぞれ違った魅力があります」
と店長の竹内さんが話すとおり、趣向を凝らしたものから定番の味ま
で、自分の好みに合わせて選ぶことができます。
　ほかにも、「真っ赤な汁なし担々麺」など、中華料理店ならではの
辛い料理も楽しめます。自慢の麻婆豆腐を楽しみながら、我こそ辛党
という人はぜひ一度、チャレンジしてみてはいかがでしょうか。

電　　話　665・9979
と こ ろ　西駅前町 4-35 三和土地ビル 2 階
営業時間　11:00 ～ 14:00、18:00 ～ 23:00、
　　　　　日曜日 11:30 ～ 14:00、17:00 ～ 21:30、水曜日休み

市の補助制度利用店を紹介します

茨 木 店 こお 行に ♪うの

店主 竹内秀夫さん
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特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り

定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。
記号の見方：時とき、所ところ、対対象、定定員、内内容、￥費用・報酬など、持持ち物、備備考、申申込、　　　　　　　　　　　　　問問合先、 メールアドレス、HP ホームページ、保一時保育あり（原則有料、詳細は事前にお問い合わせを）

項目 金額（円） 内容
①市営葬儀

使用料 81,880 納棺、葬祭用品等の供与、祭壇飾り、
葬儀進行、霊柩車（洋型）、火葬執行

②仏式斎場
　専用祭壇 16,000 第 2 告別式場の場合のみ加算

③斎場
　使用料

38,000 第 1 告別式場（席数 45）
控室 1 室（30 人程度）

102,400 第 2 告別式場（席数 120）
控室 4 室（60 人程度）

52,800 第 3 告別式場（席数 50）
控室 3 室（50 人程度）

68,600 第 3 告別式場（席数 80）
控室 3 室（50 人程度）

22,500 第 5 告別式場（席数 18）
控室 1 室（14 人程度）

総額

81,880 自宅・集会所等、斎場以外での
葬儀の場合①

119,880 第 1 告別式場での葬儀の場合
①＋③

200,280 第 2 告別式場での葬儀の場合
①＋②＋③

134,680 第 3 告別式場（50 席）での葬儀の場合
①＋③

150,480 第 3 告別式場（80 席）での葬儀の場合
①＋③

104,380 第 5 告別式場での葬儀の場合
①＋③

市営葬儀等使用料

希望者には、霊安室 1 室あり（1 日当たり 3,000 円）。

令和 2・3年度市・市水道部
への入札参加資格手続を

　市と市水道部が発注する建設工事関係（測
量・建設コンサルタント等含む）、物品関係（建
設工事を除く委託業務含む）の取引きを希望
する人は、電子申請後、入札参加資格申請書
を提出してください。また、すでに登録して
いる市内業者についても、更新手続が必要で
す。問契約検査課☎ 620・1613、水道部総
務課☎ 620･1690
▌入札参加資格申請手続　申請書配付　11/1
～ 12/16 に、市 HP からダウンロード、受付
期間　12/2 ～ 16（消印有効）、登録有効期間 
来年 4/1 ～令和 4 年 3/31、提出方法　電子
申請後、「一般書留」「簡易書留」のいずれかで、
〒 567-8505 契約検査課（持参による受付不
可）
▌更新手続　対すでに登録している市内に本
店を有する建設工事登録業
者、測量・建設コンサルタ
ント等登録業者と物品等登
録業者、備申請書配付、受
付期間と提出方法は入札参
加資格申請手続と同様

そ
　
の
　
他

カ
ー
ド
に
も
旧
姓
が
併
記
さ
れ
、
旧
姓
の
印

鑑
で
も
印
鑑
登
録
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
本
市
で
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
へ
の
配
慮
の
観
点
か
ら
、
印
鑑
登
録
証

明
書
か
ら
性
別
の
記
載
欄
を
な
く
し
ま
す
。

問 

市
民
課
☎
620
・
１
６
２
１

斎
場
「
見
学
会
」
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　
市
営
葬
儀
・
斎
場
（
告
別
式
場
）
の
利
用

に
つ
い
て
、
実
際
に
式
場
を
見
な
が
ら
、
内

容
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時
11
月
25
日
㈪
、
午
前
10
時
～
11
時
、
内 

第

５
告
別
式
場
（
18
席
）
等
各
式
場
・
控
室
の

案
内
、
申
当
日
直
接
、斎
場
第
２
告
別
式
場
、

問 
市
民
課
☎
620
・
１
６
４
５

安
心
で
低
価
格
な
市
営
葬
儀
の 

ご
利
用
を

対
死
亡
者
あ
る
い
は
喪
主
が
本
市
に
住
民
登

小
論
文
を
、
簡
易
書
留
ま
た
は
直
接
、
〒
567

―
8505　
同
課
☎
620
・
１
６
３
７

録
を
し
て
い
る
人
、
￥ 

右
表
の
と
お
り
（
死

亡
者
が
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
か
っ

た
場
合
、
使
用
料
は
２
倍
）、
備 

別
途
宗
教

者
へ
の
お
礼
、
供
花
、
会
葬
者
へ
の
お
礼
の

品
、
食
事
等
の
料
金
が
必
要
、
問 

市
民
課
☎

620
・
１
６
４
５

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
・ 

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
の
市
民
先
行
予
約

　

立
命
館
い
ば
ら
き
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
・
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
の
、
来
年
12
月
４
日

～
６
日
の
先
行
予
約
を
行
い
ま
す
。
利
用
予

定
者
は
必
ず
抽
選
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
抽
選
会
】
時
11
月
18
日
㈪
、
午
前
11
時
か

ら
、
所 

同
プ
ラ
ザ
、
定 
各
団
体
３
人
ま
で
、

備 

利
用
予
定
者
の
う
ち
希
望
者
に
は
グ
ラ
ン

ド
ホ
ー
ル
の
見
学
会
（
11
月
18
日
、
午
前
10

時
、
同
プ
ラ
ザ
１
階
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

前
集
合
）
も
実
施
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
予

約
も
可
（
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
の
予
約
日
と
同

日
の
み
）、
申
11
月
１
日
～
12
日
に
、
メ
ー

ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
住
所
・
団
体
名
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
見
学
会
参
加
希
望
の
有

無
・
参
加
人
数
を
記
入
）
で
、
文
化
振
興

課
☎
620
・
１
８
１
０
、

622
・
７
２
０
２
、

bunkashinkou@
city.ibaraki.lg.jp

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
無
料
相
談
会　

時
原
則
毎
月
第
４
土
曜
日
、
午
後
６
時
30
分

～
８
時
20
分
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
、
定 

先
着

２
組
、
内 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
管
理

運
営
等
に
関
す
る
相
談
、
申
HP
（http://

w
w

w
016.upp.so-net.ne.jp/ibaraki 

玉
櫛
公
民
館
の
休
館

時
11
月
４
日
㉁
～
19
日
㈫
（
予
定
）、
問 

中

央
公
民
館
☎
622
・
１
２
５
６                  

事
前
登
録
に
よ
り
住
民
票
等
に
旧
姓

（
旧
氏
）
を
併
記
す
る
こ
と
が
可
能
に

　
11
月
５
日
か
ら
住
民
票
等
へ
旧
姓
（
過
去

の
戸
籍
上
の
苗
字
）の
記
載
が
可
能
と
な
り
、

住
民
票
等
に
一
人
ひ
と
つ
だ
け
併
記
で
き
ま

す
。
旧
姓
の
併
記
を
希
望
す
る
人
は
、
当
該

旧
姓
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
等
を
持
参

し
、
市
民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

者
は
、
印
鑑
登
録
証
明
書
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
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-m
ankan/

）か
ら
電
子
申
込
ま
た
は
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
府
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

茨
木
・
摂
津
支
部
☎
・

633
・
８
０
９
３

施
設
利
用
で
き
ま
せ
ん

　
市
の
行
事
等
に
利
用
す
る
た
め
、
次
の
日

時
の
施
設
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。な
お
、

福
祉
文
化
会
館
・
ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の

12
月
抽
選
分
の
申
込
受
付
は
11
月
20
日
～
30

日
に
行
い
ま
す
。【
福
祉
文
化
会
館
】
文
化

ホ
ー
ル　
来
年
12
月
12
日
・
13
日
・
28
日
～

31
日
＝
終
日
、【
ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
】

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

来
年
12
月
４
日
～
６

日
・
12
日
・
13
日
・
28
日
～
31
日
＝
終
日
、

多
目
的
ホ
ー
ル　
来
年
６
月
10
日
・
24
日
・

28
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、【
生
涯
学

転入・転出等の際には届出を
適切な市民サービスを受けるため、必ず届出をしましょう。
所・問市民課☎ 620・1621

※外国人住民も届出が必要です。
※届出時に虚偽の届出を防ぐため、届出人の本人確認を行います。代理人が届出をする場合は委任状が必要です。
※持ち物は転入・転居・転出・世帯変更者全員分が必要です。
※国外からの転入にはパスポートに入国スタンプが必要です。
　ない場合は、航空チケット等入国日の分かるものが必要です。

届出種類 届出期間 持ち物 届出人

転入届
（本市に引っ越して

きたとき）
引っ越した日

から
14 日以内

○転出証明書（転入届の特例を受ける場合は、マイ
ナンバーカードまたは住民基本台帳カード）、○住民
基本台帳カード（保有者のみ）、○マイナンバーカー
ドまたは通知カード（保有者のみ）、○在留カードま
たは特別永住者証明書（外国人住民のみ）、○介護保
険受給資格証明書（保有者のみ）、○後期高齢者医療
負担区分等証明書（保有者のみ）、○国外からの転入
の場合は、戸籍謄本と附票（５年以内の本市への再
転入または本籍地が本市の場合は不要）、パスポート 世帯主

または
世帯員転居届

（市内で住所が
変わったとき）

○マイナンバーカードまたは通知カード（保有者の
み）、○住民基本台帳カード（保有者のみ）、○在留カー
ドまたは特別永住者証明書（外国人住民のみ）、○国
民健康保険・後期高齢者医療等被保険者証、介護保
険証、こども医療証、ひとり親家庭医療証、児童扶
養手当証書等（加入者のみ）

転出届
（市外に引っ越すとき）

引っ越す日の
前日まで ○国民健康保険・後期高齢者医療等被保険者証、介

護保険証、こども医療証、ひとり親家庭医療証、児
童扶養手当証書等（加入者のみ）世帯変更届

（世帯に変更があったとき）
変更した日から

14 日以内

習
セ
ン
タ
ー
（
火
曜
日
休
み
）】
き
ら
め
き

ホ
ー
ル　
来
年
５
月
13
日
・
20
日
・
27
日
＝

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分
、
５
月
14
日
・

21
日
・
28
日
＝
午
後
0
時
30
分
～
３
時
・
６

時
30
分
～
９
時
30
分
、
5
月
23
日
＝
終
日
、

５
月
24
日
＝
午
前
9
時
～
午
後
６
時
、【
ロ
ー

ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
（
火
曜
日
休
み
）】
ワ
ム
ホ
ー
ル

来
年
6
月
14
日
・
18
日
・
20
日
・
21
日
・
27

日
・
28
日
＝
午
後
0
時
30
分
～
６
時                   

検
察
審
査
会
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を

　
同
審
査
会
は
、
交
通
事
故
、
詐
欺
等
の
被

害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
不
起
訴
処
分

と
し
た
こ
と
を
納
得
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
機
関
で
す
。
同
審
査
会
で

は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か

ら
公
平
な
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審

査
員
が
審
査
を
し
ま
す
。
審
査
員
に
選
ば

れ
た
と
き
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
同
審
査
会
で
は
、
こ
の
制
度
を

ド
ラ
マ
形
式
で
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。
問 

大
阪
第
一
・
第
二
・

第
三
・
第
四
検
察
審
査
会
事
務
局
☎
06
・

６
３
１
６・
２
９
８
１

パブリックコメントを実施
社会資本総合整備計画（①市総合交通戦略（2 期）・②
阪急茨木市駅及び JR 茨木駅周辺におけるまちづくり）
事後評価シート（案）　内社会資本総合整備計画に基
づく事業の実施による目標や指標の達成状況等検証結
果（案）、備資料の閲覧　11 月 15 日から、市街地新生
課・情報ルーム、申11 月 15 日～ 12 月 16 日（消印有
効）に、市街地新生課☎ 620・1821、 620・1730、
shigaichi@city.ibaraki.lg.jp

【共通事項】備資料は市 HP からダウンロード可、提出さ
れた意見やこれに対する市の考え方は後日公表（住所、
氏名等の個人情報は非公開）、提出意見への個別回答、匿
名または電話による意見の受付は行いません。申市 HP
から電子申込、または意見書（様式自由、メールの場合
はテキストファイル推奨、どの項目の何についての意見
かを明確に）を、メール・ファックス・郵送・直接（住所・
氏名・連絡先を記入）、〒 567-8505　各担当課

マイナンバー制度・特定個人情報保護評価に係る全項目
評価書（案）　内マイナンバー制度実施につき、個人の
プライバシー等の権利利益の侵害の未然防止、市民の信
頼確保のための評価、備資料の閲覧　11 月 15 日から、
市民課・情報ルーム・中央図書館等、申11 月 15 日～
12 月 16 日（消印有効）に、市民課☎ 620・1621、
627・0369、shimin@city.ibaraki.lg.jp
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特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り

定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。
記号の見方：時とき、所ところ、対対象、定定員、内内容、￥費用・報酬など、持持ち物、備備考、申申込、　　　　　　　　　　　　　問問合先、 メールアドレス、HP ホームページ、保一時保育あり（原則有料、詳細は事前にお問い合わせを）

祝日の場合は実施しません。相談内容・ときの項目に電話番号を
表示している場合、電話で相談できます。子育てに関する相談は
39 ページ参照。11月の無料相談

特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

相談内容 と　き ところ

女性面接相談 毎週月～土曜日 ( 火曜日除
く )、10:00 ～ 16:00（要予約）

男女共生センター
ローズ WAM 

☎ 620・9920

女性電話相談
☎ 621・0892

毎週月～土曜日 ( 火曜日除
く )、10:00 ～ 16:00

男性のための
電話相談

20 日㈬・27 日㈬、
18:30 ～ 21:30

女性のはたらき方
相談

9 日㈯、9:30 ～ 12:30
（要予約）

女性法律相談
21日㈭・30日㈯、
9:30～12:30

（1日、9:00から電話で予約）

仕事なんでも相談 28 日㈭、13:00 ～ 16:00

デート DV 電話
相談

☎ 622・7345
毎週土曜日、10:00～17:00

DV 相談 毎週月～土曜日、
9:00 ～ 17:00

配偶者暴力相談
支援センター

☎ 622・5757

人権相談 毎週月～金曜日、
9:00 ～ 17:00

人権センター
☎ 622・6613

人権や生活上の
さまざまな相談

毎週月～土曜日、
9:00 ～ 17:00

各いのち・愛・ゆめセンター
豊　川＝☎ 643・1470 
沢良宜＝☎ 635・7667 
総持寺＝☎ 626・5660

①経営相談
②創業相談

①主に毎週月・火・金曜日、
②主に毎週月・金曜日、
10:00 ～ 17:00（要予約） 商工労政課

☎ 620・1620
仕事なんでも

相談
毎週火～木曜日、
10:00 ～16:00（予約優先、28
日は12:00 まで）

防火相談 毎日、8:45 ～ 17:15 消防本部
☎ 622・6955

福祉まるごと
相談会

電話での相談を
希望する場合は
お問い合わせく
ださい。
コミセン =コミュ
ニティセンター
問相談支援課
☎ 655・2758

第４月曜日 10:00
～

12:00

太田公民館
郡山自治会館

第２・4 火曜日 中条公民館

第 3 火曜日、13:30 ～ 15:30 春日丘憩いの家

第 4 火曜日 10:00
～

12:00

中津・西河原コミ
セン

第２・4 水曜日 天王公民館

第 1 木曜日、13:30 ～ 15:30 丘の家愉楽

第 1・3 木曜日

10:00
～

12:00

東コミセン

第 2 木曜日 耳原公民館、
東奈良コミセン

第 4 木曜日 玉櫛公民館

第 1・3 金曜日 白川公民館

第 3 金曜日 畑田コミセン

相談内容 と　き ところ
相続、離婚等の

法律相談
（各日先着 16 人）

毎週月･ 水･ 金曜日、
13:00 ～17:00（※）

市民生活相談課 
☎ 620・1603

※前日、8:45 から 
電話で予約（前日
が土・日曜日、祝
日の場合は、その
直前の開庁日）

日曜法律相談
（先着 7 人）

24 日㈰、9:30 ～13:00（20
日、8:45 から電話で予約）

交通事故法律相談
（各日先着 5 人）

毎週火曜日、
13:00～15:30（※）

国の仕事に関する
行政相談

( 各日先着 4 人）
7 日㈭・21 日㈭、
13:00 ～15:00（※）

行政書士相談
（各種書類の書き方）

（先着 5 人）

6 日㈬、9:30 ～ 12:00（※）、
相続、遺言、離婚協議書、許可申
請等

司法書士相談
（各日先着 5 人）

6 日㈬＝登記、相続、20 日㈬・
27 日㈬＝登記、相続、後見人、
多 重 債 務 等、9:30 ～ 12:00

（※）
土地家屋調査士相談

（先着５人）
20 日㈬、9:30 ～ 12:00（※）、
土地の境界等

宅地建物取引相談
（先着５人） 21 日㈭、9:30 ～ 12:00（※）

税務相談
（先着 5 人） 14日㈭、13:00～16:00（※）

戸籍相談
（先着 4 人）

21 日㈭、14:00 ～ 16:00
（前日、8:45 から電話で予約、
市民課☎ 620・1621）

消費生活相談
毎週月～金曜日、9:00 ～
16:30、9 日㈯、9:00 ～
12:00

消費生活センター
☎ 624・1999

人権擁護委員に
よる人権相談

14 日㈭・28 日㈭、
13:00 ～ 15:00

市民生活相談課
ひとり親のため

の法律相談
26 日㈫、13:00 ～ 16:00

（1 日、8:45 から電話で予約、
こども政策課☎ 620・1625）

母子・父子・寡婦
家庭相談

（離婚前も可）
毎週月〜金曜日、
9:00 ～ 17:00

こども政策課
☎ 620・1625

聴覚障害者
生活相談

毎週月～金曜日、 
9:00 ～ 17:00

障害福祉課 
☎ 620・1636

627・1692
障害児相談

（18 歳まで）
毎週月～金曜日、9:00 ～
17:00（面談は要予約）

あけぼの学園 
☎ 626・0105

教育相談 
（小・中学生）

毎週月～金曜日、
8:45 ～ 17:00（要予約）

教育センター
☎ 626・4400

電話教育相談 
☎ 625・7830

毎週月～金曜日、 
8:45 ～ 17:00

「いじめ」ホッと
電話相談

毎週月～金曜日、9:00～17:00、 
0120・147970（小・中学生

対象）、☎627・5511（保護者
対象）、上記以外は 0120・
7285・25

奨学金相談 毎週月～木曜日、 
10:00 ～ 18:00

発達相談
（小・中学生）

毎週月～金曜日、
8:45 ～ 17:00（要予約）

教育委員会分室
（予約は上記教育センター）

建築物の耐震、建
替え、改修等の相
談（先着 4 組）

第 3 木曜日、13:00 ～ 16:00
（7 日前までに要予約）

居住政策課
☎ 655・2755
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♥♥♥♥ ♥♥♥♥ ♥♥♥

♥

薬物乱用はダメ。ゼッタイ。
11 月は麻薬・覚醒剤乱用防止運動月間
　青少年の間で、大麻や危険ドラッグ等の薬物乱用が増加し
ています。薬物乱用による心身への弊害は大きく、時には死
にいたることもあります。薬物乱用を許さない社会をつくり、
青少年を薬物乱用から守りましょう。問茨木保健所☎ 624・
4668

今月の献血
時・所下表のとおり、対体重
50kg 以上で男性 17 ～ 69 歳、
女性 18 ～ 69 歳（65 歳以上の
人は、60 ～ 64 歳に献血経験の
ある人）、持本人確認可能な運転
免許証等、備食事を済ませて来
てください。問市献血推進協議
会☎ 627・0033
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高槻島本夜間休日応急診療所（高槻市南芥川町 11-1） 
☎ 683･9999

小児科・内科・外科 歯科
平日 土曜日 日曜日・祝日 日曜日 ･ 祝日のみ

受
付
時
間

 20:30

～

翌朝 6:30

14:30

～

翌朝 6:30

9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 16:30

18:30 ～翌朝 6:30
9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 16:30

◆夜間 ･ 休日等の割増加算料金が適用されます。◆上表の時
間帯や診療科目以外の応急診療については、消防本部☎ 622･ 
6955 までお問い合わせください。

保健医療センター附属急病診療所 ☎ 625･7799

※ 土・日曜日、祝日の 23:30 以降は来所する前に☎ 625・ 
7799 へ連絡してください。

内科 ( 中学生以下除く） 歯科
平日 土曜日※ 日曜日 ･ 祝日※ 日曜日 ･ 祝日のみ

受
付
時
間

21:00

～
23:30

17:00

～

翌朝 6:30

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 16:30

18:00 ～翌朝 6:30
10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 16:30

応急診療 （薬は原則1日分の処方）

※ 薬剤師の相談はかかりつけの薬局へ。

とき（11 月） ところ

毎日（水曜日、第 3 土曜日、
第 4 日曜日除く）

阪急茨木市駅献血ルーム
（阪急ロサヴィア１階東側）

0120・34・6759

13 ㈬ 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

市役所南館 1 階ロビー

16 ㈯ アル・プラザ茨木

項目 とき ところ･問合先

こころの相談室 毎週木曜日
13:30 ～ 16:30

所・申
保健医療センター

（要予約）
総合健康診断

( 医師・歯科医師 )
12/5 ㈭

14:00 ～ 15:00
栄養相談

（栄養士）
12/17 ㈫

9:15 ～ 12:00
救急安心センター

おおさか 24 時間、365 日 問☎＃ 7119 または、
☎ 06・6582・7119

お知らせ       ！ 健康相談       

国道 171 号

名神高速道路

Ｎ

阪急京都線

東海道本線
阪急富田駅

JR 摂津富田駅

高槻島本夜間休日応急診療所
（三島救命救急センター）

JR 高槻駅
阪急高槻市駅

保健医療センター附属急病診療所

　市民への食生活に関するアンケート調査では、1
日 2 食以上野菜を食べていない人の割合は約 6 割
で、毎朝朝食を食べていない小・中学生は約 1 割
です。特に 20 ～ 30 歳代は、他の年代に比べ、朝
食を食べていない、食事が偏っているなど、食の課
題が多くなっています。食生活改善に向けて、朝食
を毎日食べる・野菜料理をもう１品増やす・栄養バ
ランスに気をつける・適塩に努めるという 4 つを
重点的に、食生活を振り返ってみましょう。問保健
医療センター

11 月は市食育推進月間
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記号の見方：時とき、所ところ、対対象、定定員、内内容、￥費用・報酬など、持持ち物、備備考、申申込、　　　　　　　　　　　　　問問合先、メールアドレス、HP ホームページ、保一時保育あり（原則有料、詳細は事前にお問い合わせを）
定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。

健康インフォメーション      
～health information～

特に表記がない場合の問合先 ･ 申込先
保健医療センター（保健医療課）
〒 567-0031　春日三丁目 13-5、
☎ 625･6685、 625・6979

♥♥♥♥♥♥♥♥

♥♥♥

♥♥♥♥

♥

♥♥♥♥ ♥♥♥

♥

♥♥♥

♥

♥♥♥♥

健（検）診事業

電話予約可 ( 受付は平日 8:45 ～ 17:15)
申込・受診時には①市健診チケットまたは通知ハガキ、②健康保険証（がん検診は①のみで可）

記号の見方

市内委託医療機関で実施の健（検）診
健診項目 対象（市民） 費用 備考 検診項目 備考

市国保加入者の
特定健康診査

40 ～ 75 歳未満
（今年度中） 無料

同時受診可の検診＝【無料】白血球、貧血、
尿潜血等、【有料】心電図検査、肺がん・大
腸がん検診、☆前立腺がん検診、☆肝炎検査、
☆胃がんリスク検診 ( ☆＝受診条件あり )

肺がん ･ 大腸がん ･ 子
宮がん ･ 乳がん ･ 前立
腺がん検診 ･ 肝炎検査
･ 胃がんリスク検診

費用等は市健
診チケット等

参照後期高齢者
医療健康診査

後期高齢者
医療制度対象者

保健医療センターで実施の健（検）診

特
定
健
康
診
査

市国保加入者
※結果説明会あり 40 ～ 75 歳

未満
（今年度中）

無料

12/15㈰～18㈬
午前中

指定の時間

各 70 人
（15 日・18

日は各 50
人）

11/6
～ 21

有料で同時受診可＝がん検診（胃＝定員 35
人、肺、大腸、☆前立腺）、心電図検査、☆
肝炎検査、☆胃がんリスク検診、費用は通
知ハガキ参照（☆＝受診条件あり）上記以外

加入の健康
保険で定め
られた額 左記の申込は保健医療センター窓口、

または予約専用電話☎ 621･6271（申
込初日のみ☎ 625･6685 も可）

後期高齢者　　　
医療健康診査　　

後期高齢者医
療制度対象者 無料

健診項目 対象（市民） 費用 実施日 定員（先着）申込 備考

検診項目 対象（市民） 費用 実施日 当日受付時間 定員（先着） 申込

U-39・若年健診 16 ～ 39 歳
（今年度中）

妊
婦
は
受
診
不
可

500 円 12/15 ㈰・18 ㈬ 午前中
指定の時間 各 30 人 11/6

～ 21

申込は保健
医 療 セ ン
タ ー 窓 口、
ま た は ☎
625･6685

（U-39・若
年健診は電
子 申 込 も
可）、申込は
同時に2 人
まで

骨粗しょう症検診
（注 1）

18 歳以上
（今年度中） 1,000 円 12/19 ㈭ 9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30 70 人 11/8
から

が
ん
検
診
等

肺がん
（注 2）

40 歳以上
（今年度中）

X線＝300円、
X 線と喀

かくたん

痰＝
500 円

12/8 ㈰・15 ㈰～18 ㈬ 8:45 各 5 人
11/7
～ 21

（12/8
実施分

は 11/8
から）

胃がん
（バリウム検査）

（注 2） 500 円

①12/8㈰・15㈰～18㈬
② 12 ㈭・13 ㈮

①8:45
②午前中

指定の時間
①各 5 人
②各40人

子宮がん
（2 年度内に 1 回）

（注 3）
20 歳以上
(4/1 時点 ) ① 12/8 ㈰

② 18 ㈬
①12:45 ～14:45
②9:30 ～15:00

指定の時間
① 36 人
② 60 人

11/8 
から

（12/8
実施分

は 11/21
まで）

乳がん
(2 年度内に 1 回 )

（注 3） 40 歳以上
(4/1 時点 )

800 円

レディース
５がん

（注 3・4）

2,400 円、
喀痰受診者は

2,600 円
12/8 ㈰ 9:00 ～11:00

指定の時間 35 人

大腸がん 40 歳以上
( 今年度中 ) 300 円 平日随時 8:45 ～17:15 － 平日随時

（窓口受付のみ）

注 1）定員に満たない場合は当日受診可能。当日午前中に電話でご確認ください。注 2）12/ ８は女性のみ、15 は男性のみ受診可。注 3）乳がん・
子宮がん検診は検診バスによる検診。注 4）申込は検診当日に 5 つの検診（胃がん ･ 肺がん ･ 大腸がん ･ 乳がん・子宮がん）全て受診可能な
女性に限る。
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定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。

ご確認ください
◎各健（検）診の予約開始日は大変電話が混み合い、かかりにくい状態になります。ご理解をお願いします。
◎ U-39・若年健診、骨粗しょう症検診、各がん検診、心電図検査、肝炎検査、胃がんリスク検診は、次に該当する人

は無料です。① 70 歳以上、②生活保護世帯、③市民税非課税世帯（③は事前に市民税の申告と保健医療センター
での申請が必要）。
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定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。

イ
ベ
ン
ト

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～
今
、
女

の
子
た
ち
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
～　
時
11

月
１
日
㈮
～
30
日
㈯
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
内 

JK
ビ
ジ
ネ

ス
等
、
若
年
女
性
を
取
り
巻
く
暴
力
被
害
の

展
示
、
問 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
☎
620
・
９
９
２
０

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
で
悩
む
親
の
相
談
会 

時
11
月
１
日
㈮
、
午
後
２
時
～
４
時
、
所 

沢
良
宜
い
の
ち
・
愛
・
ゆ
め
セ
ン
タ
ー
分

館
、
定 

先
着
３
人
、
申
前
日
ま
で
に
、
電

話
で
ひ
き
こ
も
り
家
族
支
援
ネ
ッ
ト
☎
090
・

９
２
５
７・
３
９
０
３

ぱ
ー
ち
ゆ
る
ゆ
る
集
会　
時
11
月
２
日
㈯
、

午
後
２
時
～
８
時
、
所 

沢
良
宜
い
の
ち・愛・

ゆ
め
セ
ン
タ
ー
分
館
、
対
お
お
む
ね
中
学
生

～
39
歳
と
保
護
者
、
内 

ゆ
る
く
つ
な
が
り
、

対
話
、
問 

ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
「
ベ
ン
ポ
ス
タ
・

ぱ
ー
ち
ス
ペ
ー
ス
」
☎
655
・
３
７
６
１

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム　
時
11
月
５
日
㈫
、
午
後
１
時
30
分
～
４

時
15
分
、
所 

府
男
女
共
同
参
画
・
青
少
年
セ

ン
タ
ー（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
一
丁
目
３
ー

49
）、
対
府
内
企
業
の
経
営
者
、
人
事
・
労

務
担
当
者
、
府
民
、
定 

先
着
200
人
、
内 

先
進

的
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の
事
例
紹
介
の
講

演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
申
府
HP

か
ら
電
子
申
込
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
、
府
総
合
労
働
事
務
所
地
域
労
政

課
☎
06
・
６
９
４
６・
２
６
０
４
、

06
・

６
９
４
６・
２
６
３
５
、
sogorodo@

sbox.pref.osaka.lg.jp

マ
マ
カ
フ
ェ
＆
ふ
れ
あ
い
喫
茶　
時
11
月
６

日
㈬
・
29
日
㈮
、
午
後
１
時
～
３
時
、
所 

西

河
原
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
、
対
①
０
～
５
歳

児
と
保
護
者
、②
60
歳
以
上
の
市
民
、
内 

喫
茶
、

①
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
身
長・体
重
測
定
あ
り
、

問 

同
セ
ン
タ
ー
☎
623
・
９
３
４
３

啓
発
型
認
知
症
カ
フ
ェ
①
カ
フ
ェ
ふ
ら
っ
と

②
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ　
時
①
11
月
６
日
㈬
・

20
日
㈬
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
②
14
日

㈭
・
27
日
㈬
、
午
後
２
時
か
ら
、
所 

①
中
条

公
民
館
、
②
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ
い
ば
ら
き
大
広

間
、
対
市
民
、
内 
茶
話
会
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
￥ 

１
回
100
円
、
問 
相
談
支
援
課
☎
655
・

２
７
５
８

い
ば
ら
きSM

ILE

市　
時
11
月
７
日
㈭
・

８
日
㈮
、
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
所 
い
ば

ら
き
ス
カ
イ
パ
レ
ッ
ト
、
内 

手
作
り
ア
ク
セ

サ
リ
ー
・
小
物
等
の
販
売
、
問 

相
談
支
援
課

☎
655
・
２
７
５
８

こ
こ
ろ
の
居
場
所
「
折
り
紙
ア
ー
ト
～
ク
リ

ス
マ
ス
編
～
と
プ
チ
ト
ー
ク
」　
時
11
月
８

日
㈮
、
午
後
６
時
30
分
～
８
時
、
21
日
㈭
、

午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
対
過
去
に
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
暴
力
を
受
け
た
経
験
の
あ

る
女
性
、
定 

各
先
着
10
人
、
備 

詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問 

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
DV
支
援
グ
ル
ー
プ
「
こ
こ
ろ
」
☎
090
・

４
９
０
７・
０
５
５
６
（
午
前
10
時
～
午
後

４
時
、
日
・
火
曜
日
、
祝
日
休
み
）

IBALAB

＋　
時
11
月
８
日
㈮
～
24
日
㈰
、

所 

に
ぎ
わ
い
亭
、
元
茨
木
川
緑
地
ほ
か
、
内 

夜
市
や
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
、ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、

コ
モ
ン
カ
フ
ェ
等
の
企
画

を
市
民
が
実
践
、
備 

詳
細

は
市
HP
参
照
（
下
図
読
み

取
り
）、
問 

政
策
企
画
課

☎
620
・
１
６
０
５

彩
都
へ
行
こ
う　
【
医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄

養
研
究
所
一
般
公
開
】
所 

医
薬
基
盤
・
健

康
・
栄
養
研
究
所
（
彩
都
あ
さ
ぎ
七
丁
目

６
ー
８
）、
問 

同
研
究
所
戦
略
企
画
部
☎

641
・
９
８
３
２
、【
日
本
赤
十
字
社
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ
ン
タ
ー
一
般
公
開
】
所 

同
セ
ン
タ
ー
（
彩
都
あ
さ
ぎ
七
丁
目
５
ー

17
）、
問 

同
セ
ン
タ
ー
総
務
企
画
課
☎
643
・

１
０
１
７
、【
彩
都
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
一
般
公
開
】
所 

彩
都
バ
イ
オ
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
（
彩
都
あ
さ
ぎ
七
丁
目
７
ー

15
）、
問 

バ
イ
オ
・
サ
イ
ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

☎
640
・
１
０
６
０
、（
以
下
共
通
）
時
11
月

９
日
㈯
、
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
内 

体
験

型
イ
ベ
ン
ト
、
パ
ネ
ル
展
示
等
、
備 

３
施
設

合
同
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
あ
り

ゆ
る
や
か
女
子
会
～
こ
こ
ろ
の
整
理
～　
保 

時
11
月
９
日
㈯
、午
後
１
時
～
３
時
、所 

ロ
ー

ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
401
・
402
、
対
人
間
関
係
や
生
き
づ

ら
さ
に
悩
む
16
歳
以
上
の
女
性
、
定 

先
着
10

人
、
備 

一
時
保
育
は
11
月
1
日
ま
で
に
要
申

込
、
申
ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
☎
620
・
９
９
２
０

た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト　
時
11
月
９
日
㈯
、

午
後
４
時
30
分
か
ら
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
、
内 

出
演　
オ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
『
ぴ
く
に
っ
く
』、
問 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ

Ｍ
☎
620
・
９
９
２
０

府
中
央
卸
売
市
場
開
放
デ
ー　
時
11
月
10
日

㈰
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
（
販
売
・
試
食

は
9
時
か
ら
）、
所 

同
市
場
水
産
棟
せ
り
場

時毎月①第 1・3 月曜日、②第 1・
3 金曜日、③第 2・4 金曜日、午前
10 時から、所茨木ショップタウン
１階（西駅前町４）、内市北部の新
鮮な野菜・米等の販売、① Farm
河野屋（忍頂寺）、②アグリファー
ム佐保、③泉原ファーマーズ、問

北部整備推進課☎ 620・1609

いばきたマルシェ～山とまちをつなぐ～



特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り
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（
宮
島
一
丁
目
1
ー
1
）、
内 

旬
の
野
菜
・
果

物
・
魚
の
即
売
、
マ
グ
ロ
の
解
体
・
即
売
、

加
工
食
品
の
試
食
・
販
売
、
食
育
コ
ー
ナ
ー

等
、
問 
同
市
場
協
会
☎
636
・
３
６
９
８

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
Ｆ
Ｏ
Ｒ
平
和
・
福
祉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
時
11
月
10
日
㈰
、
午
前

10
時
～
午
後
３
時
30
分
、
所 
中
央
公
園
南
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
内 

120
区
画
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
和
太
鼓
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
、
安
来
節
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、平
和
展
、健
康・歯
の
チ
ェ
ッ

ク
、
保
育
相
談
等
、
問 

茨
木
社
保
協
☎
624
・

３
９
７
７

ワ
ム
ワ
ム
ら
く
ご　
時
11
月
10
日
㈰
、
午
後

２
時
か
ら
、所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
ワ
ム
ホ
ー
ル
、

対
小
学
生
以
上
、
定 

当
日
先
着
180
人
、
内 

落

語
家
（
露
の
都
さ
ん
、
桂　

三
扇
さ
ん
）、

子
ど
も
・
女
性
落
語
サ
ー
ク
ル
受
講
生
に
よ

る
落
語
寄
席
、
￥ 

500
円
、
問 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ

☎
620
・
９
９
２
０

エ
コ
カ
フ
ェ
～
気
軽
に
エ
コ
ラ
イ
フ
お
し
ゃ

べ
り
会
～　
時
11
月
11
日
㈪
、
午
後
１
時
15

分
～
３
時
15
分
、
所 

福
祉
文
化
会
館
101
、
内 

環
境
家
計
簿
応
援
ゼ
ミ「
水
を
考
え
る
」（
元

向
日
市
天
文
館
館
長　

髙
田
勝
己
さ
ん
）、

身
近
な
エ
コ
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
の
お
茶
会
、

専
門
家
の
耳
よ
り
情
報
な
ど
、
￥ 

100
円
、
備 

５
い
ば
ら
き
環エ

コ境
ポ
イ
ン
ト
付
与
、
問 

環
境

月
13
日
㈬
、
午
後
２
時
～
４
時
、
所 

市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
会
議
室
、
定 

先
着
30
人
、
内 

10

年
に
わ
た
る
妻
の
介
護
か
ら
、
認
知
症
へ
の

理
解
と
対
応
の
ヒ
ン
ト
を
語
る
（
佐
藤
真

生
さ
ん
）、
申
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
623
・

８
８
２
０

府
立
高
槻
支
援
学
校
学
習
発
表
会　
時
11
月

16
日
㈯
、午
前
９
時
20
分
～
午
後
２
時
30
分
、

所 

同
校
３
階
大
集
会
室
（
高
槻
市
富
田
町
一

丁
目
33
ー
17
）、
内 

小
学
～
高
等
部
の
舞
台

発
表
、
問 

同
校
葛
井
☎
696
・
２
８
３
６

共
に
生
き
る
障
が
い
者
展　
時
①
11
月
16

日
㈯
・
②
17
日
㈰
、
午
前
10
時
～
午
後
４

時
、
所 

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
ビ
ッ

グ
・
ア
イ
（
堺
市
南
区
茶
山
台
一
丁
目
８
―

１
）、
内 

①
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・
体
験
会
、
②
IT
機
器

展
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
生
活
展
等
、

備 

パ
ン
・
焼
き
菓
子
・
新
鮮
野
菜
の
販
売
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
も
ず
や
ん
登
場
あ
り
、

問 

府
民
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
ピ
ピ
っ
と
ラ
イ

ン
☎
06
・
６
９
１
０・
８
０
０
１
、

06
・

６
９
１
０・
８
０
０
５

国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
展
示
会　
時
11
月
16

日
㈯
、
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
17
日
㈰
、

午
前
10
時
～
午
後
３
時
、
所 

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
２
階
、
内 

市
内
小
学
５・
６
年
生
か

ら
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作
品
、
問 

茨
木
オ
ー
ク
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
☎
626
・

１
４
３
１

を
考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
い
ば
ら
き
素

材
探
検
隊
田
中
☎
648
・
７
０
３
０
（
平
日
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
居
場
所
の
あ
る

ま
ち
“
い
ば
ら
き
”
～　
時
11
月
12
日
㈫
、

午
前
10
時
～
午
後
３
時
、
所 

イ
オ
ン
モ
ー
ル

茨
木
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
、
対
小
学
生
以
下
と
保

護
者
、
内 

保
育
園
児
に
よ
る
踊
り
、白
バ
イ・

い
ば
ら
っ
き
ー
ち
ゃ
ん
と
記
念
撮
影
、
ペ
ー

パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
、
手
作
り
工
作
等
、
問 

レ

バ
ノ
ン
ホ
ー
ム
栗
本
☎
643
・
５
１
４
５

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
連
絡
会
議　
時
11

月
12
日
㈫
、
午
後
７
時
～
８
時
30
分
、
所 

ク

リ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
303
、
内 

茨
木
の
中
心
市

街
地
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
実
現
に
む
け
た
情
報
交
換
を
行

う
、
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
茨
木
商
工
会
議
所
☎
622
・
６
６
３
１
、

622
・
６
６
３
２
、
nakano@

ibaraki-
cci.or.jp

「
介
護
就
職
デ
イ
」
①
施
設
見
学
会
、
②
就

職
相
談
・
面
接
会　
時
11
月
13
日
㈬
、
①
午

後
２
時
～
３
時
・
②
３
時
～
４
時
、
所 

特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
茨
木
荘
（
丑
寅
二
丁
目

１
ー
８
）、
対
介
護
関
連
の
仕
事
を
希
望
す

る
求
職
者
、
定 
先
着
10
人
、
申
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
茨
木
☎
623
・
２
５
５
１
（
部
門
コ
ー
ド
41

＃
）

認
知
症
の
妻
に
寄
り
添
う
私
の
介
護　
時
11

特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り

11 月のプラネタリウム
時下表のとおり（月 ～ 水 曜 日 休 み ）、￥

100 円、4 歳～中学生 50 円（30 人以上
の場合、団体料金あり）、備5 いばらき
環

エ コ

境ポイント付与、団体投影は 7 日前ま
でに要予約

幼児のためのプラネタリウム
「☆お星さま、みいつけた☆」
時11/21 ㈭、10:00 ～ 10:30・11:00
～ 11:30、定当日先着 57 人、内幼児の
ための特別投影

とき
（曜日）

10:30
から

13:30
から

15:00
から

木・金 団体 一般

土・日 一般

問天文観覧室☎ 622・6229

） プ ラ ネ タ リ ウ ム
）
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学
ぶ
（
楊や

ん　
艶え

ん
こ
う紅

さ
ん
）、
￥ 

子
ど
も
200
円
、

保
護
者
300
円
、
申
11
月
１
日
か
ら
、
電
話
で

市
国
際
親
善
都
市
協
会
事
務
局
（
文
化
振
興

課
内
）
☎
620
・
１
８
１
０

ひ
と
り
親
家
庭
交
流
会　
時
11
月
17
日
㈰
、

午
前
10
時
か
ら
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
料
理
工

房
、
対
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
、
定 

先
着
25

人
、
内 

お
ふ
く
ろ
の
味
講
習
会
、
子
育
て
相

談
会
、
￥ 

300
円
、
小
学
生
以
下
100
円
、
申
市

母
子
福
祉
会
☎
090
・
６
３
２
７･

１
０
７
９

多
言
語
で
子
育
て
！
自
分
育
て
！　

保  
時
11
月
17
日
㈰
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

所 
福
祉
文
化
会
館
303
、
定 

先
着
40
人
、
内 

複
数
の
言
語
を
自
然
習
得
し
な
が
ら
国
際

交
流
、
備 
一
時
保
育
は
11
月
12
日
ま
で
に

要
申
込
、
申
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

０
１
２
０
・
557
・
761
（
平
日
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分
）

サ
ン
Ｓ
Ｕ
Ｎ
フ
ェ
ス
タ　
時
11
月
17
日
㈰
、

午
前
10
時
～
午
後
３
時
、
所 

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
内 

親
子
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
有
料
）、
問 

マ
マ
リ
ー
ダ
ー
会
南
☎
090
・

２
５
９
６・
０
３
４
７

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト　
時
①
11
月
17

日
㈰
・
②
23
日
㈷
・
③
30
日
㈯
、
正
午
～
午

後
１
時
、
所 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
、
内 

①
ピ
ア
ノ
と
弦
カ
ル
テ
ッ

ト
～
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
～

（
ハ
ニ
ー
サ
ッ
ク
ル
）、②
ピ
ア
ノ
連
弾・ヴ
ィ

北
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
メ
ッ
セ　
時
11
月
16

日
㈯
・
17
日
㈰
、
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、

所 
国
立
民
族
学
博
物
館
特
別
展
示
室
休
憩
室

（
万
博
記
念
公
園
内
）、内 

活
動
紹
介
や
展
示
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
紹
介
、
民
俗
芸
能
等
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
問 

文
化
財
資
料
館
☎
634
・

３
４
３
３

空
家
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談
会　
時
11
月
16

日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
501
・
502
、
定 

先
着
50
人
、
内 

空
家
・
住
宅
の
維
持
管
理
、
相
続
等
、
備 

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
個
別
相
談
会
（
最
大
４

組
）、
申
11
月
６
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
居
住
政
策

課
☎
655
・
２
７
５
５
、

620
・
１
７
３
０
、

kyojyu@
city.ibaraki.lg.jp

中
国
語
で
遊
ぼ
う　
時
11
月
16
日
㈯
、
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ

405
、
対
市
内
小
・
中
学
生
、
保
護
者
、
定 

先

着
20
人
、
内 

テ
レ
ビ
を
テ
ー
マ
に
中
国
語
を

オ
リ
ラ
・
大
正
琴
コ
ン
サ
ー
ト
（
花
音
～
カ

ノ
ン
～
）、
③O

ur favorites

ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
（
ぴ
あ
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
）、
問 

同

セ
ン
タ
ー
☎
624
・
８
１
８
２

源
泉
徴
収
義
務
者
へ
の
年
末
調
整
説
明
会 

時
11
月
19
日
㈫
、
午
後
１
時
～
３
時
、
所 

高

槻
現
代
劇
場
大
ホ
ー
ル
（
高
槻
市
野
見
町

２
ー
33
）、
対
茨
木
市
・
高
槻
市
・
島
本
町

の
源
泉
徴
収
義
務
者
、
内 

今
年
分
の
年
末
調

整
の
仕
方
、
法
定
調
書
の
作
成
方
法
等
、
備 

年
末
調
整
関
係
書
類
等
を
設
置
、
問 

茨
木
税

務
署
☎
623
・
１
１
３
１
（
自
動
音
声
応
答
後

２
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
、
内
線
451
・
452
）

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
も
の
づ
く
り

展　
時
11
月
20
日
㈬
、
午
前
10
時
～
午
後
５

時
30
分
、
所 

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
２・
３

階
展
示
ホ
ー
ル
（
大
阪
市
中
央
区
本
町
橋

２
ー
５
）、
内 

も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
企
業

や
公
的
機
関
等
約
180
社
が
出
展
、
問 

大
阪
信

用
保
証
協
会
☎
06
・
６
２
６
０・
１
７
３
３

Ｗ
Ａ
Ｍ
ジ
ョ
イ
ン
と★

企
画
「
秋
の
童
謡
・
唱

歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
」　
時
11
月
20
日
㈬
、

午
後
１
時
～
２
時
30
分
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ

Ｍ
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
、
内 

子
ど
も
の
頃
の
思

い
出
が
よ
み
が
え
る
秋
の
童
謡
・
唱
歌
を

歌
う
、
￥ 
100
円
、
問 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
☎
620
・

９
９
２
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
交
流

会　

保 　
時
11
月
21
日
㈭
、
午
前
10
時
～

文化振興財団催し （公財）文化振興財団☎625･3055、クリエイトセンター１階、
http://www.ibabun.jp/

会場 公演名 公演日 料金等 発売日

ク
リ
エ
イ
ト

セ
ン
タ
ー

エブリ・ブリリアント・シング
～ありとあらゆるス

・ ・ ・
テキなこと～

来年2/22㈯・
23 ㈷

14:00 から

3,500 円
24 歳以下 1,000 円
全席自由（整理番号付）
※ 1・2

11/16
予約開始

いばらきオペラ亭
Vol.36《ばらの騎士》

来年 2/29 ㈯
14:00 から

1,800 円
※ 1・3

11/28
予約開始

※ 1 未就学児不可、※ 2 割引あり、※ 3 全席指定、詳細はお問い合わせください。

【チケット販売所】同財団☎ 625・
3055（9:00 ～ 17:00）、クリエイ
トセンター・福祉文化会館チケット
カウンター（9:00 ～ 17:00）、予
約開始日は窓口販売はしていませ
ん。◆同財団 HP からもチケットの
予約・購入ができます。注公演によっ
ては取扱いのない場合があります。



特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り
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正
午
、
所 

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
5
階

会
議
室
1
、
対
20
歳
以
上
、
定 

先
着
16
人
、

内 
フ
ェ
ル
ト
で
作
る
マ
ス
コ
ッ
ト
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
活
動
紹
介

（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　

嵯
峨
根
正
恵
さ
ん
・
石

木
京
子
さ
ん
・
中
井
淳
子
さ
ん
）、
備 

一
時

保
育
は
11
月
14
日
ま
で
に
要
申
込
、
申
電
話

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎

620
・
７
１
０
１
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

日
曜
日
・
祝
日
休
み
）

Ｗ
Ａ
Ｍ
シ
ア
タ
ー　
保 　
時
11
月
21
日
㈭
、

午
前
10
時
～
正
午
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
ワ
ム

ホ
ー
ル
、
対
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）、定 

先
着
180
人
、内 

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ・

バ
ン
ケ
ッ
ト
、
備 

一
時
保
育
は
11
月
13
日
ま

で
に
要
申
込
、
申
11
月
２
日
、
午
前
９
時
か

ら
電
話
ま
た
は
申
込
書
（
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
）
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ

Ｍ
☎
620
・
９
９
２
０
、

620
・
９
９
２
１

い
ば
ら
き
バ
ル　
時
11
月
22
日
㈮
・
23
日

㈷
、
時
刻
は
各
店
舗
で
異
な
る
、
所 

阪
急
茨

木
市
駅
～
JR
茨
木
駅
周
辺
の
参
加
店
舗
、
内 

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
、
バ
ル
専
用
メ
ニ
ュ
ー

を
食
べ
歩
く
、
￥ 

１
冊
５
枚
綴
り
チ
ケ
ッ

ト
で
３
千
円
、
当
日
３
５
０
０
円
、
詳
細

は
HP
（http://barfestaibaraki.com

）

参
照
、
問 

同
イ
ベ
ン
ト
協
会
事
務
局
☎
646
・

９
７
６
１

文
化
発
表
会　
時
11
月
22
日
㈮
、
午
前
10
時

か
ら
・
午
後
２
時
か
ら
、
雨
天
中
止
、
所 

玉

櫛
公
民
館
、
内 

蒸
気
機
関
車
の
機
能
の
説
明

等
、
問 

同
館
☎
633
・
０
０
０
４

特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

～
午
後
３
時
30
分
、
所 

沢
池
多
世
代
交
流
セ

ン
タ
ー
、内 

同
セ
ン
タ
ー
同
好
会
の
発
表
会・

展
示
会
、
問 

同
セ
ン
タ
ー
☎
624
・
１
１
７
７

い
ば
ら
き
観
光
ウ
ォ
ー
ク　
【
①
藤
原
鎌
足・

蹴
鞠
コ
ー
ス
】
時
11
月
23
日
㈷
、
午
前
９
時

～
午
後
３
時
、
JR
摂
津
富
田
駅
集
合
、
雨
天

決
行
、
内 

阿
武
山
古
墳
、鎌
足
公
古
廟
道
標
、

桑
原
遺
跡
・
安
威
古
墳
群
、
大
念
寺
、
阿
為

神
社
、大
織
冠
神
社
、福
井
バ
ス
停
、約
８
㎞
、

【
②
キ
リ
シ
タ
ン
コ
ー
ス
】
時
12
月
８
日
㈰
、

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
、
千
提
寺

口
バ
ス
停
集
合
、
雨
天
決
行
、
内 

キ
リ
シ
タ

ン
遺
物
史
料
館
、寺
山
、忍
頂
寺
、竜
王
山
荘
、

見
山
の
郷
、
高
雲
寺
、
忍
頂
寺
バ
ス
停
、
約

８
㎞
、（
以
下
共
通
）
￥ 

300
円
、
備 

詳
細
は

市
観
光
協
会
HP
参
照
、
申
①
11
月
15
日
・
②

29
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
メ
ー
ル
（
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
参
加
人
数
を
記
入
）
で
、
〒
567
―

0013 

太
田
東
芝
町
１
―
１
、
同
協
会
い
ば
ら
き
観

光
ウ
ォ
ー
ク
「
①
藤
原
鎌
足
・
蹴
鞠
コ
ー

ス
」
係
、「
②
キ
リ
シ
タ
ン
コ
ー
ス
」
係
、

☎
645
・
２
０
２
０
、
w

-info@
ibaraki-

kankou.or.jp
大
根
掘
り
取
り
体
験　
時
11
月
23
日
㈷
、
午

前
９
時
～
正
午
、
所 

見
山
の
郷
、
定 

先
着
30

人
、
￥ 

千
円
、
備 

大
根
料
理
の
レ
シ
ピ
配
付

あ
り
、
申
11
月
１
日
、
午
前
９
時
か
ら
、
見

山
の
郷
☎
649
・
３
３
２
８

Ｄ
51
見
学
会　
時
11
月
23
日
㈷
、
午
前
10
時

蹴
鞠
の
会　
時
11
月
23
日
㈷
、
①
午
前
11
時

か
ら
、②
午
後
１
時
30
分
か
ら
、小
雨
決
行
、

所 

阿
為
神
社
（
安
威
三
丁
目
17
―
12
）、
内 

②
蹴
鞠
体
験
、備 

お
茶
席
あ
り（
正
午
か
ら
）、

問 

同
神
社
☎
643
・
７
７
７
８

CHILL BALLO
O

N
 N

IG
HT　

時
11
月

23
日
㈷
、
午
後
１
時
か
ら
、
所 

中
央
公
園
南

グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
、
内 

気
球
を
見
な
が
ら
こ

た
つ
で
く
つ
ろ
ぐ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
・
飲
食

店
・
気
球
搭
乗
体
験
あ
り
（
有
料
）、
備 

イ

ベ
ン
ト
で
使
う
こ
た
つ
を
作
っ
て
く
れ
る
人

を
募
集
、
詳
細
は
（
一
社
）
茨
木
青
年
会
議

所
HP
（http://ibaraki-jc.com

/

）
参
照
、

問 

同
会
議
所
☎
623
・
２
１
６
３

秋
の
俳
句
大
会　
時
11
月
26
日
㈫
、
午
後
０

時
30
分
～
４
時
30
分
、
所 

福
祉
文
化
会
館

302
、
対
市
俳
句
協
会
員
（
当
日
入
会
可
）、

定 

先
着
100
人
、
内 

事
前
に
投
句
さ
れ
た
俳
句

福祉文化会館ギャラリー〈展示は 9:00 ～ 19:00、最
終日は 13:30 まで〉
▶ 11/25 まで＝林 宰久展「存在と空間」（立体）、▶
26 ～ 12/23 ＝五人展（写真）

クリエイトセンターギャラリー〈展示は 9:00 ～
19:00、最終日は 13:30 まで〉
▶ 11/5 まで＝サークルてん 日本画展、▶ 6 ～ 12 ＝
しゅんこうの和紙ちぎり絵作品展、▶ 13 ～ 19 ＝若
葉会作品展（洋画）、▶ 20 ～ 26 ＝新樹会絵画展、▶
27 ～ 12/3 ＝和紙ちぎり絵しゅんこうサークル展

市立ギャラリー〈阪急ロサヴィア 2 階、展示は 10:00
～ 19:00、最終日は 17:00 まで〉
▶ 11/5 まで＝きりえいばらきグループ展、▶ 7 ～
12 ＝茨木写真研究会記念会員展、▶ 14 ～ 19 ＝
HO・HO Emi キルト展（工芸）、▶ 21 ～ 26 ＝岡田
章子水彩画教室合同作品展、▶ 28 ～ 12/3 ＝ e 集団
展（洋画）

川端康成文学館ギャラリー〈展示は 9:00 ～ 17:00、
最終日は 12:00 まで、火曜日休み〉
▶ 11/1 ～ 15 ＝奥 宣憲書作展―日本のこころと美―
▶ 16 ～ 30 ＝浜地憲章展（洋画）

ギャラリーへ行こう
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の
中
か
ら
選
句
し
、
合
評・
表
彰
、
￥ 

千
円
、

入
会
金
千
円
、
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
、
同
協
会
甲
斐
☎
・

641
・
０
６
４
５

産
学
連
携
交
流
サ
ロ
ン
～
産
学
連
携
で
次
の

一
手
を
打
つ
～　
時
11
月
26
日
㈫
、
①
午
後

６
時
30
分
か
ら
・
②
７
時
30
分
か
ら
、
所 

福

祉
文
化
会
館
302
、
対
市
内
事
業
所
、大
学
生
、

定 

先
着
30
人
程
度
、
内 

①
大
阪
池
田
チ
キ
チ

キ
探
検
隊
の
活
動
（
大
阪
成
蹊
大
学
教
授 

東
出
加
奈
子
さ
ん
）、意
見
交
換
、②
交
流
会
、

￥ 

②
千
円
、申
11
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

市
HP
か
ら
電
子
申
込
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
、
㈱
オ
フ
ィ
ス
・
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
☎
06
・
６
５
８
５・
０
６
６
２
、

06
・

６
５
８
５・
０
６
８
９
、
al@

co.em
ail.

ne.jp

こ
ど
も
食
堂
連
絡
会　
時
11
月
27
日
㈬
、
午

前
10
時
～
11
時
30
分
、
所 

市
役
所
本
館
１
階

第
３
会
議
室
、
内 

市
内
で
こ
ど
も
食
堂
を
運

営
し
て
い
る
個
人
・
団
体
の
情
報
交
換
等
、

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
（
参

加
団
体
名
、
参
加
者
氏
名
、
連
絡
先
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
）
で
、
こ
ど
も
政
策

課
☎
620
・
１
６
２
５
、

622
・
８
７
２
２
、

kodom
oseisaku@

city.ibaraki.
lg.jp障

が
い
者
就
労
支
援
フ
ェ
ア
「
障
が
い
者
合

同
就
職
面
接
会
」　
時
11
月
27
日
㈬
、
午
後

１
時
～
４
時
、
受
付
は
０
時
30
分
～
２
時
30

分
、
所 

市
役
所
南
館
10
階
大
会
議
室
、
対
求

ン
ト　

片
岸
将
広
さ
ん
）、
備 

一
時
保
育
は

11
月
15
日
ま
で
に
要
申
込
、
申
11
月
21
日
ま

で
に
、市
HP
か
ら
電
子
申
込
ま
た
は
電
話
で
、

政
策
企
画
課
☎
620
・
１
６
０
５

い
ば
ら
き
異
業
種
交
流
会　
時
11
月
28
日

㈭
、
午
後
２
時
～
５
時
、
所 

立
命
館
い
ば
ら

き
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
、
対
事
業
者
等
、
定 

先
着
130
人
、
内 

講
演

職
中
の
障
が
い
者
、
内 

合
同
就
職
面
接
会
、

雇
用
就
労
相
談
、
生
活
支
援
相
談
、
職
業
適

性
診
断
、
労
働
相
談
、
持 

面
接
希
望
者
は
面

接
希
望
企
業
分
の
履
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

カ
ー
ド
、
参
加
申
込
書
、
面
接
応
募
票
、
備 

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。
面
接
希
望
者

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茨
木
で
事
前
登
録
要
、

詳
細
は
市
HP
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問 

商
工
労
政
課
☎
620
・
１
６
２
０

シ
ニ
ア
向
け
合
同
企
業
説
明
会　
時
11
月
27

日
㈬
、
午
後
１
時
～
４
時
、
３
時
30
分
ま

で
受
付
、
所 

エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
大
阪

第
二
競
技
場
（
大
阪
市
浪
速
区
難
波
中
三

丁
目
4
ー
36
）、
内 

55
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
雇

用
に
積
極
的
な
企
業
（
約
20
社
）
の
説
明

会
、
問 
シ
ニ
ア
就
業
促
進
セ
ン
タ
ー
☎
06
・

６
９
１
０・
０
８
４
８

ぱ
ー
ち
カ
フ
ェ
～
わ
い
わ
い
た
こ
パ
ー
～ 

時
11
月
27
日
㈬
、
午
後
６
時
～
８
時
、
所 

沢

良
宜
い
の
ち
・
愛
・
ゆ
め
セ
ン
タ
ー
分
館
、

対
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
中
学
生
～
39
歳
と

保
護
者
、
内 

た
こ
焼
き
を
作
っ
て
食
べ
な
が

ら
ふ
れ
あ
い
交
流
、
問 

ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
「
ベ

ン
ポ
ス
タ
・
ぱ
ー
ち
ス
ペ
ー
ス
」
☎
655
・

３
７
６
１

い
ば
ら
き
ひ
ろ
ば
ト
ー
ク
「
場
の
活
用
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
」　
保 　
時
11
月
28

日
㈭
、
午
後
７
時
か
ら
、
所 

市
役
所
南
館
10

階
大
会
議
室
、
定 

先
着
50
人
、
内 

講
演・ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
等
（
㈱
日
本
海
コ
ン
サ
ル
タ

会
（
ナ
ニ
ワ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　
寺
谷
一
紀

さ
ん
）、
100
秒
PR
タ
イ
ム
、
名
刺
交
換
交
流

会
、
展
示
ブ
ー
ス
、
￥ 

千
円
（
展
示
は
別
途

千
円
）、
申
11
月
24
日
ま
で
に
、
茨
木
商
工

会
議
所
HP
か
ら
電
子
申
込
、
問 

同
会
議
所
☎

622
・
６
６
３
１

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア

ノ
の
響
き
」　
時
11
月
29
日
㈮
、
午
後
３
時

見て、読んで、やってみよう！～障害者の手づくり作品展スペシャル～　時
① 11/26㈫～ 12/１㈰、9:30～ 17:00(1日は16:00まで )、② 12/3㈫～ 6㈮、9:00
～ 17:00(6日は16:00まで )、所①中央図書館、②市
役所南館１階交流コーナー、内市内障害福祉サービ
ス事業所に通う障害者の作品の展示、①絵本読み等
の手話講座（12/1、14:00～15:00）、備①障害関連
図書の特集コーナーや点訳体験あり、②お菓子や製
品等の販売あり、問障害福祉課☎ 620・1636

茨木障害フォーラム記念講演　時12/2 ㈪、13:00 ～ 15:00、所市役所南館
10 階大会議室、内誰もが暮らせる地域づくりをめざして～本人中心の相談支援
のとりくみから～（NHK E テレ「バリバラ」コメンテーター　玉木幸則さん）、
申同フォーラム六條☎ 623・9202

障害者週間関連イベント

ボッチャ交流大会　時12/7 ㈯、13:30 ～ 17:00、13:00 から受付、所市民体
育館、対市内在住・在勤・在学者での小学生以上（中学生以下は保護者同伴）構
成されたチーム (1 チーム 3 ～ 6 人 )、定先着 30 チー
ム、内障害のある人とない人が共に楽しむリーグ戦、
申11/27、17:00 までに、市 HP から電子申込また
は申込書 ( スポーツ推進課・各市民体育館・公民館・
コミュニティセンターで配付、市 HP からダウンロー
ド可 ) を、郵送・ファックス・直接、〒 567-8505 
同課☎ 620・1608、 624・4767



特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り
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30
分
か
ら
、
所 

茨
木
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
、

備 
演
目
等
詳
細
は
同
倶
楽
部
HP
（http://

ibarakicc.com
/

）
参
照
ま
た
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
11
月
18
日
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
で
４
人
ま
で
）
で
、

〒
567
ー

0034　
大
字
中
穂
積
25
、
同
倶
楽
部
☎

625
・
１
６
６
１

西
国
街
道
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
「
陵
墓
と
仙
洞

御
料
を
め
ぐ
る
」　
時
11
月
30
日
㈯
、
午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
、
JR
総
持
寺
駅

南
口
集
合
、
小
雨
決
行
、
定 

30
人
（
多
数
の

場
合
抽
選
）、
内 

太
田
茶
臼
山
古
墳
や
仙
洞

御
料
の
村
、
郡
山
宿
本
陣
（
修
繕
中
の
た
め

外
観
の
み
）
等
、
朝
廷
と
ゆ
か
り
の
あ
る
地

を
関
連
す
る
古
文
書
・
絵
図
で
解
説
し
な
が

ら
巡
る
、申
11
月
11
日
～
21
日
（
必
着
）
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
人
数
を
記
入
）
で
、
〒
567
ー

0861　
東
奈

良
三
丁
目
12
ー
18
、
文
化
財
資
料
館
☎
634
・

３
４
３
３

チ
ン
ド
ン
屋
体
験　
時
12
月
１
日
㈰
、
午
前

10
時
～
午
後
２
時
、
所 

ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
楽
屋
、
定 

先
着
３
人
、
内 

化
粧
と
衣
装

を
つ
け
て
チ
ン
ド
ン
体
験
、
￥ 

千
円
、
申
電

話
で
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎
623
・
８
８
２
０

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
＆
講

演
会　
時
12
月
１
日
㈰
、
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
所 

関
西
テ
レ
ビ
放
送
な
ん
で
も
ア
リ
ー

ナ
（
大
阪
市
北
区
扇
町
二
丁
目
１
ー
７
）、

定 

当
日
先
着
300
人
程
度
、内 

表
彰
状
の
授
与
、

特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

子
ど
も
の
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
番
組
の
上
映
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

振
り
返
り
、
問 

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
第

三
課
☎
06
・
６
９
４
２・
９
４
９
２

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
カ
ー
シ
ョ
ー　
時
12
月
1
日

㈰
、
午
前
11
時
～
午
後
４
時
、
所 

中
央
公
園

南
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
内 

１
９
６
０
～
70
年
代
の

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
カ
ー
を
展
示
、
フ
ー
ド
と

グ
ッ
ズ
販
売
、
会
場
内
で
子
ど
も
向
け
の
試

乗
、
問 

ジ
ャ
ン
ク
ヤ
ー
ド
☎
638
・
０
２
０
０

未
来
の
歴
史
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
講
演
会　
時

12
月
２
日
㈪
、
午
後
６
時
～
７
時
30
分
、
所 

茨
木
商
工
会
議
所
、
内 

市
に
残
る
古
民
家
を

生
か
し
て
ま
ち
づ
く
り
（
大
阪
工
業
大
学
教

授　

郡　

裕
美
さ
ん
）、
定 

先
着
60
人
、
申

11
月
28
日
ま
で
に
、
同
会
議
所
HP
か
ら
電
子

申
込
ま
た
は
申
込
書
（
同
会
議
所
で
配
付
）

を
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直
接
、
同
会
議
所
☎
622
・

６
６
３
１
、

622
・
６
６
３
２

雑
損
控
除
相
談
会　
時
12
月
３
日
㈫
・
４
日

㈬
、
午
前
10
時
か
ら
・
午
後
１
時
か
ら
、
各

２
時
間
、
所 

市
役
所
南
館
10
階
大
会
議
室
、

対
今
年
に
災
害
に
係
る
修
繕
等
が
完
了
し
た

人
、
定 

各
回
当
日
先
着
10
人
、
内 

損
害
額
算

出
法
、
確
定
申
告
等
の
相
談
、
持 

収
入
と
雑

損
控
除
の
計
算
に
必
要
な
書
類
、
備 

詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問 

茨
木
税
務
署

☎
623
・
１
１
３
７

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
説
明
会　
時
12
月

６
日
㈮
、午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
、

正
午
ま
で
受
付
、
所 

市
役
所
南
館
10
階
大
会

議
室
、
対
児
童
発
達
支
援
事
業
所
・
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
利
用
予
定
の
子
ど

も
の
保
護
者
、内 

各
事
業
所
ブ
ー
ス
で
説
明
、

問 

あ
け
ぼ
の
学
園
☎
626
・
０
１
０
５

障
害
者
当
事
者
交
流
会　

時
12
月
７
日

㈯
、
午
後
２
時
～
４
時
、
所 

障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
４
階
大
会
議
室
、
対
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
、
内 

障
害
の
あ
る
人
と
な
い

人
が
一
緒
に
リ
ー
ス
づ
く
り
・
プ
レ
ゼ
ン

ト
交
換
等
、
￥ 

100
円
、
備 

手
話
通
訳
等
が

必
要
な
人
は
事
前
連
絡
要
、
問 

ほ
く
せ
つ

24
☎
638
・
１
４
６
６
、

638
・
１
６
３
３
、

hokusetu24.toujisya@
gm

ail.
comク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト　
時
12
月
７
日

㈯
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
所 

南
茨
木
多
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
、
対
60
歳
以
上
の
市
民
、

定 

先
着
100
人
、
内 

ピ
ア
ノ
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

演
奏
、唄
、
備 

利
用
登
録
要
、
申
同
セ
ン
タ
ー

☎
632
・
０
１
０
１

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
会　
時
12
月
７
日
㈯
、
午

後
１
時
30
分
～
３
時
、
所 

西
河
原
多
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
、
対
60
歳
以
上
の
市
民
、
内 

元

気
！
い
ば
ら
き
体
操
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
演

奏
、
申
同
セ
ン
タ
ー
☎
623
・
９
３
４
３

い
ば
ら
き
竹
灯
籠　
時
12
月
７
日
㈯
、
午
後

４
時
～
８
時
、
雨
天
中
止
、
所 
総
持
寺
、
内 

人権週間記念「人権を考える市民のつどい」保
時12/12 ㈭、18:30 ～ 20:30、所クリエイトセンターセンターホール、定
350 人（多数の場合抽選）、内みんな違って みんないい（オスマン サンコン
さん）、申11/22（消印有効）までに、市 HP（右下図読み取り）から電子
申込または往復ハガキ・ファックス・メール（1 回 2 人まで、住所・参加者
全員の氏名・電話番号・ファックス番号、一時保育希望者は、
子どもの名前・ふりがな・年齢と朱書きで「保育希望」を記入）で、
〒 567-0885 東中条町 2-13、人権センター☎ 622・6613、

622・6868、jimu@ibaraki-jinken.org オスマン サンコンさん

里
山
の
竹
を
利
用
し
た
竹
灯
籠
の
ロ
ウ
ソ

ク
の
灯
り
に
よ
る
和
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
音
楽
祭
や
飲
食
等
ブ
ー
ス
、
備 

当
日
撮

影
し
た
写
真
を
募
集
、
HP
上
で
発
表
、
詳

細
は
HP
（http://ibarakitaketourou 
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.com
/

）
参
照
、
問 

同
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
清
水
☎
070
・
６
６
８
２・
４
４
８
５

健
康
長
寿
フ
ェ
ス
タ　
時
12
月
10
日
㈫
、
午

後
１
時
30
分
～
３
時
、
所 

南
茨
木
多
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
、
対
60
歳
以
上
の
市
民
、
定 

先

着
50
人
、
内 

脳
ト
レ
、
体
操
、
健
康
の
講
話
、

備 

利
用
登
録
要
、
申
同
セ
ン
タ
ー
☎
632
・

０
１
０
１

今
知
っ
て
お
き
た
い
睡
眠
薬
の
お
話　
時
12

月
13
日
㈮
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
所 
南
茨

木
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
、
対
60
歳
以
上
の

市
民
、
内 

講
師　
ア
ピ
ス
薬
局
薬
剤
師　
谷

卓
磨
さ
ん
・
赤
谷
祥
子
さ
ん
、
備 

利
用
登
録

要
、
問 

同
セ
ン
タ
ー
☎
632
・
０
１
０
１

離
職
者
等
再
就
職
訓
練　

保 　
時
来
年
１

月
６
日
㈪
～
３
月
31
日
㈫
の
平
日
、
所 

SB

キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
梅
田
校
（
大
阪
市
北
区

梅
田
一
丁
目
１
―
３
）、
対
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
申
込
を
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
人
、
内 

①
医

療
・
調
剤
事
務
科
、
②
総
務
・
経
理
事
務
科
、

￥ 

①
１
万
円
、
②
９
２
８
８
円
、
備 

11
月
27

日
に
筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
）・
個
別
面

接
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申

11
月
18
日
ま
で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茨
木
☎

623
・
２
５
５
１
、
問 

府
人
材
育
成
課
☎
06
・

６
２
１
０・
９
５
３
１

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式　
時
来
年
１
月
12

日
㈰
、
午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分
、
所 

物
に
、
備 

一
時
保
育
は
①
11
月
６
日
・
②
30

日
ま
で
に
要
申
込
、
申
メ
ー
ル
（
名
前
・
携

帯
電
話
番
号
・
一
時
保
育
希
望
者
は
子
ど

も
の
名
前
と
生
年
月
日
を
記
入
）
で
、
い

の
ち
ー
む
山
崎
sakura.cafe2016@

gm
ail.com

、
問 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
☎
620
・

９
９
２
０

Ｗ
Ａ
Ｍ
ジ
ョ
イ
ン
と★

企
画
「
３
歳
か
ら
の

性
教
育
」　
保 　
時
12
月
５
日
㈭
、
午
後
１

時
～
２
時
30
分
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
401
、
対

育
児
中
の
女
性
、
定 

先
着
10
人
、
内 

性
教
育

の
根
っ
こ
か
ら
伝
え
る
性
、
備 

一
時
保
育
は

11
月
22
日
ま
で
に
要
申
込
、
申
メ
ー
ル
（
名

前
・
携
帯
電
話
番
号
・
一
時
保
育
希
望
者
は

子
ど
も
の
名
前
と
生
年
月
日
を
記
入
）
で
、

福
良
猫
松
本
☎
090
・
９
５
４
２・
３
６
２
１
、

laneko222@
gm

ail.com

ふ
わ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー　
時
①
11
月

12
日
㈫
、
②
12
月
14
日
㈯
、
③
来
年
１
月
16

日
㈭
、
④
２
月
13
日
㈭
、
午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
所 

ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
、
対
学
童

期
の
子
ど
も
の
保
護
者
（
祖
父
母
除
く
）、

定 

各
先
着
30
人
、
内 

①
夫
婦
の
絆
を
深
め
る

に
は
、
②
し
つ
け
基
本
五
カ
条
、
③
気
持
ち

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
、
④
性
教
育
～
親
か
ら

伝
え
る
べ
き
話
～
、
￥ 

各
千
円
、
申
家
庭
倫

理
の
会
北
摂
☎
080
・
１
４
７
６･

１
３
７
５

子
ど
も
セ
ミ
ナ
ー
～
工
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

時
11
月
16
日
㈯
、
①
午
前
10
時
30
分
か
ら
・

②
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
各
１
時
間
、
所 

①

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
谷

町
五
丁
目
４
ー
13
）、
￥ 

式
典
後
の
懇
談

会
は
２
千
円
（
新
成
人
と
親
、
聴
覚
支
援

学
校
在
校
生
は
無
料
）、
申
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
記
入
）
で
、（
公

社
）
大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
事
務
局
中
野

☎
06
・
６
７
６
１・
１
３
９
４
、

06
・

６
７
６
８・
３
８
３
３

講
座
・
講
習

プ
ラ
ザ
・
あ
い
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー　
時
11
月

30
日
㈯
、
午
後
２
時
～
４
時
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ

Ａ
Ｍ
502
、
対
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
、
ニ
ー

ト
、
高
校
中
退
等
の
子
ど
も
の
こ
と
で
心
配

し
て
い
る
家
族
、
定 

先
着
30
人
、
内 

社
会
へ

と
つ
な
ぐ
体
験
学
習
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場

（（
特
非
）
ク
ラ
ウ
ド
ナ
イ
ン
理
事
長　
小
林

将
元
さ
ん
）、
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
、ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ「
プ
ラ
ザ・あ
い
」

☎
655
・
１
８
２
１
、

647
・
６
６
１
７
、


plaza-ai@
d-system

.jp

Ｗ
Ａ
Ｍ
ジ
ョ
イ
ン
と★

企
画
「
親
子
の
た
め
の

子
育
て
コ
ー
チ
ン
グ
講
座
」　
保 　
時
①
11

月
17
日
㈰
、
午
後
１
時
～
２
時
45
分
、
②
12

月
11
日
㈬
、午
前
10
時
～
11
時
45
分
、所 

ロ
ー

ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
①
404・405・②
401・402
、
対
思
春
期・

思
春
期
を
迎
え
る
子
ど
も
の
保
護
者
、
定 

各

先
着
16
人
、
内 

思
春
期
は
こ
わ
く
な
い
！
３

つ
の
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
で
思
春
期
こ
そ
宝

豊
川
・
②
沢
良
宜
い
の
ち
・
愛
・
ゆ
め
セ
ン

タ
ー
、
対
市
内
在
住
の
小
学
生
、
定 

各
20
人

（
多
数
の
場
合
抽
選
）、
内 

ビ
ー
チ
グ
ラ
ス
と

自
然
素
材
の
万
華
鏡
作
り
、
￥ 

各
250
円
、
申

11
月
４
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
（
１
枚
で
兄
弟
姉
妹
の
み
同
時
受
付

可
、
参
加
希
望
場
所
・
日
時
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
保
護
者・子
ど
も
の
氏
名
、
学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
を
記
入
）
で
、
〒
567
―

0881 

上
中
条
二
丁
目
11
ー
22
、
上
中
条
青
少
年
セ

ン
タ
ー
☎
622
・
５
１
８
０

子
ど
も
の
た
め
の
狂
言
体
験
講
座　
時
①
来

年
２
月
２
日
㈰
、
３
月
１
日
㈰
・
７
日
㈯
・

14
日
㈯
、
午
後
６
時
～
８
時
、
②
15
日
㈰
、

午
後
３
時
か
ら
、
全
５
回
、
所 

ク
リ
エ
イ
ト

セ
ン
タ
ー
①
多
目
的
ホ
ー
ル
・
②
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
、
対
小
学
生
、
定 

先
着
20
人
、
内 

①

古
典
「
柿
山
伏
」・「
菌

く
さ
び
ら」
に
挑
戦
、
②
発
表
、

￥ 

千
円
、
申
11
月
28
日
、
午
前
９
時
か
ら
、

市
文
化
振
興
財
団
HP
か
ら
電
子
申
込
ま
た
は

電
話
で
、
同
財
団
☎
625
・
３
０
５
５



特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り
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青
少
年
に
よ
る
青
少
年
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト 

時
12
月
７
日
㈯
、
所 

上
中
条
青
少
年
セ
ン

タ
ー
、
対
・
定 

・
内 

左
表
の
と
お
り
、
各
学

校
ク
ラ
ブ
等
の
指
導
に
よ
る
体
験
活
動
（
①

劇
団
か
か
し
座
、
②
⑤
立
命
館
大
学
、
③
④

⑥
⑦
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
追
手
門
学
院
高
校
、
⑧
市

教
育
委
員
会
、
⑬
早
稲
田
摂
陵
高
校
）、
備 

定
員
等
詳
細
は
市
HP
参
照
、
多
数
の
場
合
抽

選
、
申
11
月
６
日
か
ら
、
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
往
復
ハ
ガ
キ
（
兄
弟
姉
妹
の
み
同
時

受
付
可
、
参
加
希
望
内
容
の
番
号
、
郵
便
番

号
・
住
所
、
保
護
者
・
子
ど
も
の
氏
名
、
学

校
名
・
学
年
、
電
話
番
号
）
で
、
〒
567
―

0881 

上
中
条
二
丁
目
11
―
22
、
同
セ
ン
タ
ー

☎
622
・
５
１
８
０
、

622
・
９
８
５
８
、

seisyoevent@
city.ibaraki.lg.jp

か
ん
た
ん
！
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
遊
ぼ
う 

時
11
月
30
日
㈯
、
①
午
前
10
時
～
正
午
、
②

午
後
２
時
～
４
時
、
所 

総
持
寺
い
の
ち・愛・

ゆ
め
セ
ン
タ
ー
、
対
小
学
①
１
～
３
・
②
４

～
６
年
生
、
定 

各
先
着
10
人
、
内 Scratch

で
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基

礎
を
学
ぶ
、
備 

車
で
の
来
場
不
可
、
申
11
月

１
日
、午
前
10
時
か
ら
、電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

☎
626
・
５
６
６
０

Ｗ
Ａ
Ｍ
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
「
子
ど
も
の
た
め

の
暴
力
か
ら
身
を
守
る
ワ
ー
ク
」　
保 　
時

11
月
17
日
㈰
、
午
前
10
時
～
正
午
、
所 

ロ
ー

ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
501
・
502
、
対
市
民
、
定 
先
着
25
人
、

内 

安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
わ
た
し
の
か
ら

だ
は
わ
た
し
の
も
の
よ
」
の
体
験
（
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
い
ば
ら
き
）、
備 

一
時
保
育
は
11

月
９
日
ま
で
に
要
申
込
、
申
11
月
1
日
、
午

前
９
時
か
ら
、
電
話
で
ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
☎

620
・
９
９
２
０

人
権
啓
発
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

時
11
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭
、
12
月
５
日
㈭
・

13
日
㈮
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
、
全

４
回
、
所 

市
役
所
合
同
庁
舎
４
階
会
議
室
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
（
知
的
障
害
者

（
児
）
対
応
）　
時
11
月
24
日
㈰
～
12
月
15
日

㈰
の
間
で
４
日
間
、所 

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

対
中
学
生
除
く
15
歳
以
上
、
定 

30
人
（
多
数

の
場
合
選
考
）、
￥ 

１
万
５
千
円
、
備 

詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
11
月
15
日

ま
で
に
、
電
話
で
（
社
福
）
ぽ
ぽ
ん
が
ぽ
ん

☎
623
・
９
２
０
２

要
約
筆
記
者
（
手
書
き
）
体
験
講
座　
時
11

月
30
日
㈯
、
12
月
７
日
㈯
、
午
前
10
時
～
正

午
、
全
２
回
、
所 

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
対

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
難
聴
者
の
情
報
保
障

に
興
味
の
あ
る
人
、
定 

15
人
（
多
数
の
場
合

抽
選
）、
申
11
月
１
日
～
15
日
に
、
電
話
で

障
害
福
祉
課
☎
620
・
１
６
３
６

特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、
定 

先
着
20

人
、
内 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
進
め

方
（Facilitator's LABO

　

栗
本
敦
子

さ
ん
）、
申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
人
権

セ
ン
タ
ー
☎
622
・
６
６
１
３
、
jim

u@
ibaraki-jinken.org

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
講
座
＆
語
り
合
い　

保  

時
11
月
22
日
㈮
、
午
前
10
時
～
正
午
、
所 

参

加
者
の
み
通
知
、
対
DV
（
精
神
的
暴
力
も
含

む
）
等
の
被
害
に
遭
っ
た
女
性
、
定 

先
着
10

人
、
内 

育
っ
た
環
境
・
子
ど
も
へ
の
影
響
、

備 

一
時
保
育
は
11
月
14
日
ま
で
に
要
申
込
、

申
ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
☎
620
・
９
９
２
０

DV
被
害
者
の
支
援
者
講
習
会　

保 　
時
12

月
12
日
㈭
、午
後
3
時
30
分
～
5
時
、所 

ロ
ー

ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
501
・
502
、
対
DV
被
害
者
に
関
わ
る

機
関
や
支
援
者
、
定 

先
着
60
人
、
内 

講
師

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授　

山
中
京
子
さ

ん
、
備 

一
時
保
育
は
12
月
４
日
ま
で
に
要
申

込
、
申
ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
☎
620
・
９
９
２
０

私
の
モ
ヤ
モ
ヤ
ス
ッ
キ
リ
！
ア
ン
ガ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座　
保 　
時
11
月
29
日
㈮
、

午
前
10
時
～
11
時
45
分
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ

402
、
定 
先
着
10
人
、
内 

自
分
の
怒
り
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
心
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
日
本

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
認
定
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー　

槇
本
恵
理
子
さ
ん
）、
備 

一

時
保
育
は
11
月
20
日
ま
で
に
要
申
込
、
申
11

月
3
日
、
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
ロ
ー
ズ

Ｗ
Ａ
Ｍ
☎
620
・
９
９
２
０

時間 内容 対象
① 10:00 ～ 11:00 ふれあい観劇会

魔法つかいのおとぎばなし
小学生以下と

保護者
② 10:00 から・11:10 から 茶道教室

小・中学生

③
10:00 から・13:00 から

SDGs クイズ＆ぷよぷよすくい
④ 1 コマ漫画体験、コラージュ・模写体験コース
⑤ 将棋体験、マンガづくり体験
⑥ 10:00 ～ 12:00 ミニクリスマスコンサート（吹奏楽）
⑦ 11:30 から・14:30 から サイエンスショー
⑧ 13:00 ～ 13:30 ほっとけん！アワード受賞式
⑨ 13:00 ～ 15:00 茶道体験
⑩ 13:30 ～ 14:15 バレーボール体験
⑪ 14:00 ～ 16:00 お菓子作り体験、ミニライブ＆楽器体験
⑫ 14:15 ～ 15:00 チアリーディング・剣道体験
⑬ 15:00 ～ 16:30 「超」入門！ラグビー教室

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修 

時
11
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫
、
午
前
９
時
20
分

か
ら
、
全
2
回
、
別
日
に
半
日
実
地
研
修
あ

り
、
所 

ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
203
、
対
60
歳

以
上
の
市
民
、
定 

先
着
15
人
、
備 

講
習
後
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
と
就
業
案
内
あ
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２
回
、
所 

シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ
い
ば
ら
き
大
広

間
ほ
か
、
対
65
歳
以
上
の
市
民
、
定 

先
着
20

人
、
内 

介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
の
体
操
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
験
等
、
問 

シ
ニ
ア
い

き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
事
務
局
☎
657
・

８
８
１
９

介
護
予
防
体
操　
時
11
月
12
日
㈫
、
午
後
１

時
30
分
か
ら
、
所 

南
茨
木
多
世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
、
対
60
歳
以
上
の
市
民
、
定 

当
日
先
着

50
人
、
内 

講
師　

た
い
よ
う
整
骨
院
院
長 

前
田
基
暁
さ
ん
、
備 

利
用
登
録
要
、
問 

同
セ

ン
タ
ー
☎
632
・
０
１
０
１

り
、
申
込
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問 （
公
社
）府
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

協
議
会
☎
06
・
６
２
６
５・
８
２
２
２

市
民
講
座
「
在
宅
療
養
を
そ
の
人
ら
し
く
」

時
12
月
３
日
㈫
、
午
後
１
時
～
４
時
、
所 

済

生
会
茨
木
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

（
見
付
山
二
丁
目
１
ー
45
）、内 

講
義
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
申
11
月
22
日
ま
で
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ナ
ル
ク
茨
木
・
摂
津
☎
620
・
６
０
８
８

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座　
時
11
月
20

日
㈬
、
午
後
２
時
～
３
時
30
分
、
所 

ロ
ー
ズ

Ｗ
Ａ
Ｍ
501
・
502
、
対
市
民
、
定 

先
着
60
人
、

申
地
域
相
談
支
援
室
☎
657
・
７
７
１
７

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座　
時
11
月
28

日
㈭
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
所 

沢
池
多

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
室
、
対
60
歳
以
上

の
市
民
、
定 

先
着
30
人
、
内 

講
師　

Ｏ
Ｓ

Ｊ
研
修
・
研
究
セ
ン
タ
ー　

折
田
静
香
さ

ん
、
備 

車
で
の
来
場
不
可
、
申
同
セ
ン
タ
ー

☎
624
・
１
１
７
７

は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修　
時
12
月

７
日
㈯
、
午
前
９
時
30
分
～
正
午
、
所 

保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
、
対
研
修
受
講
後
、
市
介
護

予
防
事
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
で

き
る
人
、
内 

高
齢
者
の
体
力
測
定
の
方
法
、

申
長
寿
介
護
課
☎
620
・
１
６
３
７

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座　
時
12
月

５
日
㈭
・
12
日
㈭
、
午
前
10
時
～
正
午
、
全

ス
を
記
入
）
で
、
〒
566
―

0012　

摂
津
市
庄

屋
一
丁
目
12
―
13
、
同
大
学
「
公
開
講
座
」

係
☎
06
・
６
３
８
１・
３
０
０
０
、

06
・

６
３
８
１・
３
５
０
２
、
ohs-jim

u@
kun.ohs.ac.jp

高
齢
者
と
の
優
し
い
付
き
合
い
方　
時
11
月

22
日
㈮
、
午
後
２
時
～
４
時
、
所 

市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
会
議
室
、
定 

先
着
30
人
、
内 

高

齢
者
そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
を
尊
重
し
た
接
し

方
（
甲
子
園
短
期
大
学
講
師　

藤
原
ミ
サ

子
さ
ん
）、
申
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
623
・

８
８
２
０

楽
し
く
学
ぶ
初
心
者
の
パ
ソ
コ
ン
教
室 

時
・
内 

左
表
の
と
お
り
、
所 

市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
定 

各
先
着
10
人
、
￥ 

各

１
５
０
０
円
、
回
数
券
あ
り
（
５
回
分
６
千

円
）、
備 W

indow
s10

を
使
用
、
申
各

３
日
前
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
日

時
・
内
容
を
記
入
）
で
、
〒
567
―

0861　

東

奈
良
一
丁
目
４
―
１
、
同
セ
ン
タ
ー
☎
634
・

８
９
９
０
、

634
・
９
４
４
９

ス
マ
ホ
初
級
講
座　
時
11
月
21
日
㈭
・
28
日

㈭
、
12
月
５
日
㈭
、
午
後
１
時
～
３
時
、
全

3
回
、
所 

葦
原
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
、
対

60
歳
以
上
の
市
民
、
定 

先
着
10
人
、
内 

基
本

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
操
作
方
法
等
、
￥ 

3
千
円
、

備 

利
用
登
録
要
、
申
同
セ
ン
タ
ー
☎
637
・

２
４
２
２

ス
マ
ホ
教
室　
時
①
11
月
７
日
㈭
・
②
14
日

㈭
・
③
28
日
㈭
、
午
前
10
時
30
分
～
正
午
、

所 

西
河
原
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
、
対
60
歳

以
上
の
市
民
、
定 

各
先
着
10
人
、
内 

①
基
本・

②
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
③
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
操
作

方
法
、
備 

利
用
登
録
要
、
申
11
月
１
日
か
ら
、

同
セ
ン
タ
ー
☎
623
・
９
３
４
３

タ
ブ
レ
ッ
ト
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座　
時
12

とき（11 月） 内容
11 日㈪
12 日㈫
14 日㈭
21 日㈭
26 日㈫

9:30～11:30 ワード

13:30～15:30 エクセル

15 日㈮
20 日㈬

9:30～11:30 インター
ネット

13:30～15:30 メール

25 日㈪
9:30～11:30

年賀状
13:30～15:30

楽しく学ぶ初心者のパソコン教室

大
阪
人
間
科
学
大
学
公
開
講
座
「
人
間
を
科

学
す
る
」　
時
11
月
９
日
㈯
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時
、
所 

同
大
学
（
摂
津
市
庄
屋
一
丁

目
12
―
13
）、
定 

先
着
400
人
、
内 

生
活
習
慣

病
と
ど
う
付
き
合
う
か
～
健
康
寿
命
の
視
点

か
ら
～
（
同
大
学
副
学
長　

山
岸
正
和
さ

ん
）
等
、
申
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー

ル
（
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ



特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り
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月
６
日
㈮
・
13
日
㈮
・
20
日
㈮
・
27
日
㈮
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時
、
全
４
回
、
所 

西
河

原
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
、
対
60
歳
以
上
の

市
民
、
定 
先
着
20
人
、
￥ 

３
千
円
、
申
11
月

30
日
ま
で
に
、
茨
木
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
☎

090
・
１
６
７
６・
０
４
９
１

自
分
の
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
こ
な

す
教
室
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
楽
し
む
」　
時
12
月

７
日
㈯
・
14
日
㈯
・
21
日
㈯
、
午
後
１
時
30

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
、
対
60
歳
以
上
の
市

民
、
内 

最
近
の
被
害
事
例
か
ら
学
ぶ
（
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー　

藤　

麻
里
子
さ
ん
）、

備 

利
用
登
録
要
、
問 

同
セ
ン
タ
ー
☎
632
・

０
１
０
１

シ
ニ
ア
英
会
話
教
室　
時
①
11
月
６
日
㈬
・

②
20
日
㈬
、
午
前
10
時
30
分
～
正
午
、
所 

西

河
原
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
、
対
60
歳
以
上

の
市
民
、
定 

各
先
着
８
人
、
内 

①
入
門
・
②

初
級
コ
ー
ス
、
備 

利
用
登
録
要
、
申
同
セ

ン
タ
ー
☎
623
・
９
３
４
３

英
語
・
数
学
教
室　
時
11
月
９
日
㈯
・
16
日

㈯
・
30
日
㈯
、
午
後
６
時
～
７
時
、
所 

西
河

原
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
、
対
市
内
在
住
・

在
学
の
中
学
生
、
定 

各
先
着
６
人
、
内 

英
語

や
数
学
を
元
高
校
教
師
・
塾
講
師
が
サ
ポ
ー

ト
、
備 

利
用
登
録
要
、
申
同
セ
ン
タ
ー
☎

623
・
９
３
４
３

暮
ら
し
と
家
計
の
講
習
会　

保 　
時
①
11

月
８
日
㈮
・
②
12
日
㈫
、
午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
所 

①
ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
501
・
502
、
②
庄

栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
定 

先
着
①
45

人
・
②
20
人
、
内 

家
計
簿
で
、
わ
か
る
、
変

わ
る
、
安
心
、
￥ 

各
400
円
、
備 

一
時
保
育
は

各
前
日
ま
で
に
要
申
込
、
申
大
阪
友
の
会
北

摂
方
面
米
澤
☎
090
・
８
７
４
６・
２
２
０
６

 

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験　
時
11
月
19
日
㈫
、
午
後

１
時
30
分
～
３
時
、
所 

西
河
原
多
世
代
交
流

セ
ン
タ
ー
、
対
60
歳
以
上
の
市
民
、
申
同
セ

ン
タ
ー
☎
623
・
９
３
４
３

分
～
３
時
30
分
、
全
３
回
、
所 

シ
ニ
ア
プ
ラ

ザ
い
ば
ら
き
、
対
60
歳
以
上
の
市
民
、
定 

先

着
15
人
、
内 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
設
定
、
電
話
、
写

真
の
送
受
信
、￥ 

３
千
円
、申
ハ
ガ
キ（
名
前・

住
所
・
電
話
番
号
・
使
用
状
況
を
記
入
）
で
、

〒
567
―

0841　
桑
田
町
24
―
21
、
茨
木
シ
ニ
ア

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
☎
090
・
１
６
７
６・
０
４
９
１

詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に　
時
11
月

22
日
㈮
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
所 

南
茨
木

特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

きずな

市民活動団体紹介コーナ－ 市民活動の

問市民活動センター☎ 623・8820

更生保護の心を社会に～人は変わることができる～
　同会は昭和 48 年（1973 年）に、当時の茨木地区保護司会会長の強
い設立意欲に支えられ、更生保護活動団体として女性保護司と有志の
女性により「市更生保護婦人会」の名称で発足しました。
　主な活動は、独自の研修のほか、府内の更生施設や養護施設への助成・
協力等です。市内にある浪速少年院とは、運動会や誕生会、成人式へ
の参加、春のお花見会のお弁当作りの手伝いなどで交流を図っており、
院生から「お母さんのような優しさを感じられた」とお礼状が届きます。
　平成 12 年には、虐待防止目的の「子どもわいわいネットワーク茨木」
を連携団体と立ち上げ、子育て支援に取り組むとともに、昨年度から
は福祉文化会館サポートセンターで、誰もが何でも話せる場として「な
でしこほっとサロン」を開設するなど、活動の幅を広げています。
　山野会長は「更生保護の理念である『人は変わることができる』と
の考えのもと、非行に走った青少年の更生と社会復帰、また非行に走
らせないための子育て支援を中心に、社会の一隅を照らす女性集団と
して活動していきます」と話しました。

Vol.59　茨木地区更生保護女性会

問合先　 茨木地区更生保護女性会　山野☎ 625・0824

な
で
し
こ
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
の
様
子
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飛
び
出
す
絵
本
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座　
時
11
月
９
日
㈯
、
午
後
１
時
～
３
時
、

所 
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
会
議
室
、
定 

先
着
20

人
、
内 
子
ど
も
達
を
対
象
に
絵
本
や
カ
ー
ド

を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
デ
ジ
タ
ル
絵

本
サ
ー
ク
ル
『
ル
ピ
ナ
ス
』
代
表　
長
澤
千

恵
美
さ
ん
）、
￥ 
200
円
、
申
電
話
で
同
セ
ン

タ
ー
☎
623
・
８
８
２
０

臨
床
美
術　
時
11
月
16
日
㈯
、
午
後
１
時
30

分
～
３
時
、
所 

南
茨
木
多
世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
、
対
60
歳
以
上
の
市
民
、
定 

先
着
20
人
、

内 

五
感
を
使
っ
て
作
品
を
描
く
、
￥ 

千
円
、

備 

利
用
登
録
要
、
申
費
用
を
直
接
、
同
セ
ン

タ
ー
☎
632
・
０
１
０
１

草
刈
機
講
習
会　
時
11
月
26
日
㈫
、
午
前
９

時
15
分
～
午
後
４
時
45
分
、
所 

市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
ほ
か
、
対
60
歳
以

上
の
市
民
、
定 

先
着
15
人
、
内 

除
草
技
能
講

習
、
同
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
、
就
業
相
談
、

持 

動
き
や
す
い
服
装
等
、
備 

申
込
等
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問 

（
公
社
）

府
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
☎
06
・

６
２
６
５・
８
２
２
２

見
山
産
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た
ミ
ニ

リ
ー
ス
作
り
体
験　
時
11
月
24
日
㈰
、
午
前

10
時
～
正
午
、
所 
見
山
の
郷
、
定 

先
着
20
人
、

￥ 

１
個
500
円
、
申
11
月
１
日
、
午
前
９
時
か

ら
、
見
山
の
郷
☎
649
・
３
３
２
８

ク
リ
ス
マ
ス
寄
せ
植
え
講
習
会　
時
12
月
7

日
㈯
、
午
前
10
時
～
正
午
、
所 

見
山
の
郷
、

定 

先
着
15
人
、
内 

ゴ
ー
ル
ド
ク
レ
ス
ト
・
シ

ク
ラ
メ
ン
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
等
を
使
っ
た
鉢

植
え
作
り
、
￥ 

１
鉢
１
５
０
０
円
、
申
11
月

１
日
、
午
前
９
時
か
ら
、
見
山
の
郷
☎
649
・

３
３
２
８

緑
の
勉
強
会
「
ク
リ
ス
マ
ス
を
飾
る
寄
せ

植
え
づ
く
り
」　
時
12
月
６
日
㈮
、
午
後
１

時
30
分
～
３
時
、
所 

市
役
所
本
館
６
階
第

１
会
議
室
、
対
市
民
、
定 

先
着
24
人
、
内 

初

め
て
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
（
Ｆ
Ｒ
Ｃ
Ａ
レ
ジ

ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ク
リ
エ
ー
タ
ー　
宮
崎
未

佳
さ
ん
）、
￥ 

千
円
、
備 

一
時
保
育
は
12
月

２
日
ま
で
に
要
予
約
、
申
11
月
20
日
、
午
前

９
時
か
ら
、電
話
ま
た
は
直
接
、同
セ
ン
タ
ー

窓
口
☎
624
・
８
１
８
２

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
ろ
う　
時
11

月
16
日
㈯
、
①
午
前
10
時
～
正
午
、
②
午
後

１
時
～
３
時
、
所 

総
持
寺
い
の
ち
・
愛
・
ゆ

め
セ
ン
タ
ー
、
対
小
学
生
以
下
と
保
護
者
、

定 

各
先
着
10
人
、
内 

追
手
門
学
院
大
学
の

学
生
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
る
、

備 

車
で
の
来
場
不
可
、
申
11
月
１
日
、
午

前
10
時
か
ら
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
626
・

５
６
６
０

ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
つ
く
っ
て
交
流
し
よ
う 

時
11
月
23
日
㈷
、
午
後
１
時
15
分
～
４
時
45

分
、
所 

ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
生
活
実
習

室
、
定 

先
着
24
人
、
内 

ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生

と
料
理
を
つ
く
る
、
外
国
人
労
働
者
と
交

流
、
￥ 

499
円
、
申
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
ユ
ニ
オ

ンw
ith YO

U

☎
655
・
５
４
１
５

お
と
う
飯
は
じ
め
よ
う
‼　

保 　
時
11
月

24
日
㈰
、
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
料
理
工
房
、
対
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
父
と
小
学
生
（
２
人
ま
で
）、

定 

先
着
８
組
（
初
参
加
者
優
先
）、
内 

天
津

飯
、
水
餃
子
（
雁
飯
店　
大
岩
賢
悟
さ
ん
）、

￥ 

700
円
（
子
ど
も
２
人
は
千
円
）、
備 

一
時

保
育
は
11
月
16
日
ま
で
に
要
申
込
、
申
11
月

心
者
向
け
、
花
・
鉢
の
選
び
方
、
製
作
、
￥ 

１
５
０
０
円
、
備 

５
い
ば
ら
き
環エ

コ境
ポ
イ
ン

ト
付
与
、
申
11
月
５
日
～
13
日
、
午
前
６
時

か
ら
、フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
（
氏
名・

住
所・電
話
番
号・「
寄
せ
植
え
」を
記
入
）で
、

農
と
み
ど
り
推
進
課
☎
620
・
１
６
２
２
、

620
・
２
２
８
９
、
noutom

idori@
city.ibaraki.lg.jp

リ
ー
ス
＆
し
め
縄
作
り
教
室　
時
12
月
7
日

㈯
、
午
前
10
時
～
午
後
３
時
、
所 

里
山
セ
ン

タ
ー
、
定 

各
先
着
20
人
、
￥ 

300
円
、
備 

重
複

申
込
不
可
、
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
、
５
い
ば
ら
き
環エ

コ境
ポ
イ
ン
ト
付
与
、
申

11
月
１
日
、
午
前
９
時
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー

☎
646
・
７
５
３
１

レ
ジ
ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う　

保  

時
12
月
11
日
㈬
、
午
前
10
時
～
正
午
、
所 

生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
対
中
学
生
除
く
15
歳
以

上
の
市
民
、
定 

先
着
10
人
、
内 

レ
ジ
ン
を
固

ディジュリドゥづくり体験
オーストラリアホストタウン関連イベント

時12/15 ㈰、11:00 ～ 12:00・14:00 ～ 15:00、所生涯学習センター
405、対小学生以上の市民（小学３年生
以下は保護者同伴）、定各先着 15 人（当
日空きがあれば参加可）、内オーストラリ
アの伝統楽器であるディジュリドゥをつ
くり、伝統文化に触れる、申11/1 から、
電話で市国際親善都市協会事務局（文化
振興課内）☎ 620・1810



特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り

3233 2019.11
広報いばらき

2019.11
広報いばらき 記号の見方：時とき、所ところ、対対象、定定員、内内容、￥費用・報酬など、持持ち物、備備考、申申込、　　　　　　　　　　　　　問問合先、メールアドレス、HP ホームページ、保一時保育あり（原則有料、詳細は事前にお問い合わせを）

定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。

３
日
、
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
ロ
ー
ズ
Ｗ

Ａ
Ｍ
☎
620
・
９
９
２
０

Ｗ
Ａ
Ｍ
ジ
ョ
イ
ン
と★

企
画
「
男
の
料
理
教

室
」　
時
12
月
14
日
㈯
、
午
前
10
時
～
午
後

２
時
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ
料
理
工
房
、
対
16

歳
以
上
の
男
性
、
定 
先
着
12
人
、
内 

お
や
じ

が
創
る
簡
単
な
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
の
料

理
、伊
達
巻
ほ
か
、
￥ 

１
５
０
０
円
、
申
メ
ー

ル
（
名
前
・
携
帯
電
話
番
号
を
記
入
）
で
、

茨
木
お
や
じ
の
会
中
村
s-nakam

ura@
ariyoshi-shuko.co.jp

、
問 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ

Ｍ
☎
620
・
９
９
２
０

漢
方
講
座　

保 　
時
12
月
４
日
㈬
、
午
後

１
時
～
２
時
30
分
、所 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

対
中
学
生
除
く
15
歳
以
上
の
市
民
、
定 

先
着

20
人
、
内 

ぽ
か
ぽ
か
薬
膳
茶
と
冷
え
性
の

話
（
薬
膳
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　
桜
井
悦
子

さ
ん
）、
￥ 

500
円
、
備 

一
時
保
育
は
11
月
25

日
ま
で
に
要
申
込
、
申
11
月
20
日
、
午
前
９

時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー

窓
口
☎
624
・
８
１
８
２

市
×
大
阪
大
学
大
学
院
連
携
講
座
「
ま
な
び

の
カ
フ
ェ
at
い
ば
ら
き
」　
保 　
時
①
12
月

５
日
㈭
、
午
後
３
時
～
４
時
30
分
、
②
12
日

㈭
、
午
後
2
時
～
3
時
30
分
、
所 

生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
304
、
対
中
学
生
以
上
、
定 

各
30
人

（
多
数
の
場
合
抽
選
）、
内 

世
界
の
人
々
の
暮

ら
し
、①
ア
フ
リ
カ
と
国
際
協
力
、②
フ
ィ
ー

ル
ド
栄
養
学
か
ら
考
え
る
高
齢
者
の
健
康
、

￥ 

各
200
円
、
備 

一
時
保
育
は
各
８
日
前
ま
で

に
要
申
込
、
申
同
セ
ン
タ
ー
HP
か
ら
電
子
申

込
ま
た
は
電
話
、
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

☎
624
・
８
１
８
２

社
会
教
育
関
係
団
体
等
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

保 　
時
①
11
月
21
日
㈭
・
②
24
日
㈰
、
午
前

10
時
～
正
午
、
所 

上
中
条
青
少
年
セ
ン
タ
ー

３
階
会
議
室
、
対
社
会
教
育
関
係
団
体
等
の

リ
ー
ダ
ー
的
立
場
の
人
等
、定  

各
先
着
40
人
、

内 

①
ふ
だ
ん
の
生
活
に
防
災
を
プ
ラ
ス
す
る

（（
一
社
）
プ
ラ
ス
ワ
ン
防
災
代
表
理
事　
坂

本
真
理
さ
ん
）、
②
子
ど
も
目
線
か
ら
の
防

災
対
策
～
元
祖
最
年
少
防
災
士
と
し
て
～

（（
一
社
）
プ
ラ
ス
ワ
ン
防
災
専
任
防
災
士 

坂
本
紫
音
さ
ん
）、
備 

一
時
保
育
は
11
月
12

日
ま
で
に
要
申
込
、
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
メ
ー
ル
（
氏
名
・
電
話
番
号
・
一
時

保
育
の
有
無
を
記
入
）
で
、
社
会
教
育
振
興

課
☎
622
・
５
１
８
０
、

622
・
９
８
５
８
、

katekyo@
city.ibaraki.lg.jp

職
場
や
家
庭
で
活
か
せ
る
！
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー　
時
12
月
13
日

㈮
、
午
後
３
時
～
５
時
、
所 

ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ

ワ
ム
ホ
ー
ル
、
定 

先
着
100
人
、
内 

良
好
な
人

間
関
係
を
築
く
た
め
、
怒
り
と
上
手
に
付
き

合
い
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
パ
ワ
ー
と
し
て
発
揮

で
き
る
ス
キ
ル
を
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
視
点
か
ら
学
ぶ
（
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル 

福
成
二
三
代
さ
ん
）、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

申
市
HP
か
ら
電
子
申
込
ま
た
は
電
話
で
、
商

工
労
政
課
☎
620
・
１
６
２
０

特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

川端康成と茨木 日本人初のノーベル文学賞受賞作家で本市名誉市
民である川端康成と茨木とのかかわりについて紹
介します。問川端康成文学館☎ 625・5978

川端康成と松本清張
　2019 年は川端康成生誕 120 年ですが、松本清張生誕 110
年でもあります。二人に直接的な接点は少なかったようですが、
松本清張が1952 年（昭和 27年）に発表した『或る「小倉日記」
伝』で第 28 回芥川賞を受賞した際の選考委員であった川端は、
「私は終始これを推した」と高く評価しました。
　二人のつながりはこれに留まりません。松本清張は、1959年（昭
和 34 年）に川端の『伊豆の踊子』と同じ時代、同じ伊豆を舞台
にした小説『天城越え』を発表します。修善寺から天城を越えて
下田へ抜ける『伊豆の踊子』とは逆に、『天城越え』の主人公は
下田から修善寺へと向かいます。『伊豆の踊子』の「朴

ほ お ば

歯の高下
駄」を履いて天城を越える一高生を反転させたような設定をされ
た「鍛冶屋の倅

せがれ

」である『天
城越え』の主人公は、「裸足」
で天城を越える道中で、あ
る事件に巻き込まれます。こ
こからはミステリー作家・松
本清張の真骨頂、怒涛の展
開が待ち受けています。
　川端康成文学館では、11

月22日に1963 年（昭和 38 年）に吉永小百合主演で映画化さ
れた「伊豆の踊子」、29日には1983 年（昭和 58 年）に田中裕
子主演で映画化された「天城越え」の上映会を開催します。30
日には、『伊豆の踊子』と『天城越え』についての文学講座も開
催いたしますので、ぜひご参加ください。
川端康成生誕120 年記念　映画上映会と関連文学講座　保　
時・所・内下表のとおり、定①各当日先着150人、②先着 60人、
￥② 700 円、備②一時保育は11月20日までに要申込、申②
11月９日、午前９時 30 分から、電話または直接、同館窓口

内容 とき（11月） ところ

①
映
画

伊豆の踊子
（1963 年、吉永小百合、

高橋英樹）
22㈮

14:00 ～
16:00

ローズWAM
ワムホール天城越え

（1983 年、田中裕子、
渡瀬恒彦）

29㈮

②
講
話

川端康成『伊豆の踊子』か
ら松本清張『天城越え』へ
（豊橋技術科学大学非常勤
講師　藤田祐史さん）

30㈯ 上中条
青少年センター「伊豆の踊子」

(©日活 )
「天城越え」
(©1983松竹株式会社)
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茨
木
で
夢
を
か
な
え
る
！
創
業
セ
ミ
ナ
ー 

時
来
年
１
月
24
日
㈮
、
午
後
６
時
30
分
～
８

時
30
分
、
所 

日
本
政
策
金
融
公
庫
大
阪
支
店

会
議
室
（
大
阪
市
北
区
曽
根
崎
二
丁
目
３
ー

５
）、
定 
先
着
30
人
、
内 

市
内
で
創
業
す
る

魅
力
や
利
用
可
能
な
制
度
の
紹
介
、
創
業
計

画
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
（
市
中
小
企
業
経
営
ア

ド
バ
イ
ザ
ー　

伊
津
田　

崇
さ
ん
）、
市
内

経
営
者
に
よ
る
講
演
（
こ
ど
も
の
食
育
す

ぽ
っ
と
ゆ
め
つ
ぼ
代
表　

大
坪
さ
や
か
さ

ん
）、
申
市
HP
か
ら
電
子
申
込
ま
た
は
申
込

書
（
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
・
直
接
、
〒
567
ー

8505 

商
工
労
政
課
☎
620
・
１
６
２
０
、

627
・
０
２
８
９
、
syokorosei@

city.
ibaraki.lg.jp

社
会
人
と
し
て
身
に
つ
け
た
い
ス
キ
ル
講
座「
情

報
を
読
み
解
き
、生
か
す
力
を
磨
こ
う
」　

保  

時
11
月
22
日
㈮
・
29
日
㈮
、
12
月
６
日

㈮
、
午
後
７
時
～
８
時
30
分
、
全
３
回
、

所 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
対
中
学
生
除

く
15
歳
以
上
、
定 

先
着
30
人
、
内 

長
年

の
記
者
経
験
を
持
つ
講
師
か
ら
情
報
を

読
み
解
く
技
術
を
学
ぶ
参
加
型
講
座
・

基
礎
編
（
追
手
門
学
院
大
学
教
授　

泊 

吉
実
さ
ん
）、
備 

一
時
保
育
は
各
８
日
前
ま

で
に
要
申
込
、
申
11
月
６
日
、
午
前
９
時
か

ら
、
同
セ
ン
タ
ー
HP
か
ら
電
子
申
込
ま
た

は
電
話
・
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
☎
624
・

８
１
８
２

応
急
手
当
講
習
会　
時
毎
週
土
・
日
曜
日
、

スポーツをする際は、飲み物を持参し、適切な水分・塩分補給に努めましょう。

料
館
２
階
研
修
室
、
対
18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
、
定 

先
着
40
人
、
内 

市

域
に
伝
わ
る
古
文
書
か
ら
市
史
を
読
み
解

く
、
￥ 

１
回
200
円
、
申
11
月
６
日
か
ら
、
同

館
☎
634
・
３
４
３
３

西
洋
か
ら
見
る
日
本
「
恵
ま
れ
た
国
日
本
」

時
11
月
23
日
㈷
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時
、

所 

福
祉
文
化
会
館
202
、
内 

西
洋
と
日
本
の
歴

史
を
比
較
し
な
が
ら
日
本
の
恵
ま
れ
た
歴

史
・
文
化
を
解
き
明
か
す
（
同
志
社
大
学
名

誉
教
授　

井
上
雅
夫
さ
ん
）、
￥ 

500
円
、
学

生
無
料
、
問 

（
公
財
）
新
教
育
者
連
盟
北
大

阪
支
部
下
野
☎
090
・
２
７
０
８・
４
５
３
５

よ
く
わ
か
る
歴
史
講
座　
時
11
月
９
日
㈯
、

午
後
２
時
か
ら
、
所 

福
祉
文
化
会
館
302
、
内 

知
っ
て
は
い
け
な
い
現
代
史
の
正
体
、
￥ 

千
円
、
問 

学
ぼ
う
会
北
摂
河
村
☎
090
・

２
１
０
９・
１
５
３
５

募

集

市
立
ギ
ャ
ラ
リ
ー
利
用
者　
時
来
年
８
月
～

11
月
、
木
～
火
曜
日
、
午
前
10
時
～
午
後
７

時
（
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）、
所 

市
立

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
￥ 

６
日
間
８
万
７
千
円
、
備 

12
月
11
日
、
午
前
10
時
か
ら
、
市
役
所
南
館

６
階
会
議
室
で
抽
選
会
、
来
年
２
月
・
４
月

～
７
月
に
別
途
空
き
あ
り
、
日
程
等
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
11
月
１
日
～

29
日
（
必
着
）
に
、
申
込
書
（
市
立
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
文
化
振
興
課
で
配
付
、
市
HP
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

〒
567
ー

8505　
同
課
☎
620
・
１
８
１
０

き
ら
め
き
フ
ェ
ス
タ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ　
対
18
歳
以
上
の
市
民
で
12
月
13
日
～
15

日
に
各
３
時
間
程
度
活
動
可
能
な
人
、
内 

12

月
15
日
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
う
き
ら

め
き
フ
ェ
ス
タ
の
前
日
準
備
・
当
日
運
営
補

助
等
、
￥ 

謝
礼
１
日
千
円
、
備 

11
月
17
日
、

午
後
２
時
か
ら
の
説
明
会
に
要
参
加
、
多
数

の
場
合
選
考
、
申
11
月
11
日
ま
で
に
、
同
セ

ン
タ
ー
HP
か
ら
電
子
申
込
、
ま
た
は
電
話
・

直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
☎
624
・
８
１
８
２

き
ら
め
き
フ
ェ
ス
タ
「
か
が
や
き
広
場
」
へ

の
情
報
掲
示　
時
12
月
15
日
㈰
、
所 

生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
対
同
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
等

市
公
共
施
設
で
活
動
を
し
て
い
る
団
体
・
個

人
、
内 

パ
ネ
ル
を
使
っ
て
活
動
内
容
の
掲
示

や
メ
ン
バ
ー
募
集
、
申
11
月
30
日
ま
で
に
、

Ａ
３
用
紙（
１
団
体
２
枚
分
ま
で
）を
直
接
、

同
セ
ン
タ
ー
窓
口
☎
624
・
８
１
８
２

茨
木
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者 

時
来
年
5
月
24
日
㈰
、
所 

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
き
ら
め
き
ホ
ー
ル
、
定 

小
学
生
～
高
校

生
20
人
、
内 

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
日
本
舞

踊
を
披
露
、
￥ 

３
千
円
、
備 

11
月
16
日
か
ら

主
に
第
１
・
第
３
土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
稽
古
を

実
施
（
13
回
中
６
回
以
上
参
加
要
）、
申
11

月
10
日
ま
で
に
、
伝
統
文
化
を
愛
す
る
会
弓

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、
内 

心
肺
蘇

生
法
（
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ
）、異
物
除
去
法
、

止
血
法
等
、
備 

入
門
（
90
分
）
か
ら
上
級
救

命
講
習（
８
時
間
）等
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
コ
ー

ス
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
受
け
ら
れ
る
「
応

急
手
当
Ｗ
ｅ
ｂ
講
習
」
あ
り
、
申
救
急
救
助

課
☎
622
・
６
９
５
９
、

621
・
０
１
１
９
、

o40000091@
osaka.qq-net.jp

（
市
HP
か
ら
電
子
申
込
可
）

茨
木
の
地
名
町
名
の
由
来
～
三
宅
地
区
～ 

時
11
月
27
日
㈬
、
午
後
２
時
～
４
時
、
所 

天

王
公
民
館
大
会
議
室
、
定 

先
着
70
人
、
内 
古

く
か
ら
三
島
地
域
へ
の
南
の
玄
関
口
だ
っ

た
三
宅
地
区
、
三
宅
氏
と
三
宅
城
の
実
像

に
迫
る
（
元
市
史
編
さ
ん
室　

田
中
裕
三

さ
ん
）、
申
電
話
で
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎

623
・
８
８
２
０

古
文
書
教
室
講
座　
時
①
11
月
14
日
㈭
、
②

12
月
19
日
㈭
、
③
来
年
１
月
９
日
㈭
、
午
後

６
時
～
７
時
30
分
、
全
３
回
、
所 

文
化
財
資



特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り
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特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

場
☎
090
・
４
２
８
３・
３
７
７
７

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
つ
く
る

ア
ー
ト
展
作
品　
内 

12
月
２
日
～
27
日
に
総

持
寺
い
の
ち・愛・ゆ
め
セ
ン
タ
ー
で
の
ア
ー

ト
展
作
品
出
展
、
申
11
月
１
日
か
ら
、
同
セ

ン
タ
ー
☎
626
・
５
６
６
０

合
同
就
職
面
接
会
へ
の
参
加
企
業　
時
来
年

１
月
24
日
㈮
、
午
後
１
時
～
４
時
、
所 

摂
津

市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
摂
津
市
南
千

里
丘
５
ー
35
）、
内 

三
市
一
町
（
茨
木
市
・

高
槻
市・摂
津
市・島
本
町
）
合
同
就
職
フ
ェ

ア
で
開
催
す
る
合
同
就
職
面
接
会
で
求
職
者

と
の
採
用
面
接
、
申
11
月
20
日
ま
で
に
、
電

話
で
商
工
労
政
課
☎
620
・
１
６
２
０ 

府
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生 

時
来
年
４
月
１
日
㈬
～
再
来
年
３
月
31
日

㈬
、
所 

①
②
④
⑤
⑧
⑩
⑫
豊
中
・
③
高
槻
・

⑥
吹
田
・
⑦
摂
津
・
⑨
⑪
茨
木
市
内
、
⑬

各
地
、
対
お
お
む
ね
55
歳
以
上
、
定 

各
先
着

45
人
、
内 

【
本
科
】
①
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

を
め
ざ
す
科
、
②
美
術
を
め
ぐ
る
～
美
術

散
歩
、
③
水
彩
を
学
ぶ
科
、
④
心
を
豊
か

に
す
る
音
楽
科
、
⑤
西
国
街
道
の
史
跡
探

訪
科
、
⑥
ぶ
ら
っ
と
散
策
、
⑦
敗
者
か
ら

見
た
古
代
史
、
⑧
争
乱
と
人
物
か
ら
の
日

本
史
、
⑨
新
・
日
本
の
近
代
史
、【
特
別
短

期
講
座
】
⑩
総
合
文
化
を
学
ぶ
科
、
⑪
は

じ
め
て
の
日
本
書
紀
と
万
葉
集
、
⑫
三
国

志
を
楽
し
む
科
、
⑬
再
発
見
！
な
ん
で
も

見
て
や
ろ
う
、
￥ 

①
～
⑨
４
万
５
千
円
、
⑩ 

⑪
３
万
２
千
円
、
⑫
⑬
１
万
６
千
円
、
申
12

月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込
書
（
地

域
福
祉
課
、
市
公
共
施
設
で
配
付
、
同
カ

レ
ッ
ジ
HPhttp://oncc.jp/

か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）、
を
郵
送
で
、
〒
560
―

0021 

豊
中
市
本
町
一
丁
目
３
ー
19
、
同
カ
レ
ッ
ジ

連
絡
事
務
所
☎
06
・
６
１
５
１・
４
４
６
１

里
山
保
全
活
動
参
加
者　
【
上
音
羽
、
銭
原
】

時
主
に
第
１・
３
日
曜
日
、
午
前
10
時
～
午

後
３
時
、午
前
９
時
に
JR
茨
木
駅
東
口
集
合
、

雨
天
中
止
、
所 

上
音
羽
、
銭
原
、
長
谷
地
区

内
の
山
林
、
内 

桧
林
育
林
、雑
木
林
整
備
等
、

￥ 
１
日
400
円
、
申
茨
木
ふ
る
さ
と
の
森
林
つ

く
り
隊
長
畑
☎
090
・
６
５
２
８・５
３
６
５
、

【
車
作
】
時
主
に
第
１・
３
土
曜
日
、
午
前

10
時
～
午
後
３
時
、
午
前
９
時
に
JR
茨
木

駅
西
口
集
合
、
雨
天
中
止
、
所 

車
作
地
区

内
の
山
林
、
内 

雑
木
林
整
備
等
、
￥ 

１
日

200
円
、
申
車
作
里
山
倶
楽
部
櫨は

ぜ
や
ま山

☎
090
・

５
６
６
４・
４
０
２
３
、【
彩
都
、
鉢
伏
山
】

時
主
に
第
２・
４
土
曜
日
、
午
前
９
時
～
正

午
、
午
前
８
時
30
分
に
モ
ノ
レ
ー
ル
彩
都

西
駅
集
合
、
雨
天
中
止
、
所 

大
字
粟
生
岩

阪
の
山
林
、
内 

桧
林
育
林
、
雑
木
林
整
備

等
、
申
鉢
伏
山
森
づ
く
り
の
会
眞
並
☎
090
・

１
８
９
８・
８
３
７
９

農
業
大
学
校
生　
対
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は

同
等
の
学
力
が
あ
り
、
卒
業
後
府
内
で
農
業

関
係
に
従
事
す
る
志
の
あ
る
人
、
備 

12
月
13

日
に
試
験
、
申
11
月
18
日
～
12
月
9
日
、
同

校
☎
072
・
979
・
７
０
３
２

ス
ポ
ー
ツ

シ
ニ
ア
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
時
11
月

18
日
㈪
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
所 

東

市
民
体
育
館
、
対
60
歳
以
上
の
市
民
、
定 

先

着
20
人
、
内 

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、
バ
ッ
コ
ー

等
、
持 

上
履
き
、
動
き
や
す
い
服
装
、
申
11

月
７
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
）
で
、

地
域
福
祉
課
☎
620
・
１
６
３
４
、

621
・

１
６
６
０

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場　
時
①
11
月
10
日

㈰
、
②
12
月
８
日
㈰
、
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分
、
所 

東
市
民
体
育
館
、
対
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
者
、
内 

跳
び
箱
・
マ
ッ
ト
・
平

均
台
・
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
・
公
式
ワ
ナ
ゲ
・

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、①
バ
ル
バ
レ
ー
、②
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、持 

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
運
動
で
き
る
服
装
等
、
問 

茨
木
東

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
レ
ッ
ツ
☎
633
・
５
７
０
１

茨
木
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
オ
ー
ク
フ
ェ
ス

タ　
時
11
月
23
日
㈷
、
所 

西
河
原
公
園
北
、

対
・
内 

左
表
の
と
お
り
、
定 

②
⑦
当
日
先
着

20
人
、
備 

③
雨
天
時
変
更
あ
り
、
⑦
雨
天
中

止
、
問 

同
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
福
井
市
民
体
育

館
内
）
☎
090
・
５
８
９
７・７
０
２
４

内容 ところ 時間 対象
①ニュースポーツ体験

屋内運動場

9:30～ 12:00 小学生以上
②ウェーブリング
　ストレッチ 9:00～ 10:00

中学生以上
③卓球開放 10:00～ 12:00
④和太鼓演奏 公園広場 10:00～ 11:00 －
⑤健康チェック
　（筋肉バランスほか） 公園会議室 9:00～ 12:00 18歳以上

⑥野菜・米等即売会
公園広場

10:00～ 12:00 －
⑦ノルディック
　ウォーキング講習・実技 9:00～ 10:00 中学生以上

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
の
可
能
性
を
最
大
限

に
引
き
出
す
保
護
者
の
役
割　
時
11
月
16
日

㈯
、
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
15
分
、
所 

追
手
門
学
院
大
学
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
、
対

市
内
在
住
で
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
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る
子
ど
も
の
保
護
者
、
定 

先
着
120
人
、
内 

栄

養
面
・
精
神
面
の
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
と
正
し

い
知
識
や
身
近
に
あ
る
悩
み
（
元
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
選
手　
奥
野
史
子

さ
ん
・
巽　
樹
里
さ
ん
、
元
プ
ロ
テ
ニ
ス
選

手　
浅
越
し
の
ぶ
さ
ん
、
関
西
福
祉
科
学
大

学
准
教
授　

津
吉
哲
士
さ
ん
）、
申
11
月
８

日
、
正
午
ま
で
に
、
同
大
学
HP
（http://

w
w

w
.otem

on.ac.jp/
）
か
ら
電
子
申

込
、
問 

同
大
学
ス
ポ
ー
ツ
研
究
セ
ン
タ
ー
☎

641
・
９
６
９
０

ク
ラ
ブ
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　
時
12
月

22
日
㈰
、
午
前
９
時
か
ら
、
所 

市
民
体
育

館
、
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
在
ク
ラ

ブ
で
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
登
録
者
（
当

日
登
録
可
）、
内 

男
女
１・
２
部
（
50
歳
以

上
）、
予
選
リ
ー
グ
戦
後
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
、
￥ 

１
チ
ー
ム
９
千
円
（
高
校
生
６
千

円
、
中
学
生
以
下
３
千
円
）、
備 

12
月
７
日
、

午
後
２
時
か
ら
、
同
体
育
館
会
議
室
で
抽

選
、
詳
細
は
同
連
盟
HP
（http://ibaraki 

shibadom
inton.w

eb.fc2.com
/

）
参

照
、
申
11
月
30
日
、
午
後
５
時
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
同
連
盟
事
務
局

☎
・

633
・
５
８
６
６

池
上
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル
ス
大
会 

時
12
月
１
日
㈰
、
午
前
９
時
か
ら
、
所 

市

民
体
育
館
、
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
で
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
登
録

者
（
申
込
時
登
録
可
）、
内 

リ
ー
グ
戦
後
、

必
要
に
応
じ
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
￥ 

１
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
千
円
、
備 

11
月

16
日
、
午
後
２
時
か
ら
、
市
民
体
育
館
会
議

室
で
抽
選
、
申
11
月
９
日
、
午
後
５
時
ま
で

に
、
申
込
書
（
同
連
盟
HPhttp://ibaraki 

shibadom
inton.w

eb.fc2.com
/

か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

直
接
、
同
連
盟
事
務
局
窓
口
☎
・

 

633
・

５
８
６
６

オ
ー
プ
ン
年
齢
別
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会　
時

12
月
８
日
㈰
、
午
前
９
時
か
ら
受
付
（
混
合

ダ
ブ
ル
ス
は
正
午
か
ら
）、
所 

市
民
体
育
館
、

内 

年
齢
別
男
女
・
混
合
ダ
ブ
ル
ス
（
一
般
・

45
～
54
歳
・
55
～
64
歳
・
65
歳
以
上
）、
予

選
リ
ー
グ
後
順
位
別
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、

￥ 

1
組
２
千
円
、
備 

ペ
ア
の
若
い
方
の
年
齢

の
部
に
出
場
、
申
11
月
23
日
、
午
後
７
時
ま

で
に
、
費
用
を
直
接
、
市
卓
球
連
盟
事
務
局

窓
口
☎
625
・
６
４
８
９

ゴ
ル
フ
新
ル
ー
ル
講
習
会　
時
12
月
２
日

㈪
、
午
後
３
時
か
ら
、
所 

茨
木
カ
ン
ツ
リ
ー

倶
楽
部
２
階
（
大
字
中
穂
積
25
）、
定 
先
着

100
人
、
申
11
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ（
住
所・氏
名・電
話
番
号
を
記
入
）

で
、
〒
567
ー

0835　
新
堂
一
丁
目
22
ー
30
、
市

ゴ
ル
フ
連
盟
事
務
局
☎
632
・
２
７
０
３

議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会　
時
12

月
10
日
㈫
、
午
前
９
時
か
ら
、
８
時
30
分
か

ら
受
付
、
雨
天
時
17
日
、
所 

中
央
公
園
南
・

北
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
、
定 

先
着
200
人
、
￥ 

千
円
、
申
11
月
８

ジ
作
り
（
未
来
屋
書
店
）、
問 

穂
積
図
書
館

☎
620
・
１
０
５
６

読
み
聞
か
せ
講
座
「
ち
い
さ
い
子
と
た
の
し

む
わ
ら
べ
う
た
・
絵
本
」　
時
11
月
28
日
㈭
、

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
、
所 

中
条
図
書

館
１
階
お
は
な
し
室
、
対
０
～
３
歳
児
と
保

護
者
、
定 

先
着
20
組
、
内 

講
師　
野
の
花
文

庫　
岩
出
景
子
さ
ん
、
申
11
月
14
日
、
午
前

スポーツをする際は、飲み物を持参し、適切な水分・塩分補給に努めましょう。

日
ま
で
に
、
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
連
盟

事
務
局
☎
635
・
９
９
８
１

図

書

館

【
中
央
図
書
館
☎
627
・
４
１
２
９
】

９
時
30
分
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
同
館

窓
口
☎
622
・
２
４
７
６

い
っ
し
ょ
に
つ
く
ろ
う
デ
ジ
タ
ル
紙
芝
居

＆
と
び
だ
す
カ
ー
ド　
時
11
月
30
日
㈯
、
午

後
２
時
～
３
時
30
分
、
所 

中
条
図
書
館
１

階
集
会
室
、
対
３
歳
～
小
学
生
、
定 

先
着
30

人
、
内 

参
加
者
が
描
い
た
魚
の
絵
が
登
場
す

る
「
う
ら
し
ま
た
ろ
う
」
の
デ
ジ
タ
ル
紙
芝

居
上
演
と
カ
ー
ド
づ
く
り
（
デ
ジ
タ
ル
絵
本

サ
ー
ク
ル
『
ル
ピ
ナ
ス
』
代
表　

長
澤
千

恵
美
さ
ん
）、
問 

同
サ
ー
ク
ル
長
澤
☎
622
・

３
２
７
５

水
尾
図
書
館
駐
車
場
が
使
用
で
き
ま
せ
ん 

時
11
月
11
日
㈪
、
午
後
５
時
～
12
日
㈫
の
終

日
、
予
備
日
18
日
㈪
、
午
後
5
時
～
19
日
㈫

の
終
日
、
問 

同
館
☎
637
・
４
４
１
６

読
書
会　
時
①
11
月
14
日
㈭
、
午
前
10
時
～

正
午
、
②
22
日
㈮
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
、
所 

中
央
図
書
館
２
階
会
議
室
、
内 

①

「
翔
ぶ
少
女
」
原
田
マ
ハ
著
、
ポ
プ
ラ
社
、

②
「
陸
王
」
池
井
戸　
潤
著
、
集
英
社

図
書
館
を
使
い
こ
な
そ
う
講
座
「
図
書
館
で

の
上
手
な
本
の
探
し
方
」　
時
11
月
17
日
㈰
、

午
前
10
時
30
分
か
ら・午
後
１
時
30
分
か
ら
、

各
30
分
、
所 

中
央
図
書
館
1
階
ロ
ビ
ー
、
定 

各
当
日
先
着
５
人
、
内 

図
書
館
で
の
本
の
並

び
方
や
館
内
検
索
機
の
使
い
方
を
説
明

え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば　
時
11
月
16
日
㈯
、
①
午

前
11
時
～
午
後
３
時
30
分
、
②
午
前
11
時
30

分
～
11
時
50
分
、
③
午
後
１
時
30
分
～
２

時
、
④
午
後
２
時
30
分
～
２
時
50
分
、
⑤
午

前
11
時
～
午
後
３
時
、
所 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
茨

木
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
、
内 
①
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

（
自
由
閲
覧
）、
②
③
④
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
お
は
な
し
会
、
⑤
ぬ
り
え
缶
バ
ッ
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2019.11
広報いばらき 記号の見方：時とき、所ところ、対対象、定定員、内内容、￥費用・報酬など、持持ち物、備備考、申申込、　　　　　　　　　　　　　問問合先、メールアドレス、HP ホームページ、保一時保育あり（原則有料、詳細は事前にお問い合わせを）

定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。

みんなの掲示板
来年 1月号の掲載依頼の締め切りは 11/20 まで、
2月号の掲載依頼の受付は 11/21 からです。掲載
申込は直接、まち魅力発信課☎620・1602の窓口へ。

募　　集

開　　催
◎一生自分の足で歩ける足育講座 
11/4、10:00 ～ 12:00、 み ん な の
ほっっとルーム（新中条町 8-18）、☎
同ルーム前田 080・2477・7553（平
日、10:00 ～ 16:30）
◎アルバム作り・アロママッサージ　
11/19・22・26・29、10:00 ～ 11:00、

貸しスペース C
ク ー

ouc
ク ー

ou（末広町 1-3）、
500 円、☎てるてるサークル坂上 090・
5886・7540
◎大正琴コンサート　11/29、13:30
から、山手台コミセン、市民、☎ひび
きの会多田 649・3428
◎ 0 歳からたのしめる子どものた
めのコンサート　11/30、11:00 か
ら、彩都西コミセン、500 円、3 ～

17 歳 200 円、3 歳未満無料、メール
で要予約、☎ Y&S 鈴木 629・0247、
yandsmusic@yahoo.co.jp

◎マンドリン部員　土曜、14:00 ～
16:00、 玉 櫛 公 民 館、 月 3000 円、
☎茨木マンドリンクラブ Rose 川上
090・3829・2516

特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

「みんなの掲示板」へ掲載を希望する皆さんへ
掲載依頼の際に決算書（写）などを提出してください（有料の開催・募集の場合）

　コーナー利用の公平性を高めるため、参加者から費用を徴収する場合は、開催・募集ともに、収支がわかる書類（決
算書など）の写しを掲載依頼書提出時に添付してください。詳細は、まち魅力発信課にお問い合わせください。

❖掲載項目は必要最低限の内容にしてください。また、 
　同課で修正を行うこともあります
❖会員募集や同一内容のものの掲載は、年度（4 月～翌
　年 3 月）に 1 回、開催は 3 か月に 1 回に限ります
❖活動実績がある団体に限ります

❖「開催」で掲載する内容は、広報誌発行月の当月 1 日
　から翌月 5 日までの情報に限ります
❖掲載することが適切でないと認められるものは、お断
　りすることがあります
❖掲載の申込は同課窓口でのみ受け付けます

次のように省略しています　あいセンター＝いのち・愛・ゆめセンター、WAM= ローズ WAM、コミセン＝コミュニティ
センター、 ハートフル＝障害福祉センター、きらめき＝生涯学習センター、クリエイト＝クリエイトセンター

安威府営住宅集会所と郡山団地Ａ５棟前は 11月の巡回なし
※ともしび号の点検のため軽ワゴン車で巡回

移動図書館「ともしび号」巡回日程表（11月）
巡回日 時間 巡回場所

16 日㈯※ 10:00 ～ 16:00 環境フェア
（クリエイトセンター前）

17 日㈰※

14:00 ～ 16:00

郡山府営住宅集会所
（B15 棟前）

22 日㈮※ 蔵垣内会館
23 日㈷ 春日丘八幡宮
27 日㈬ 北春日丘児童遊園
28 日㈭ 西福井府営住宅集会所

巡回日 時間 巡回場所
2 日㈯
30 日㈯ 14:00 ～ 16:00

美穂ケ丘南公園
3 日㈷
24 日㈰ 白川中央公園

15 日㈮※
29 日㈮

10:40 ～ 11:10 車作クラブ

11:20 ～ 11:50 忍頂寺自治会館

13:00 ～ 13:45 見山の郷

14:00 ～ 14:30 北辰出張所

14:45 ～ 15:15 大岩自治会館
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定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。
記号の見方：時とき、所ところ、対対象、定定員、内内容、￥費用・報酬など、持持ち物、備備考、申申込、　　　　　　　　　　　　　問問合先、メールアドレス、HP ホームページ、保一時保育あり（原則有料、詳細は事前にお問い合わせを）

講座名 とき
子育て中に知っておきたい

「ホップ・ステップ講座」 11/18㈪、10:00～ 12:00

子どもと一緒に遊ぼう！
「わむっこくらぶ」 11/25㈪、10:00～ 11:00

WAMカルチャー
「筆文字デザイン」 12/2㈪、10:00～ 12:00

自分ひとりで本を楽しむ日 12/9㈪、9:30～ 12:00

出前版お楽しみ広場
時①11/7 ㈭・21 ㈭・27 ㈬、10:30 ～12:00、②11/19 ㈫、
10:30 ～12:00、所①アル・プラザ茨木、②イオンモール茨
木、対未就学児と保護者、内親子で気軽に楽しめる催し等、
問子育て支援課☎620･1633

プレママ・プレパパもつどいの広場のご利用を
時・所下表のとおり、備詳細は各広場にお問い合わせくだ
さい。問子育て支援課☎620・1633

お知らせ・各種イベント
ちゃお おやこ教室冬のコース
時・対下表のとおり（全 10 回、①初参加者優先）、所子
育てすこやかセンター、内親子で交流、備車での来場不可、
兄弟姉妹の同伴は別途申込、申12/5（必着）までに、往
復ハガキ (「ちゃお おやこ教室申込」・クラスと曜日・郵
便番号・住所・親子の氏名・ふりがな・電話番号・子ども
の生年月日・性別を記入 ) で、〒 567-0864 沢良宜浜三
丁目 12-５、同センター☎ 080・3466・1495

広場名 とき（11 月）
ちゃちゃはうす☎664･6331 2 ㈯、12:00 ～14:00

16 ㈯、9:00 ～14:00
さんさんひろば
☎ 657･8188

3 ㈷・10 ㈰・17 ㈰・24 ㈰、
10:00 ～ 16:00

こえんひろば
☎ 050･1070･0878

5 ㈫・12 ㈫・19 ㈫・26 ㈫、
10:00 ～ 12:30
13:00 ～ 16:00

ふくろう広場
☎ 643･2968

5 ㈫・12 ㈫・19 ㈫・26 ㈫、
13:00 ～ 16:00

ほしのこひろば
☎647・7438

6 ㈬・13 ㈬・20 ㈬・27 ㈬、
10:00 ～ 16:00

ぽっぽかすが
☎ 631･8383

6 ㈬・13 ㈬・20 ㈬・27 ㈬、
13:30 ～ 16:00

第 2 ほしのこひろば
☎ 646･6666

7 ㈭・14 ㈭・21 ㈭・28 ㈭、
9:30 ～ 14:30

きゅーぴーはうす
☎638・7571

7 ㈭・14 ㈭・21 ㈭・28 ㈭、
10:00 ～ 16:00

森のひろば
☎ 637･5550

11 ㈪ ･18 ㈪・25 ㈪、
13:00 ～ 16:00

るんびに広場☎ 601･4989 15 ㈮、10:00 ～16:00
あっぷるはうす☎641・3988 20 ㈬、11:00 ～12:00
あいあい広場☎ 646･8715 28 ㈭、10:00 ～12:00
ぽっぽルーム☎624･9301 28 ㈭、15:00 ～17:00

タイトル とき ところ 対象・定員 内容等 申込
出前版知って得す
る子育て講座

11/27 ㈬、
10:30 ～ 11:30 天王公民館 １～ 12 か月児と保護

者、先着 15 組
産後ママヨガ
with ベビー

11/6
から 子育て支援 

総合センター 
☎ 624・9301知って得する 

子育て講座　保 

11/28 ㈭、
10:30 ～ 12:00

子育て支援総
合センター

１～４歳児の保護者、
先着 20 人

乳幼児期の子どもと
の関わり～こんな時
どうしたらいい？～

11/7
から

離
乳
食
講
習
会

ごっくん
クラス　保 

12/4 ㈬・5 ㈭、
10:30 ～ 11:30

こども健康
センター

4・5 か月児の保護者、
各先着 16 人

講義、試食は
保護者のみ

11/1
から

保健医療
センター

☎ 625・6685

ごっくん
クラス

12/5 ㈭、
14:00 ～ 15:00

かみかみ
クラス　保 

12/12 ㈭、
10:00 ～ 11:30

8・9 か月児の保護者、
先着 20 人

講義、調理実習、
試食は保護者のみ

幼児食ぱくぱく
クラス　保

12/10 ㈫、
10:00 ～ 12:30

1 ～ 3 歳の保護者、
先着 15 人

ここが知りたい歯の
ギモン、講義、調理
実習、試食、150 円

パパ＆ママクラス
時12/8 ㈰、9:30 ～ 12:00、10:30 まで受付、所保健医
療センター 3 階、対妊婦とその夫
等、内妊婦・育児体験、食事バラン
ス診断、健康チェック、地域の情報
提供等、持母子健康手帳、筆記用具、
スリッパ、靴袋、申11/1 から、市
HP から電子申込または直接、こど
も健康センター窓口☎621・5901

タイトル とき
（来年1月から） 対象 定員

① 1・2 歳児
クラス

水・木曜日、
9:45 ～ 11:15

平成 28 年 4 月 2 日～
30 年 4 月 1 日生まれ

各
10 組

（多数
の場合
抽選）

② 2 歳児
以上

クラス
水曜日、

13:15 ～ 14:45
平成 25 年 4 月 2 日～
29 年 4 月 1 日生まれ

子育て相談・一緒に遊ぼう！
時11/６㈬、12/４㈬、来年１/８㈬、10:30 ～12:30、所イ
オンモール茨木ジョイプラザ、対未就学児と保護者、内子育
て相談、絵本・知育玩具等のあそびコーナー、問（一社）子
育てサポート・えん代表松岡☎625･7156

中部ブロックわいわいフェスタ「おやこで遊ぼう」
時11/27 ㈬、10:00 ～11:30、9:30 から受付、所上中条青
少年センター、対未就学児と保護者、定先着70 組、内にこ
ちゃん広場の先生と一緒におやこで楽しいふれあい遊び、
申11/1、10:00 から、電話で子どもわいわいネットワーク
茨木中部ブロック事務局（救世軍希望館内）☎623・3758

ＷＡＭくらぶ連続講座　保
時・内下表のとおり、全４回、対１歳～未就学児の保護者、
定先着15 組、備初回参加要、申11/6 ～10、9:00 から、電
話でローズＷＡＭ☎620・9920
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子育て応援キャラクター
いばらっきーちゃん

主に未就学児と保護者を対象にした子育て応援コーナー
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定員・申込などの記載がない場合は事前申込不要または当日直接会場へ。費用の記載がない場合は参加無料。
記号の見方：時とき、所ところ、対対象、定定員、内内容、￥費用・報酬など、持持ち物、備備考、申申込、　　　　　　　　　　　　　問問合先、メールアドレス、HP ホームページ、保一時保育あり（原則有料、詳細は事前にお問い合わせを）

予防接種　（問合先　こども健康センター☎621・5901）

種類   対象
ヒブ

生後２か月～ 60 か月未満
小児用肺炎球菌

4 種混合 生後３か月～ 90 か月未満
BCG

生後１歳未満
B 型肝炎

個別接種
所予防接種委託医、対下表参照、それ以外の定期予防接種

（麻しん風しん、水痘、日本脳炎、2 種混合、子宮頸
け い

がん）は、
問い合わせるか、市 HP をご覧ください。持予診票、母子
健康手帳、備委託医によって予約制の場合もありますので、
各医療機関にお問い合わせください。

BCG 集団接種
時12/9 ㈪、13:45 ～ 14:45、所こども健康センター、
対1 歳未満（標準生後 5 ～ 8 か月）、定先着 100 人、持
予診票、母子健康手帳、備委託医療機関でも接種可、申
11/1 から、市 HP から電子申込、または電話で同センター

タイトル とき 場所・窓口 問合先

子育て
相談

月～金曜日
10:00～
16:00

子育て支援
総合センター
こども相談室

☎ 624･0961
*kosodate-soudan@

city.ibaraki.lg.jp
子育て

面接相談
月～金曜日
10:00～
16:00

子育てすこやか
センター「ちゃお」 ☎ 663･1002

発達療育
相談

火～土曜日
9:00～17:00 すくすく親子教室 ☎ 620･9833

ことばの
教室

月～金曜日
8:45～17:00 教育センター ☎ 626･4400

小児救急
電話相談

毎日
20:00～
翌朝8:00

☎♯8000 または  
☎06･6765･3650

児童虐待
110番

月～金曜日
9:00～17:45

府吹田子ども
家庭センター

☎ 06・6389 
・2099

児童相談所
全国共通
ダイヤル

24時間、
365日 最寄の児童相談所 ☎ 189

（一部IP電話不可）

児童虐待
相談・通告

月～金曜日
9:00～17:00

子育て支援
総合センター
こども相談室

☎ 624･8951

夜間休日
虐待通告
専用電話

平日夜間
 17:45～
翌朝9:00 府子ども

家庭センター
☎ 072・

295･8737土曜日・休日
終日

子育て相談

一時保育スマイル・つどいの広場「ぽっぽルーム」休所
時12/27 ㈮、問子育て支援総合センター☎624・9301

あかちゃんあそぼ
時・所11/5 ㈫＝総持寺保育所、6 ㈬＝沢良宜保育所、7 ㈭
＝茨木幼稚園、11 ㈪＝子育て支援総合センター、12 ㈫＝
水尾コミュニティセンター、13 ㈬＝
西幼稚園、19 ㈫＝蔵垣内会館、21 ㈭
＝耳原公民館、27 ㈬＝中津コミュニ
ティセンター、10:00 ～11:00、対お
おむね４～12 か月児と保護者、内親
子のふれあい遊びと交流、問子育て
支援総合センター☎624・9301

高校生と子育てについて交流
時① 11/1 ㈮・8 ㈮、11:00 ～ 12:30、② 11 ㈪・12 ㈫・
14 ㈭・15 ㈮・18 ㈪ ・19 ㈫・21 ㈭・22 ㈮・27 ㈬、
11:00 ～ 12:00、所①北摂つばさ高校、②茨木高校、対未
就学児と保護者、定各先着① 15 組・② 16 組、内将来大
人になる高校生たちと子育てをテーマに触れ合う、申各前
日までに、②は茨木高校 HP で注意事項等確認の上、電話
または直接、子育て支援総合センター窓口☎ 624・9301

ファミリー・サポート・センター説明・登録会　保
時①11/10 ㈰・26 ㈫、9:30 ～11:30、②12/3 ㈫、10:00 ～
12:00、所①子育て支援総合センター５階、②庄栄コミュニ
ティーセンター、対市内在住で習い事等の送迎や自宅で子
どもをみてくれる人、生後3 か月～小学6 年生までの子ども
をみてほしい人、両方希望する人、￥8:00 ～20:00 ＝1 時
間700 円（時間外、土・日曜日、祝日は800 円）、備一時保育
は各7 日前までに要申込、申電話でファミリー･ サポート･
センター☎620・7101（9:00 ～17:00、日曜日、祝日休み）

「親子ひろば」ふわふわ・たんたん　保
時①11/5 ㈫・7 ㈭・14 ㈭・19 ㈫・21 ㈭・28 ㈭、10:30
～12:00、②12 ㈫・26 ㈫、10:00 ～11:30、所①すくすく
親子教室、②天王幼稚園、対１歳8 か月・3 歳6 か月健康診
査を受け発達が気になる子どもと保護者、定各先着①6 組・
②4 組（多数の場合初参加者優先）、内ふれあい遊び、感触
遊び、相談、備一時保育は各10 日前までに要申込、申同教室
☎620・9817（10:00 ～17:00、日・月曜日、祝日休み）

あそびのひろば
時・所①11/15 ㈮＝耳原公民館、②22 ㈮＝中条公民館、③
12/２㈪＝太田公民館、10:00 ～11:30、対未就学児と保護
者、内自由あそび・親子ふれあい遊び・子育て情報提供等、
問①郡保育所☎641・2281、②中央保育所☎626・0849、
③総持寺保育所☎623・2089

 お知らせ・各種イベント
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市ホームページ「いばらき便り」でも
まちの話題を発信中！

いばらき便り 検索

フォトグラフ

　イオンモール茨木で、動物愛護展を開催しました。人
と動物の共生について理解を深めることを目的に、アニ
メ上映や迷子札フォルダーの配布、譲渡動物の紹介など
を行いました。来場者は「ペットは家族の一員。大切に
しないといけないと改めて感じました」と話しました。

人と動物の共生について理解を深める
動物愛護展を開催

9/21・
22

　映画「葬式の名人」のロケ地巡りツアーを開催しました。
市内のロケ地となった商店街などを巡りながら、各ロケ地
の裏話や撮影時の様子を市職員が解説。参加者は「聖地巡
礼みたいで楽しかったです。今日の話を参考に、もう一度
映画を観ます」とツアーを満喫した様子でした。

聖地巡礼！？
ロケ地巡りツアーを開催9/23

　映画「葬式の名人」の全国公開を記念した特別メニュー
のランチが茨木スカイレストランで販売されました。映
画のシーンをモチーフにした内容で、食べた人は「映画
のシーンのように彩りが鮮やかでした」と満足した様子
でした。好評につき、11/20 も販売される予定です。

映画のシーンを‟食”で彩る
「葬式の名人」ランチを販売9/19

　市内飲食店のおいしい料理と全国の 100種類以上のク
ラフトビール、素敵な音楽が楽しめる茨木麦音フェスト
が中央公園南グラウンドで開催されました。来場者は「ま
さにビールと音楽の祭典。好きなものを同時に堪能でき
て最高です」と楽しんでいました。

ビールと音楽の祭典
茨木麦音フェストを開催

9/22・
23



41 2019.11
広報いばらき

特

集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド

無
料
相
談

健

康

イ
ベ
ン
ト

講
座
講
習

募

集

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

み
ん
な
の

掲
示
板

パ
パ
マ
マ

ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト

グ
ラ
フ

市
議
会

だ
よ
り

今
月
の
表
紙

　男性市内最高齢者の堀口廣明さん（104 歳）を福岡市
長が訪問し、長寿を祝いました。市長から「末永くお元
気でいてください」と声を掛けられた堀口さんは「あり
がとうございます。体も心もまだまだ元気です」と笑顔
で喜びの気持ちを伝えました。

末永くお元気で
市長が男性市内最高齢者を訪問9/24

今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
郡
小
学
校
の

５
年
生
に
よ
る
稲
刈
り
体
験
の
１

枚
で
す
。
６
月
に
児
童
た
ち
が
泥

ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
植
え
た
苗

が
、
立
派
に
育
ち
ま
し
た
。
稲
の

刈
り
と
り
、
刈
っ
た
稲
を
束
に
結

ぶ
、
結
ん
だ
束
を
干
す
と
い
っ
た

一
連
の
工
程
を
体
験
し
た
児
童
た

ち
。
自
分
た
ち
で
収
穫
し
た
お
米

を
食
べ
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　市役所南館で、市美術展を開催しました。絵画や版画、
写真など、市内外から寄せられた 461点の力作の展示に
加え、高校生選抜コーナーも設けられました。来場者は「ど
の作品もすごく丁寧に作られていて、作品が醸し出す世
界観に引き込まれました」と作品に見入っていました。

作品の世界観に引き込まれる
市美術展を開催

　JR 総持寺駅アートプロジェクト SOUの展示作品の入
れ替えを行いました。今回は、４人のアーティストがさ
まざまな「時」を表現。人が行きかう駅構内自由通路で、
立ち止まって作品に見入る人、通り過ぎながら見る人な
ど、鑑賞する様子もさまざまでした。

4回目の今回は「時」がテーマ
SOU展示作品入れ替え

9/29～ 
来年3月末

人口　282,132 人（＋ 102）
　男　136,596 人（＋ 39）
　女　145,536 人（＋ 63）
世帯　126,397世帯（＋ 122）

人口と世帯数
（10 月 1 日現在）

※（　）内は前月比

　立命館いばらきフューチャープラザで、健康フェスタ
を開催しました。AED講習や各種相談などのほかに、ド
クター・薬剤師体験が行われました。参加した子どもは「薬
剤師さんの仕事はやることが多くて大変だったけど、勉
強になりました」と話しました。

薬剤師の仕事を体験
健康フェスタを開催9/2910/11

～20



問合先　商工労政課☎ 620・1620

11/8 ㈮～12/8 ㈰

と き　11/30 ㈯、10:40 ～ 12:10・14:40 ～ 16:10、
ところ　梅花女子大学調理室、対象　4 歳～小学生と保
護者、定員　各 10 組（多数の場合抽選 )、費用　各 300
円、申込　11/1 ～ 11 に、市 HP から電子申込、またはメー
ル・ファックス（参加者の住所・氏名・年齢・電話番号・
希望の時間を記入）で、商工労政課 627・0289、 
　 syokorosei@city.ibaraki.lg.jp

親子でさつまいもクッキング茨木おいもグルメラリー
グルメフェア期間中に対象商品・料理を購入 ( 注文 )
してスタンプを集めると、抽選で賞品
が当たります。ラリー用マップは参加
41 店舗、商工労政課、公共施設等で
配付。詳細は HP（右図読取り）をご
確認ください。
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９月定例会議決結果
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　令和元年第４回定例会を９月５日から 27日
までの 23日間の会期で開催しました。
　この定例会では、「令和元年度大阪府茨木市
一般会計補正予算（第２号）」などの議案、決算、
意見書等を審議しました。

９月定例会

スマートフォンの QR
コードリーダーで読み
取ることができます。

サツマイモ堀りを楽しむ親子（大岩いも掘り園）

いばらき

市議会だより
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一般会計補正予算質疑

課
題
を
、
病
院
誘
致
の
検
討
の
際
に
重
視

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
ど

う
か
。

地
域
医
療
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、

病
院
・
病
床
の
少
な
い
中
央
圏
域
、

南
圏
域
の
課
題
に
対
し
て
は
、
病
院
誘
致

の
方
針
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
小
児
医
療
に
つ
い
て
、
病
院
誘
致
の

検
討
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
全
体
的
な

視
点
で
課
題
の
抽
出
を
行
っ
て
い
る
段
階

で
あ
る
が
、
小
児
初
期
救
急
医
療
の
充
実

は
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
就
農
給
付
金
制
度
に
つ
い

て
、
申
請
か
ら
交
付
決
定
ま
で
約

１
年
か
か
っ
て
い
る
。
京
都
府
亀
岡
市
に

お
い
て
は
、
申
請
か
ら
約
１
か
月
で
交
付

決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
交
付
決
定
ま
で
の

期
間
が
短
い
か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
就
農

を
諦
め
た
り
、
地
域
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
交
付
決
定
を
迅

速
化
し
、
１
日
で
も
早
く
営
農
で
き
る
よ

う
な
体
制
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

相
談
に
来
ら
れ
る
新
規
就
農
者
の

方
々
は
、
農
業
技
術
や
農
機
具
所

就
農
給
付
金
制
度
の
手
続
の
迅
速
化
を

問答

地
域
医
療
資
源
調
査
分
析
報
告
書

に
は
、
本
市
の
医
療
施
策
の
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
医
療
バ
ラ

ン
ス
や
、
小
児
医
療
に
係
る
医
療
提
供
体

制
の
課
題
は
、
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の

か
。
特
に
、
小
児
医
療
に
つ
い
て
は
、
高

槻
市
内
に
あ
る
初
期
救
急
先
と
の
距
離
の

医
療
供
給
体
制
の
方
向
性
は

問

答

有
状
況
、
就
農
計
画
の
内
容
熟
度
等
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
丁
寧
な
指
導
を
要
す
る
方

も
お
ら
れ
、
そ
の
時
々
に
応
じ
た
対
応
を

し
て
い
る
。
農
業
技
術
や
就
農
計
画
に
問

題
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
交
付

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

設
定
し
て
い
な
い
が
、
よ
り
多
く
の
市
民

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
登
録
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
現
状
の
取

り
組
み
に
加
え
て
、
転
入
者
や
人
権
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
、
制
度
の
周
知
と
登
録
者
数
の
増

加
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

住
民
票
の
写
し
等
を
代
理
人
や
第

三
者
に
交
付
し
た
際
に
、
本
人
へ

通
知
す
る
こ
と
で
不
正
取
得
等
を
防
止
す

る
本
人
通
知
制
度
に
つ
い
て
、
本
市
で
は

登
録
者
数
が
少
な
く
、
増
や
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
市
は
、
ど
の
よ
う
な
周
知
を

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
登
録
者
数
の
目

標
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

本
制
度
周
知
の
た
め
、
制
度
概
要

を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
と
と
も
に
、市
民
課
や
各
い
の
ち・

愛
・
ゆ
め
セ
ン
タ
ー
等
の
窓
口
へ
も
チ
ラ

シ
を
設
置
し
て
い
る
。
具
体
的
な
目
標
は

本
人
通
知
制
度
の
周
知
拡
大
を

問答

第４回定例会

　令和元年度一般会計補正予算質疑を９月
５日、６日の２日間にわたり行いました。
　主な質疑内容は次のとおりですが、誌面
の都合上、質疑の一部しか掲載できません。
詳しい内容は、南館１階情報ルーム及び各
図書館に設置している会議録をご覧くださ
い。また、市議会ホームページでもご覧い
ただけます。（いずれも 11月中旬予定）

一般会計補正
予算質疑

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
幾
子

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本
　
光
宏

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
安
孫
子
　
浩
子

本人確認制度の案内（市民課窓口）
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市
議
会

だ
よ
り

確
立
を
め
ざ
し
て
お
り
、
公
共
交
通
や
補

完
す
る
移
動
支
援
の
充
実
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
課
題
の
洗
い
出
し
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
解
析
や
地
域

の
方
々
と
の
協
議
の
中
で
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
公
共
交
通
に
関
す
る
地
域
課
題
の

解
決
は
、
必
要
に
応
じ
て
福
祉
部
局
等
も

含
め
、
調
整
会
議
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も

考
え
て
い
る
。

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、
選
挙
に

携
わ
る
全
職
員
に
投
開
票
事
務

の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
整
備
も
重
要
と
考
え
て

い
る
。
投
票
事
務
に
お
い
て
は
、
責
任
者

等
に
投
票
者
数
の
管
理
等
を
徹
底
す
る
よ

う
指
導
す
る
。
開
票
事
務
に
お
い
て
は
、

経
験
を
考
慮
し
た
人
選
を
行
い
、
十
分
な

説
明
と
研
修
を
行
う
。特
に
計
数
事
務
は
、

担
当
者
が
票
箋
に
押
印
す
る
な
ど
責
任
感

を
持
っ
て
取
り
組
み
、
開
票
作
業
の
正
確

性
を
高
め
る
。

小
中
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
教
員

国
に
お
い
て
は
、児
童
福
祉
法
等
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
が
改
正
さ

れ
、
今
年
度
内
に
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
大
綱
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
第
３
期
次
世
代
育
成
計
画
は
、
今

年
度
が
計
画
最
終
年
と
な
る
が
、
次
期
計

画
へ
は
、
多
様
な
保
護
者
が
存
在
す
る
こ

と
の
認
識
を
踏
ま
え
、
ケ
ア
が
必
要
な
子

ど
も
へ
の
対
応
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
は
ど
う
か
。

養
育
能
力
の
低
さ
や
育
児
疲
れ
、

ひ
と
り
親
等
の
課
題
が
絡
み
合

い
、
多
様
化
し
て
い
る
保
護
者
の
実
態
を

把
握
し
て
お
り
、
新
計
画
に
は
子
ど
も
の

貧
困
解
消
に
直
接
効
果
の
あ
る
事
業
を
位

置
付
け
る
。
ま
た
、
親
の
妊
娠
・
出
産
期

か
ら
家
庭
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
把
握

し
た
上
で
、
適
切
な
支
援
が
包
括
的
か
つ

早
期
に
講
じ
ら
れ
る
施
策
を
計
画
に
反
映

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

多
様
な
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
は

問答

令
和
元
年
７
月
21
日
執
行
の
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
の
開
票
作

業
に
お
い
て
、
計
数
ミ
ス
等
に
よ
り
、
確

定
ま
で
に
非
常
に
長
い
時
間
が
か
か
っ

た
。
当
初
の
開
票
結
果
は
、
投
票
者
数
と

開
票
数
と
も
に
誤
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
職

員
の
経
験
不
足
と
ル
ー
ル
の
不
徹
底
が
要

因
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
再
発
防
止
策

超
高
齢
化
社
会
に
突
入
す
る
中
、

高
齢
者
の
日
常
の
外
出
を
支
え
る

た
め
に
は
、
現
在
の
交
通
体
系
は
維
持
し

つ
つ
、
よ
り
き
め
細
か
な
交
通
網
の
形
成

が
市
域
全
体
で
必
要
で
あ
り
、
地
域
ご
と

の
課
題
の
洗
い
出
し
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、道
路
交
通
課
だ
け
で
は
な
く
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
地
域
課
題
を
協

議
し
、
具
体
的
な
移
動
手
段
の
確
保
策
を

つ
く
る
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

誰
も
が
住
み
や
す
い
・
移
動
し
や

す
い
と
実
感
で
き
る
交
通
体
系
の

公
共
交
通
の
地
域
課
題
解
決
は

問 開
票
作
業
の
ミ
ス
再
発
防
止
を

問

答学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
は

問

答 　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
萩
原
　
　
佳

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
小
林
　
美
智
子

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
桂
　
　
睦
子

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
一
代

が
子
ど
も
と
向
き
合
え
る
時
間
を
増
や

す
」
な
ど
の
効
果
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使

え
て
い
な
い
教
員
の
現
状
は
ど
う
か
。
ま

た
、
学
習
に
困
難
が
あ
る
児
童
・
生
徒
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、
以

前
は
断
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
今
は
小
中
学
校
と
も
に
可
能
と
い
う

認
識
で
よ
い
の
か
。

教
員
に
対
す
る
平
成
30
年
度
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
子
ど
も

と
向
き
合
え
る
時
間
が
「
十
分
取
れ
て
い

る
」
と
の
回
答
が
、
小
中
学
校
と
も
に
、

前
年
度
よ
り
増
加
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活

用
に
つ
い
て
は
、「
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
」

が
１
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒

の
障
害
等
の
状
況
に
よ
り
、
必
要
な
場
合

は
学
習
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
使
用
を
認
め
て
い
る
。

電子黒板を活用した授業（養精中学校）

答
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フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
門
戸
を
広
げ
て
い

く
こ
と
へ
の
見
解
は
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
不
登
校
の

児
童
・
生
徒
に
対
し
、
学
習
指
導
、

教
育
相
談
、
体
験
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

る
民
間
施
設
で
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

相
談
や
指
導
を
受
け
る
選
択
肢
の
１
つ
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
学
校
が
個
々
の
児
童
・
生
徒
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、本
人
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
、フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
相
互

に
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

た
、
ス
マ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス
か
ら
一
般
就
労

へ
の
支
援
拡
充
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

多
様
な
生
活
課
題
を
抱
え
て
い
る

方
が
多
い
た
め
、同
行
支
援
、訪
問
、

そ
の
他
の
専
門
職
と
連
携
し
、
チ
ー
ム
支

援
に
努
め
て
お
り
、
自
立
に
向
け
た
プ
ラ

ン
作
成
件
数
は
、
平
成
30
年
度
よ
り
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
マ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス

に
お
け
る
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、
対
象

者
の
適
性
に
応
じ
た
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ

等
の
細
や
か
な
支
援
に
努
め
る
な
ど
、
就

職
率
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
る
。

は
、
法
令
に
の
っ
と
り
、
入
口
ゲ
ー
ト
付

近
に
看
板
を
掲
示
し
、
市
民
へ
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

元
市
民
会
館
解
体
工
事
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
、
市
民
か

ら
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
を
不
安
視
す
る
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
に

つ
い
て
は
、
作
業
場
所
を
密
閉
、
隔
離
や

集
塵
排
気
装
置
を
設
置
す
る
な
ど
、
法
令

に
の
っ
と
っ
た
手
順
で
作
業
を
行
い
、
建

物
の
解
体
前
に
除
去
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
広
く
市
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

元
市
民
会
館
解
体
工
事
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
対
策
に
つ
い
て

相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
近
年

子
ど
も
の
貧
困
や
８
０
５
０
問
題

（
※
１
）
に
関
す
る
生
活
困
窮
者
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
支
援
体
制
強
化
を

図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
自
立
支
援
相
談

員
を
１
人
増
員
し
、
６
人
体
制
で
対
応
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま

答

相
談
支
援
事
業
の
成
果
は

問

長
期
欠
席
の
児
童
・
生
徒
が
登
校

に
至
る
ま
で
に
は
、フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
を
利
用
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
と

考
え
る
。
学
力
を
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

集
団
生
活
を
通
し
て
社
会
性
を
身
に
付
け

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
と
し
て
も
、
今
後
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
門
戸
拡
大
を

問

答
阪
急
南
茨
木
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

阪
急
南
茨
木
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
は

問

答

（※ 1） ８０５０問題 ： ひきこもりの子をもつ家庭が高齢化し、 50 代の中高年のひきこもりの子を 80 代の後期高齢者
にさしかかった親が面倒を見るケースが増えているという社会問題。

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
　
友
次
　
通
憲

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
康
博

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
　
守

ア
ス
ベ
ス
ト
完
全
除
去
の
周
知
は

問 　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

アスベスト除去対策に関する看板（市民会館跡地）

会議録を閲覧できます

　市議会では、本会議の ｢会議録
｣ を定例会、臨時会ごとに発行し
ています。市役所南館１階の情報
ルーム、各図書館で自由に閲覧で
きますので、ご利用ください。
　また、議会ホームページ
（https://www.kensakusystem.
jp/ibaraki-s/index.html）でも
ご覧いただけます。
　なお、9月定例会の会議録は、
11月下旬に発行の予定です。
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市
議
会

だ
よ
り

12
月
末
頃
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
夏
頃
ま
で
か
か
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
暫
定
的
に
で
も
、
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
こ
と
は
あ
る
と
考
え
る
が
、
す

ぐ
対
応
で
き
な
い
原
因
は
何
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
は
、
駅
ビ
ル
内
に
設
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
ビ
ル
の
損
傷
に
伴
い
、

建
て
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
撤
去
も
必
要
で
あ
る

た
め
、
復
旧
に
は
数
年
か
か
る
と
聞
い
て

い
る
。
現
状
で
は
、
車
イ
ス
の
方
や
高
齢

者
等
は
、
梅
田
方
面
ホ
ー
ム
横
の
ス
ロ
ー

プ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
の
利
用
方
法
を
改
め
て
周
知
し
、
利
用

者
の
不
便
解
消
に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
市
と
し
て
も
、
利
用
者
の
利
便

性
が
向
上
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
要
望
し

て
い
く
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
、
官

民
共
同
で
設
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

会
社
に
対
し
、
そ
の
運
営
や
事
業
に
補
助

金
を
支
出
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
補
助
内
容
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、

経
営
状
況
等
に
つ
い
て
議
会
へ
の
報
告
義

務
は
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
議
会
や
市
民
へ

の
事
業
展
開
の
周
知
は
、
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。ま

ち
づ
く
り
会
社
は
、
行
政
や
民

間
企
業
で
は
実
施
困
難
な
、
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

す
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
今
回

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
の
関
わ
り
方
は

問

る
が
、
今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

現
在
進
め
て
い
る
安
威
川
ダ
ム
周

辺
整
備
事
業
に
お
い
て
、
民
間
活

力
導
入
を
前
提
と
し
た
事
業
実
施
に
向

け
、
制
度
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
北
部
地

域
の
既
存
施
設
間
の
連
携
に
資
す
る
ハ
ブ

拠
点
を
ダ
ム
周
辺
に
形
成
す
る
こ
と
で
、

都
市
住
民
に
も
山
間
地
域
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
交
流
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
で
は
、
山
間
地
域
と
都
市
部

が
接
近
し
た
地
勢
を
活
か
し
、「
山

と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
い
ば

き
た
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
事
業

を
実
施
し
て
い
る
が
、
真
に
都
市
住
民
が

山
間
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
交
流
を
生
む

た
め
に
は
、
既
存
の
交
流
や
文
化
施
設
を

連
携
さ
せ
た
、
山
間
地
域
に
人
を
呼
び
込

む
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

山
間
地
域
へ
人
を
呼
び
込
む
仕
組
み
を

問

答

８月

本会議（初日）
本会議（２日目）
民生常任委員会
建設常任委員会
民生常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）

５ 日
６ 日
10日

11日
12日

17日
18日
19日
20日
25日

27日

９月

６ 日
20日
21日

23日
30日

市議会のうごき

議会基本条例検証会議
民生常任委員会
建設常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
幹事長会
議会広報委員会
議員研修会
北部地域整備対策特別委員会
市街地整備対策特別委員会
議会基本条例検証会議

１ 日
５ 日

11日
17日
18日
19日
30日

７月

幹事長会
議会基本条例検証会議
市民会館跡地等整備対策特別
委員会
政治倫理条例策定会議
幹事長会
議会運営委員会

答 　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
嘉
夫

答

の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
期
間
内

は
、
会
社
運
営
費
等
に
補
助
金
を
支
出
す

る
予
定
で
あ
り
、
今
年
度
の
予
算
額
は

２
４
０
０
万
円
で
あ
る
。
市
の
出
資
割
合

が
低
い
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、
議
会
へ
の

報
告
義
務
は
な
い
が
、
事
業
内
容
等
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
等

を
行
っ
て
い
く
。

いばきたﾃﾞｻﾞｲﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの活動 ( 車作地区 )
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３
年
間
の
相
談
件
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

ま
た
、
変
動
理
由
は
何
か
。
さ
ら
に
、
本

市
の
相
談
支
援
体
制
の
中
で
、
長
年
ノ
ウ

ハ
ウ
を
培
っ
て
き
た
、
本
セ
ン
タ
ー
の
役

割
に
つ
い
て
の
見
解
は
ど
う
か
。

相
談
件
数
に
つ
い
て
は
、
３
館

合
わ
せ
て
、
平
成
28
年
度
が

１
１
０
２
件
、
29
年
度
が
１
１
１
２
件
、

30
年
度
が
１
６
４
９
件
で
あ
る
。
増
加
の

理
由
と
し
て
、
昨
年
の
地
震
の
際
、
セ
ン

タ
ー
が
避
難
所
と
な
り
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
継
続
し
て
対
応
し
た
こ
と

で
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
の
認
知
度

が
高
ま
っ
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。
本
セ

ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

相
談
機
能
を
活
用
し
、
人
権
施
策
推
進
の

拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
に
身
近
な
相

談
機
関
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。

平
成
30
年
度
は
、
立
命
館
大
学
関

連
の
事
業
等
が
終
了
し
、
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
関
連
事
業
等
も
一
段
落
し

た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
大
阪
北
部
地

震
に
よ
る
一
部
損
壊
住
宅
被
災
者
へ
の
災

害
減
免
等
の
支
援
施
策
を
実
施
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、
臨
時
財

政
対
策
債
（
※
１
）
は
、
実
質
的
に
地
方

交
付
税
の
代
替
財
源
で
も
あ
り
、
過
度
な

抑
制
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
犠
牲
に
す
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
ど

う
か
。

本
市
で
は
、
当
初
予
算
や
補
正
予

算
に
お
い
て
、
今
、
必
要
な
サ
ー

問答 臨
時
財
政
対
策
債
の
過
度
な
抑
制
は

市
営
駐
輪
場
に
お
け
る
自
転
車
の

利
用
台
数
と
、
定
期
利
用
者
数
は
、

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

定
期
利
用
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
特
に
人

気
の
あ
る
駅
周
辺
の
駐
輪
場
に
お
い
て
、

長
期
に
わ
た
っ
て
空
き
を
待
つ
方
も
い
る

と
聞
い
て
お
り
、
対
策
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
現
在
の
待
ち
状
況
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
営
駐
輪
場
に
お
け
る
自
転
車

の
利
用
台
数
は
、
平
成
28
年
度

は
６
３
３
万
５
１
０
３
台
、
29
年
度
は

６
３
２
万
６
８
２
７
台
、
30
年
度
は

６
３
７
万
５
２
７
０
台
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い

の
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
定
期
利
用
者
数

は
、
日
々
施
設
ご
と
に
変
動
が
あ
る
た
め

数
字
で
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
部

の
駅
等
を
除
い
て
は
、
常
に
定
期
利
用
の

契
約
待
ち
が
発
生
し
て
お
り
、
人
気
の
高

い
駐
輪
場
で
は
数
年
待
っ
て
い
た
だ
く
状

況
が
続
い
て
い
る
。

答

各
い
の
ち
・
愛
・
ゆ
め
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談
事
業
に
つ
い
て
、
直
近

問 駅
前
市
営
駐
輪
場
の
利
用
状
況
は

問 相
談
事
業
の
実
績
と
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

ビ
ス
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
事

業
を
適
切
に
措
置
し
て
お
り
、
地
震
対
応

に
つ
い
て
も
基
金
を
活
用
し
た
生
活
支
援

策
等
を
実
施
し
た
。
そ
の
上
で
、
毎
年
、

年
度
途
中
に
財
源
が
生
じ
た
場
合
は
、
財

政
健
全
化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
普
通
交
付
税
の
交

付
額
に
は
直
結
し
な
い
の
で
、
借
金
と
捉

え
て
抑
制
し
て
い
る
。

（※ 1） 臨時財政対策債 ： 地方一般財源の不足に対処するため、 投資的経費以外の経費にも充てられる地方財政法
第 5条の特例として発行される地方債。

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
康
博

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
　
稲
葉
　
通
宣

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

　「平成30年度大阪府茨木市一般会計決算」
の審査が付託された一般会計決算特別委員
会は、青木順子委員（公明党）を委員長に
選任し、9月 17 日・18 日・19 日の３日間
にわたり、関係書類の審査を行ったのち、
20 日に質疑を行いました。
　ここでは、一般会計決算特別委員会での
主な質疑応答の要旨を掲載しています。

一般会計
決算特別委員会
質　疑

答
ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
、
不
登
校

状
態
に
あ
る
子
ど
も
・
若
者
を
支

援
す
る
た
め
、
子
ど
も
・
若
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
「
く
ろ
す
」
に
お
い
て
、
当
事

問 子
ど
も
・
若
者
の
自
立
支
援
の
成
果
は

各いのち・愛・ゆめセンターにおける相談事業
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市
議
会

だ
よ
り

図
書
館
所
蔵
資
料
で
は
調
べ
き
れ

な
い
事
項
へ
の
情
報
提
供
を
目
的

に
整
備
し
た
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
に
お
け
る

現
時
点
の
評
価
と
し
て
は
、
利
用
者
に
一

定
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
お
お
む
ね
満
足

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
回
線
を
利

用
し
て
い
る
た
め
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
へ
の
接

続
人
数
が
増
え
る
と
、
通
信
速
度
が
遅
く

な
る
点
を
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

者
や
そ
の
家
族
を
支
援
し
て
い
る
が
、
本

事
業
の
成
果
に
つ
い
て
の
評
価
方
法
は
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る
利
用
実
績

が
非
常
に
増
え
て
い
る
が
、
理
由
の
分
析

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

評
価
に
つ
い
て
は
、
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
段
階
ア
ッ
プ
率
と
い
う
判

断
基
準
を
用
い
て
お
り
、
利
用
者
が
ひ
き

こ
も
り
レ
ベ
ル
か
ら
週
40
時
間
程
度
の
勤

務
時
間
の
職
に
就
く
レ
ベ
ル
ま
で
を
10
段

階
に
区
切
り
、
来
所
当
初
か
ら
現
在
ま
で

を
比
較
し
、
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
増

加
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
利
用
料
無
料
の

対
象
を
、
平
成
30
年
度
か
ら
就
学
援
助
費

の
所
得
制
限
を
参
考
に
拡
充
し
た
た
め
と

考
え
て
い
る
。

は
ｃ
評
価
（
進
行
に
や
や
遅
れ
）
で
あ
っ

た
。
当
該
取
り
組
み
は
、
目
標
と
し
て
、

家
庭
、
事
業
所
の
ご
み
の
分
別
、
ご
み
の

資
源
化
率
の
上
昇
を
掲
げ
て
い
る
が
、
判

定
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
る
。
資

源
ご
み
の
回
収
、
保
全
に
は
数
値
化
で
き

な
い
困
難
が
あ
る
と
思
う
が
、
数
値
目
標

の
達
成
度
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
仕
事

内
容
も
加
味
し
、
評
価
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

中
央
図
書
館
の
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
（
※
２
）
に
つ
い
て
、
過
去

３
年
の
利
用
実
績
は
、
平
成
28
年
度
が

２
５
８
６
件
、
29
年
度
が
２
９
２
６
件
、

30
年
度
が
２
８
７
４
件
と
の
こ
と
だ
が
、

30
年
度
は
震
災
に
よ
る
休
館
の
影
響
で
下

が
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
今
後
の
通
信
環

境
を
勘
案
す
る
と
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
利
用
者

は
増
加
し
て
い
く
と
考
え
る
。
現
時
点
で

の
本
取
り
組
み
へ
の
評
価
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

平
成
30
年
度
の
施
策
評
価
に
つ
い

て
、
ご
み
の
「
再
資
源
化
の
推
進
」

問

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 差　引

一 般 会 計 88,196,403,577 86,235,048,710 1,961,354,867

特
別
会
計

財 産 区 5,067,622,093 102,478,575 4,965,143,518

国 民 健 康 保 険 事 業  28,167,524,476 27,232,135,992 935,388,484

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 3,931,765,481 3,786,097,757 145,667,724

介 護 保 険 事 業 17,802,687,059 17,458,884,262 343,802,797

合 計 143,166,002,686 134,814,645,296 8,351,357,390

下 水 道 等 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 7,110,704,343 6,069,803,478 1,040,900,865

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 6,006,335,177 5,104,851,648 901,483,529

[ 平成 30 年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）

平成 30年度決算を認定

一般会計決算特別委員会での関係書類審査

　平成 30 年度一般会計・特別会計決算及び企業会計決算は、一般会計決算
特別委員会及び各常任委員会で審査後、９月 27 日の本会議で認定しました。

答施
策
評
価
判
定
の
妥
当
性
は

問 中
央
図
書
館
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
へ
の
評
価
は

答
ｃ
評
価
に
な
っ
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
数
値
目
標
と
し
て
、
掲

げ
て
い
る
数
値
に
届
い
て
い
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
で
、
担
当
課
が
判
断
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
数
値
目
標
を
達
成
し
て

い
な
い
こ
と
で
、
必
ず
し
も
ｃ
評
価
に
な

る
も
の
で
は
な
い
。
評
価
の
中
に
合
理
的

な
理
由
が
あ
れ
ば
下
げ
る
必
要
も
な
く
、

そ
う
し
た
点
も
勘
案
し
な
が
ら
評
価
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
　
守

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
光
夫

答

公衆無線 LAN の一種で、 Wi-Fi に対応するパソコンやスマートフォンがあれば無料
で利用できるインターネット接続サービスのこと。

（※ 2） フリーWi-Fi （ワイファイ）：

中央図書館の Wi-Fi 使用可能エリア
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一般会計決算討論
　９月 27 日の本会議において賛成者多数で認定した「平成 30 年度一般会計決算」に対する
討論の要旨は、以下のとおりです。

賛成【公明党】 反対 【日本共産党】
　

反
対
す
る
理
由
は
、
第
１
に
、
財
政
運
営
に
お
い
て
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
源

づ
く
り
の
た
め
、
市
民
犠
牲
強
行
と
市
民
要
求
抑
制
型
の
運
営
が
平
成
30
年
度
も
進
め

ら
れ
た
こ
と
。

　
第
２
に
、
本
市
の
行
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
安
威
川
ダ
ム
建
設
等
の
主

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
を
見
直
さ
ず
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
中
休
み
状
態
で
、

市
経
費
も
減
少
状
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
財
源
は
市
民
の
た
め
に
生
か
さ

れ
ず
、
黒
字
隠
し
と
た
め
込
み
に
回
さ
れ
た
こ
と
。

　
第
３
に
、
解
同
優
遇
行
政
が
是
正
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
依
然
と
し
て
温
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

　
第
４
に
、
平
成
30
年
度
も
ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
称
し
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
、
市
民
犠
牲
を
推
進
し
た
こ
と
。

　
第
５
に
、
極
端
に
人
件
費
を
抑
制
し
、
非
正
規
職
員
に
置
き
か
え
て
い
く
こ
と
が
、

職
員
の
質
の
低
下
を
招
き
、
看
過
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
す
る
理
由
は
、
第
１
に
、
大
阪
北
部
地
震
や
台
風
21
号
の
被
害
に
対
し
、
独
自

制
度
と
し
て
、
住
宅
改
修
支
援
金
等
の
生
活
再
建
支
援
策
を
実
施
し
、
通
学
路
の
安
全

点
検
や
空
き
家
の
被
害
調
査
を
行
い
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
こ
と
。

　
第
２
に
、
待
機
児
童
解
消
等
に
向
け
た
子
育
て
支
援
策
の
推
進
、
エ
ア
コ
ン
設
置
等

に
よ
る
学
校
教
育
環
境
の
向
上
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
対
象
者
拡
充
や
合
理
的
配
慮
の
提

供
支
援
助
成
金
に
よ
る
高
齢
者
、
障
害
者
施
策
の
充
実
と
い
っ
た
、
今
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　
第
３
に
、
市
民
会
館
跡
地
エ
リ
ア
活
用
に
お
け
る
市
民
の
思
い
を
具
体
化
し
た
基
本

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
茨
木
の
新
た
な
景
色
を
形
づ
く
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
都
市
基
盤
整
備
を
着
実
に
進

め
た
こ
と
。

　
第
４
に
、
将
来
世
代
の
負
担
を
考
慮
し
、
市
債
発
行
の
抑
制
や
、
特
定
目
的
基
金
の

充
実
等
に
取
り
組
み
、
今
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　　９月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。

可決された意見書

◎議員発第 10 号　
　高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書
◎議員発第 11 号　
　太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用を求める意見書 ………………

【原案可決】…………………………

【原案可決】

茨木市議会議員政治倫理条例を可決
　茨木市議会議員政治倫理条例が、９月定例会に議員提
出議案として上程され、6 日の本会議で全会一致により
可決されました。
　この条例の制定に至るまでの経過については、まず、
平成 28 年 12 月定例会で可決された「（仮称）茨木市議
会議員・政治倫理条例制定」に関する決議を受け、平成
29 年４月に各会派の代表から構成される「政治倫理条例
策定会議」が設置されました。その後、この条例策定会

議で、延べ 24 回にわたる会議が開かれる中で、議論、調
整が重ねられ、条例案の成案に至ったものです。
　この条例は、議員が明確な政治倫理基準に基づき、市民
の代表者としての責務を果たし、市民と議員の信頼関係の
基盤を築くものであることを宣言し、公正で開かれた民主
的な市政の推進に寄与することを目的としています。
　なお、この条例は令和元年９月９日から施行しています。
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市
議
会

だ
よ
り

自由民主党・
絆 公 明 党 大阪維新の会 い ば ら き

未来の会 日本共産党 会 派 に 所 属
し な い 議 員

結　
果

福
丸　
孝
之

上
田　
光
夫

上
田　
嘉
夫

大
村　
卓
司

青
木　
順
子

松
本　
泰
典

河
本　
光
宏

篠
原　
一
代

坂
口　
康
博

大
野　
幾
子

塚　
　
　
理

長
谷
川　
浩

萩
原　
　
佳

岩
本　
　
守

安
孫
子
浩
子

稲
葉　
通
宣

友
次　
通
憲

朝
田　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中　
　
剛

桂　
　
睦
子

小
林
美
智
子

米
川　
勝
利

辰
見　
　
登

人
事

案
件

茨木市公平委員会委員選任につき同意を求めること
について【松川 正毅 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

条　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

茨木市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正
する法律等の施行に伴う関係条例の整備等に
関する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市市税条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 可決
茨木市印鑑登録及び証明に関する条例の一部
改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市高齢者活動支援センター条例及び茨木市
多世代交流センター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 可決
茨木市手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 可決

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ 可決

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ 可決

茨木市森林環境譲与税基金条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 可決
茨木市市民農園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 〇 可決
茨木市水道事業給水条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 可決
茨木市布設工事監督者を配置する水道の布設
工事並びに布設工事監督者及び水道技術管理者
の資格を定める条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 可決

予
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ 可決

議
員

提
出

茨木市議会議員政治倫理条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正について × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

決　
　
　
　
　
　
　
算

平成 30 年度大阪府茨木市一般会計決算認定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 〇 ○ 認定
平成 30 年度大阪府茨木市財産区特別会計決算
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
平成 30 年度大阪府茨木市国民健康保険事業
特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 〇 〇 認定
平成 30 年度大阪府茨木市後期高齢者医療事業
特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
平成 30 年度大阪府茨木市介護保険事業特別会計
決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 〇 〇 認定
平成 30 年度大阪府茨木市下水道等事業会計決算
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
平成 30 年度大阪府茨木市水道事業会計決算認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 認定

そ　
　
の　
　
他

平成 30 年度大阪府茨木市下水道等事業会計
未処分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
平成 30 年度大阪府茨木市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 可決
市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
工事請負契約締結について（市道野々宮３号線
橋梁下部工新設工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 可決
工事請負契約の変更について（市道総持寺駅前
線道路改良工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 可決

会派・議員名

月定例会議決結果
（ ○：賛成、×：反対）

件　　　 　名

９

◆議長（自由民主党・絆：下野　巖議員）は採決に加わりません。
◆ 9 月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、9 月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

子ども・子育て支援法の一部を
改正する法律の施行に伴う児童
福祉法第 59 条の 2 第 1 項に規
定する施設に関する経過措置に
関する条例の制定について

［修正動議］

［原案］{

茨木市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例等の一部
改正について

［修正動議］

［原案］{

令和元年度大阪府茨木市
一般会計補正予算（第２号）

［組み替え動議］

［原案］{



講演：	未来を大切に、これからの暮らしの考え方
	 （㈱リバースプロジェクト共同代表 龜

かめいし

石太
た か ま さ

夏匡さん）

16日

16日 13:30 ～ 14:30

17日

17日 11:00 ～ 11:30
13:30 ～ 14:00

10:30 ～ 農林産物品評会表彰式
12:30 ～ 福引き
14:00～ 農林産物品評会出品物即売会

マジックショー（エコマジシャン ミヤモさん）

両日 ●	販売コーナー
	 生鮮野菜 /新米 /果実 /地酒 /加工品 /	
	 木工製品 /市内名産品　など
●	各種相談コーナー（営農・農地・園芸）
●	里山センターコーナー
●ポン菓子の無料配付　など

農業祭
中央公園南グラウンドほか

問合先　農とみどり推進課 ☎ 620・1622

都市と農村のふれあいを求めて

センターホールイベント 10:00 ～ 16:00  クリエイトセンターほか

問合先　環境政策課  ☎ 620・1644

明日をかえる。かえていく。

環境フ
ェ
ア

省エネ相談会
おもちゃの修理
フリーマーケット
自然工作教室　など

さまざまなコーナーでいばらき環
エ コ

境ポイントを１～５ポ
イント付与。詳細は市 HP（下図読取り）をご覧ください。

ミヤモさん

龜石太夏匡さん

11月16日㈯17日㈰同日開催！
エコイベントにご協力を！
市では環境に配慮したイベントの実施を
推進しています。エコバッグをご持参く
ださい。ご来場は、徒歩・自転車・公
共交通機関をご利用ください。

入
場
無
料

スタンプラリー開催　①環境フェア、②環境フェア・農業祭共同
①環境フェア専用スタンプ用紙に全スタンプを集めた人に粗品プレゼント ………各先着 500 人
②共通スタンプ用紙に全スタンプを集めた人に粗品プレゼント ……………………各先着 250 人

環
農

COOL　CHOICE

中央公園北グラウンドの催しは 
9:30 ～ 16:00（17 日は 15:00 まで）

両日

ビンゴゲーム・福引きはカードがなくなり次第、
受付を終了します。

  9:00 ～ 開会式
10:30 ～ ビンゴゲーム
12:30 ～ 江州音頭（よし乃家）	
15:00 ～ 和太鼓の演奏	
	 　　　（関西大倉中学校・高等学校「雷

いかずち

」）　
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防災標語
災害時、大切なものは地域の絆

特集
もしかして
認知症？
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特集
もしかして
認知症？
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市民活動の絆 …………………………………… 31
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